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　令和2年度は、新型コロナウイルス感染症との闘いの一年でありました。私たち地方独立行政法
人神奈川県立産業技術総合研究所（KISTEC）も、この新たな課題に対応する努力をしました。「魅
力ある公設試・研究所」へと進化する中で、これまでお客様との対面を重視した技術支援をご提供
してまいりましたが、Web技術を活用した技術相談など新しい方法を模索し実行しました。一時
的に業務を停止するという大変厳しい状況もありましたが、経営難に直面した県内中小企業からの
試験計測依頼料金を神奈川県とともに半額支援しました。また、新型コロナウイルスに対応した研
究開発や新製品開発支援、関連製品の技術支援を推進しました。こうした成果は、新型コロナウイ
ルス感染症に向き合いながら、KISTECを信頼してご利用いただいている皆様のおかげであり、また、
職員一人一人の努力と工夫の積み重ねにより成し得たものと実感しているところです。アフターコ
ロナの社会では、デジタル技術を活用した新しい行動様式への転換が急速に進むと予測されます。
こうした社会の急速な変化に対応し、Society5.0が目指す社会を描きながらSDGsに貢献する産
業界を支え、学界との橋渡し機関として継続的に基礎研究から事業化までの一貫支援を行えるよう、
これまで以上に機能強化を図ってまいります。
　令和2年度の活動実績を振り返りますと、前年度に引き続き殿町支所を中心にライフサイエンス
分野の研究を推進する中で、新型コロナウイルスを用いた抗ウイルス加工製品の性能評価を実施出
来る体制を整備し、サービスの提供を開始しました。また、海老名本部ではローカル5G等の無線
通信を活用した製品・サービスの開発の支援や、生産性向上に役立つ通信ネットワークの導入・整
備の支援を目的とした開発等実証環境を整備しました。
　人材育成事業及び連携交流事業においては、従来の形式でのセミナーや実習、フォーラムの開催
が困難となる中であっても、皆様にとって有意義な支援が行えるよう新たな取組を行いました。新
しく導入したWeb会議システムを用いたセミナーでは、多くの皆様にご参加をいただきました。
　例年は多くの皆様にご来所いただいていた「KISTEC Innovation Hub」や、その他のフォーラ
ムについてもオンデマンドで開催するなど、最新の技術情報を皆様に継続してご提供できるよう努
力し、全国各地の皆様にご視聴いただくことができました。
　令和3年度は、地方独立行政法人化して5年目であり、第一期中期計画の最終年度となる節目の
年です。これまで以上に皆様のお役に立てるよう、役職員一丸となって頑張りますので、皆様方の
一層のご指導、ご支援、ご活用をお願い申し上げます。
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総務・人事・給与・経理

事業全体にわたる総合調整・大学、企業等との連携・
知財支援・情報システム等

研究者や技術者の人材育成等

研究プロジェクト等をはじめとした研究開発・大学等
の成果を企業の製品開発につなげる共同研究等

製品開発や商品化・事業化促進のための支援等

技術相談、試験計測、開発委託など企業の技術的課題
解決に向けた研究や支援（機械・材料関係）

技術相談、試験計測、開発委託など企業の技術的課題
解決に向けた研究や支援（電子関係）

技術相談、試験計測、開発委託など企業の技術的課題
解決に向けた研究や支援（IoT、情報・生産関係）

技術相談、試験計測、開発委託など企業の技術的課題
解決に向けた研究や支援（化学関係）

技術相談、試験計測、開発委託など企業の技術的課題
解決に向けた研究や支援（材料解析・表面解析等）
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令和2年度　注力事業の概要
　KISTECでは、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受
けた社会での再生に向けた、商品・技術開発のために、ロー
カル5G実証環境の整備を行いました。これは県内企業にお
ける、IoT等の先端技術の導入、新たな商品やサービス等の
開発を促進することを目的としたものです。今後、5G対応
通信機器等の実証試験などに活用する予定です。
　さらに、企業が開発したウィズコロナ、アフターコロナの
時代に対応する抗菌・抗ウイルス製品の性能評価へのニーズ
に応えるため、殿町支所にBSL3（biosafety level 3）の実
験設備を新たに設け、新型コロナウイルスを用いた抗ウイル
ス製品開発支援を開始しました。
　神奈川県「さがみロボット産業特区」の重点プロジェクト
の活動では、泉橋酒造株式会社、慶應義塾大学SFCと共同で、
精密農業用ドローンシステムの実証実験にも取り組みました。
このプロジェクトでは、複数の波長帯の画像を撮影できるマ
ルチスペクトルカメラを搭載したドローンで稲の生育状況に
関するデータを収集し、稲から収穫する酒米の成分を推定し
て活用することで、高品質な日本酒を造ることを目指してい
ます。
　また、コロナ禍での3密（密閉・密集・密接）を避けるため、
技術相談や試験計測の対応を見直し、来所によらないサービ
スの提供を試行しました。また、研修・セミナーや技術フォー
ラムのWeb開催化、それに必要な情報インフラの改修・改
善にも取り組みました。

令和2年度の主な取組・成果
研究開発
　可視光応答型光触媒による新型コロナウイルス不活化条件
の解明や、環境評価・爆発物検知等へ幅広い応用が期待でき
る人工細胞膜を用いた高感度の匂いセンサーの開発、さらに
高出力LED照明等に適用する透明蛍光サイアロンセラミック
スの低温での緻密化と高熱伝導率の実現など、コア技術にお
ける研究成果の社会還元に取り組みました。
　また、文部科学省の地域イノベーション・エコシステム形
成プログラムでは、ベンチャー創出に向けて研究を進めてい
る事業化プロジェクトのほか、新型コロナウイルス研究に特
化した「特別事業化プロジェクト」を実施し、ウイルスの変
異に対応可能な迅速検査法（SmartAmp法）を活用した、現
場での実証研究を推進しました。
技術支援
　新型コロナウイルスを取り扱い可能な実験設備を整備し、
企業が開発した新型コロナウイルスに対応する抗ウイルス製
品の性能評価サービスを開始しました。また、新型コロナウ
イルス感染拡大防止のため、非接触式体温計の設置や、待機
場所等の殺菌・消毒、技術相談スペースへの仕切り板の設置、
Web技術相談の実施、3密を避けた試験計測に取り組みまし
た。また、利用者の皆さまの感染リスクを保健所が速やかに、
必要に応じてフォローアップするための仕組みである神奈川
県の「LINEコロナお知らせシステム」の登録・活用等に取り
組みました。
事業化支援
　IoT研究会の特設Webサイトを開設し、新型コロナウイルス
感染拡大の影響で直接的な接触が制限される中で、会員間の情
報交換等を促す場を提供しました。また、少人数でのIoT関連
機器を用いた実習・技術フォーラムも実施しました。
人材育成
　新型コロナウイルス感染症対策を十分に実施した上での対
面型の研修・セミナーに加え、Web会議システムを活用し、
オンラインセミナーを開催しました。また、従来は長期に渡
り総合的に実施していた中小企業技術者向け研修を見直し、
技術分野ごとに短期間で実施する形態に変更して実施しました。
連携交流
　新型コロナウイルス感染症対策を十分に行った上で、実施
した対面型の技術フォーラムに加え、Web技術を活用した
オンデマンドでの技術フォーラムを開催しました。また、県
内企業への技術支援を効率的に実施するため、新たに県内信
用金庫3行との連携協定を締結しました。
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私たちは、県内中小企業を中心
とする産業界から信頼される試
験研究機関として、イノベーショ
ンの創出を支援し、県内産業と
科学技術の振興を図ることによ
り、豊かで質の高い県民生活の
実現と地域経済の発展に貢献し
ます。

公設試験研究機関の新しいカタ
チを創ります
● 新たな価値の創造
　�私たちは、人と技術が集まる
創造の場を提供し続けます。

● お客様に対して
　�私たちは、常に最善の方法を
考え、最適な解決策を提供し
ます。

● 組織づくり
　�私たちは、コミュニケーショ
ンを深め、総合力を発揮でき
る環境をつくります。

● 自己研鑽
　�私たちは、プロフェッショナ
ルとして技術と知識の向上に
努めます。

行動指針

基本理念 研究開発
大学等の有望な研究シーズを育成し、企
業等への技術移転等につなげるプロジェ
クト研究、中小企業等の開発ニーズと大
学等の研究シーズの「橋渡し」をコーディ
ネートし、KISTECと中小企業や大学等
の共同研究により実用化を促進する事業
化促進研究、産業界における基盤的技術
課題の解決に資する経常研究を実施しま
す。また、地方独立行政法人法の一部改
正により、出資に関する業務が可能となっ
たことを受け、研究成果の事業化を促進
させるため、プロジェクト研究発のベン
チャー企業の創出や育成に必要な環境を
整えました。

●プロジェクト研究
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●事業化促進研究
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●経常研究
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技術支援
中小企業等が抱える製品開発や故障
解析等の技術的課題に対し、最適な
解決方法を提案する技術相談、高精
度な試験データや試験機器・設備を
提供する試験計測、また、中小企業
等が単独では解決できない様々な分
野にまたがる技術的課題に関し、
KISTECの有する技術・ノウハウ・経
験等を活用し、その解決に向けて支
援する技術開発を実施します。
また、評価法の研究開発を推進します。

●技術相談
ɹٕज़త՝ղܾͷͨΊͷٕज़૬ஊ

ɺ֎෦ؔػͱͷ࿈ڧܞԽʹऔ
ΓΈ·͢ɻ

●試験計測
ɹɾ෦ɾࡐݪྉͷ։ൃɾվ

ྑʹඞཁͳੳɾଌఆɾՃͷ
֤छݧࢼΛ࣮͠ࢪ·͢ɻ·ͨɺࢼ
ɻ͢·͠ڙઃඋΛఏثػଌܭݧ

●技術開発
ɹதখۀاͷڀݚ։ൃΛࢧԉ͢Δ

ͨΊɺKISTEC ͷٕज़ɾϊϋ
Λ׆༻͠ɺதখۀا͔Βडୗ͠
ͨ՝ͷղܾʹࢧ͚ͯԉ͢Δٕ
ज़։ൃʹऔΓΈ·͢ɻ

●評価法開発
ɹকདྷతͳ༗ٕज़ʹؔ͠ɺσϑΝ

Ϋτελϯμʔυʢѹతࢢڝ૪
ྗΛഎ্࣮ࣄʹܠͷඪ४ͱΈͳ͞
ΕΔͷʣͱͳΔධՁ๏ͷڀݚ։ൃ
Λਪਐ͠ɺͦͷධՁ๏Λͯ͠ۦ
৽ٕज़৽ͷੑΛධՁ͢Δ
ԉΛॆ࣮ͤ͞·͢ɻࢧ
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基礎研究から製品化までの一連の技術支援を行うことで、県内産業と科学技術
の振興を図るとともに、企業支援ネットワークの中心的機関として、「研究開発」、

「技術支援」、「事業化支援」、「人材育成」、「連携交流」の5本の柱でお客様のご
要望にお応えすることにより、豊かで質の高い県民生活の実現とお客様満足度
の更なる向上に努めます。

5事業概要

事業化支援
中小企業等の商品化・事業化に向け
総合的な支援を行うため、商品企画
開発段階から販路を見据えた製品開
発を促進する製品開発支援、loT�技
術導入支援、売れる商品づくりを促
進するためのデザイン支援、製品開
発における知的財産権の活用を促進
する知的財産支援を実施します。

●製品開発支援
ɹۀاͷ։ൃஈ֊ʹԠͯؔ͡ػྗڠ

ͱ࿈͠ܞɺٕज़ɾσβΠϯɾܦӦɾ
ۚ༥ͷ૯߹ࢧԉΛ͠ࢦ·͢ɻ

●IoT 技術導入支援
ɹIPT ʹؔ͢Δ։ൃɾڥূݕͷఏ

ɺIPTڙ اΛ༻͍ͨதখࡐػҭڭ
ज़ऀͷ࣮शʹΑΔཧղ૿ٕۀ
ਐɺIPTڀݚձͷಛઃXFCαΠτ
Λར༻ͨ͠ձһؒۀاͷใަ
ͷଅਐɺ�%ϓϦϯλʔΛ׆༻͠
ɻ͢·͍ߦԉΛࢧ࡞ࢼͨ

●デザイン支援
ɹۀاͷͷʮັྗΛߴΊΔʯ

͜ͱʮՁΛ͑Δʯ͜ ͱΛࢦ
͠ɺϓϩμΫτσβΠϯάϥ
ϑΟοΫσβΠϯΛࢧԉ͠·͢ɻ

●知的財産支援
ɹత࢈ࡒ૬ஊʹؔ͢Δؔػྗڠͱ

ͷ࿈ڧܞԽɺอ༗͢Δతݖ࢈ࡒ
ͷ׆༻ઌΛٻΊ͍ͯΔதখۀا
ͱ։ൃʹඞཁͳతݖ࢈ࡒΛ
ͷϚονϯۀاΊ͍ͯΔதখٻ
άͷॆ࣮ڧԽɺతݖ࢈ࡒͷऔಘ
׆༻ͷࡒઓུʹؔ͢Δใ
ఏڙΛ͍ߦ·͢ɻ

人材育成
ものづくりの中核を担う技術者を育
成する中小企業技術者育成、先端の
研究開発を担う研究者を育成する研
究人材育成を行い、県内企業の様々
なニーズに応える人材育成を実施し
ます。
また、小中学生等を対象に科学技術
の普及啓発を行う科学技術理解増進
を行います。

●中小企業技術者育成
ɹதখۀا͕ۀࣄͷҡ࣋ల։ʹ

൫తٕज़ʹॏΛ͓جՄͳ༺׆
ज़ɺՃٕܭमͱͯ͠ɺઃݚ͍ͨ
ٕज़ɺධՁٕज़ɺੜ࢈ཧٕज़ͳ
Ͳʹ͍ͭͯɺ͔ૅجΒԠ༻·ͰҰ
؏ͯ͠मಘͰ͖ΔݚमΛ࣮͠ࢪ·͢ɻ

●研究人材育成
ɹେֶʹ͓͚Δ࠷৽ͷڀݚಈɺ

քͰඞཁͱ͞ΕΔઌٕज़ۀ࢈
৽ͷղੳɾධՁٕज़ͳͲΛֶͿ࠷
ɻ͢·͠ࢪΛ࣮࠲ߨ

●科学技術理解増進
ɹখதֶߍϘϥϯςΟΞࢣߨ

Λ͢ݣΔମܕݧͷཧՊ࣮ݧɾ
ֶ߹Δͱͱʹɺू͢ࢪΛ࣮࡞
शࣜܗͷ੨গ͚ΠϕϯτΛ
։͠࠵·͢ɻ

連携交流
他機関と連携して総合的な支援を行
うコーディネート支援、オープンイ
ノベーションの推進等を行う産学公
連携、県外の試験研究機関との連携
を図る広域連携、中小企業等の研究
開発を支援する技術情報提供、IoT教
育機材を用いた中小企業技術者等へ
の実習による理解増進等を実施します。

●コーディネートによる支援
ɹ૬ஊ༰ʹԠͯ͡தখۀاʹର

ͭؔػԉΛఏҊ͢Δࢧదͳ࠷͠
ͳ͙ίʔσΟωʔτػΛڧԽ͠
·͢ɻ·ͨɺਆಸRˍ%ਪਐٞڠ
ձͱ࿈͢ܞΔ͜ͱʹΑΓɺେۀاͱɺ
ϕϯνϟʔۀاΛؚΉதখۀاͱ
ͷٕज़ϚονϯάΛଅਐ͠·͢ɻ

●産学公連携
ɹதখۀاେֶͱͷ࿈ܞΛਂΊ

ΔͨΊɺࢧԉؔػۚ༥ؔػͱڠ
ྗ͠ͳ͕Βɺ͔ͳ͕Θެֶ࢈࿈ܞ
ਪਐٞڠձʢCUP�KʣφϊɾϚΠ
Ϋϩڞֶ࢈ಉࢪڀݚઃʢNANO#ICʣ
ͳͲͷ׆ಈʹࢀը͠·͢ɻ

●広域連携
ɹۙྡݝͷؔػڀݚݧࢼͱͷใ

ߦར༻Λޓͷ૬ثػɺઃඋަ
͍·͢ɻ

●技術情報提供
ɹ৽͍ٕ͠ज़ڀݚՌʹؔ͢Δ

ใΛϑΥʔϥϜใࢴɺϗʔϜ
ϖʔδͰൃ৴͠·͢ɻ

0�
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ɹ৽ܕίϩφΠϧεͷײછ֦େʹΑΓɺϚεΫফಟࡎͷڙ
๏ਓධՁٕज़ߦͳͱͳͬͨͨΊɺಠཱࠁෆ͕ਂڅ
ফಟख๏λεΫϑΥʔεΛཱͪ͋͛·ͨ͠ɻͦͷத͕ߏػ൫ج
Ͱɺ࣌ɺೖख͕ࠔͰ͋ͬͨΞϧίʔϧফಟࡎʹΘΔҰ
ൠՈఉͰ؆ศʹೖखՄͳӷࡎʹΑΔସফಟํ๏ͷ༗ޮੑධ
Ձʹ՝͢Δݕ౼ҕһձ্ཱ͕ͪ͛ΒΕɺKISTECڀݚһΦϒ
βʔόͱͯ͠ࢀը͠·ͨ͠ɻ࣮ݧʹࢀՃ͠৽ܕίϩφΠϧ
εΛ༻͍Δલͷݧࢼূݕͱͯ͠ɺΠϯϑϧΤϯβΠϧεΛ༻
͍֤ͯछӷࡎʹΑΔ߅ΠϧεޮՌͷੑධՁΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ
͜ΕΒͷ݁ՌΛجʹͯ͠ɺ৽ܕίϩφΠϧεΛѻ͑ΔؔػͰ
ͷ͕ݧࢼূݕਐΊΒΕɺྩ2�݄ ʮʹ৽ܕίϩφΠϧε
ʹର͢Δସফಟํ๏ͷ༗ޮੑධՁʯͱͯ͠ɺ࠷ऴใ͕͞ࠂΕ
· ͠ ͨɻৄ ࡉ ʢIUUQTɿ��XXX�OJUF�HP�KQ�JOGPSNBUJPO�
LPSPOBUBJTBLV20200�22�IUNMʣΛࢀর͍ͩ͘͞ɻ·ͨɺ্
͔ऀۀࣄΛؚ༗͢Δͷͱͯ͠ࡎੑ׆Σϒʹ༗ޮͳք໘ه
Βਃ͞ΕͨϦετެ։͞Ε͍ͯ·͢ɻ

ɹॳɺޫ৮ഔͦͷଞͷ߅Πϧεࡐྉʹ͍ͭͯɺ৽ܕίϩ
φΠϧεΛରͱͨ͠ੑධՁΛ͜͏ߦͱɺҰ෦ͷେֶ
ͷؔػڀݚΛআ͍͍ͯ͠ঢ়گͰͨ͠ɻͦ͜ͰɺKISTECެ
ཱେֶ๏ਓಸྑཱݝҩՊେֶɺཱࠃେֶ๏ਓ౦ۀژେֶͱͷ
߅ྉͷࡐίϩφΠϧεʹର͢Δޫ৮ഔܕͷԼɺ৽ڀݚಉڞ
ΠϧεੑͷূݕΛ͍ߦ·ͨ͠ɻূݕʹ༻͍ͨޫ৮ഔՄޫࢹ
Ԡޫܗ৮ഔࡐྉʢCVYO�TJO2ʣͰ͢ɻํݧࢼ๏+IS R 1���
Λߟࢀʹ͠·ͨ͠ɻޫ৮ഔࡐྉΛΨϥε൘ʹ୲ޙͨ࣋͠ɺ৽ܕ
ίϩφΠϧεΛछͯ͠ɺࢵ֎ޫͷӨڹΛআ͢ڈΔϑΟϧλ
Λ༻͍ͯ1000 MYͷՄޫࢹরࣹΛ͍ߦ·ͨ͠ɻͦͷޙɺΠϧ
εͷײછՁΛଌఆ͠ɺ߅Πϧεੑ׆Λ֬ೝ͠·ͨ͠ɻͦͷ݁
Ռɺޫরࣹɺ1ؒ࣌Ͱ2��ܻɺ2ؒ࣌Ͱݕग़ݶքҎԼ·ͰΠ
ϧεྔ͕ݮগ͠·ͨ͠ɻ·ͨɺ҉ॴʹ͓͍ͯɺܦؒ࣌�աޙ
ʹݕग़ݶքҎԼ·ͰΠϧεྔ͕ݮগ͢Δ͜ͱ͕Θ͔Γ·͠
ʢͨਤ2ʣɻ͜Ε·Ͱɺସͱͯ͠ΠϯϑϧΤϯβΠϧεΛ

༻͍ͨੑධՁͰ͕ͨ͠ɺ͜ͷ݁Ռ͔Βɺޫ৮ഔ͕৽ܕίϩφ
ΠϧεΛݮগͤ͞Δ͜ͱ͕Θ͔Γ·ͨ͠ɻࡏݱಉ͘͡�ऀͷ
։ൃΛਐΊڀݚྉʹ͍ͭͯࡐΑΓɺޫ৮ഔҎ֎ͷʹڀݚಉڞ
͓ͯΓɺࢎԽෳ߹ମʹΑΔ৽ܕίϩφΠϧεͷෆ׆ԽޮՌ

はじめに
ɹࡏݱɺ৽ܕίϩφΠϧεSARS�CP7�2͕ੈքதͰҖΛৼΔ͍ͬͯ·͢ɻҩༀۀքͰطʹଟ͘ͷؔػڀݚɺۀاʹΑͬͯͦ
ͷஅΩοτϫΫνϯ࡞͕ਝʹਐΊΒΕɺϫΫνϯछΛ։͍ͯ࢝͠·͢ɻ͔͠͠ɺϫΫνϯʹΑΔ༧ʹཔΔ͚ͩͰͳ͘ɺ
ੈքతͳྲྀߦΛ੍ͤ͞ΔͨΊʹɺਓʑͷੜڥ׆վળ͍ͯ͘͠ඞཁ͕͋Γ·͢ɻͦͷͨΊɺҩༀۀքҎ֎ʹ͓͍ͯɺࣾձʹ͓
͚ΔײછϦεΫΛͤ͞ݮΔ͘ɺ༷ʑͳ߅ΠϧεՃͷڀݚ։ൃ͕ਐΊΒΕ͍ͯ·͢ɻ͜ͷΑ͏ͳ߅ΠϧεՃ͕։ൃ͞
ΕΔ͜ͱʹΑΓɺਓʑ͕৮ΕΔଟ͘ͷʹணͨ͠Πϧεɺۭؾதʹඈລͱͯ͠ඬ͏ΠϧεΛෆ׆Խͤͯ͞ɺײછϦεΫΛ
Լͤ͞Δ͜ͱ͕ՄͱͳΔ͔ࣄΒɺ߅ΠϧεՃͷదͳੑධՁΛࣄ͏ߦࠓ·ͰҎ্ʹॏཁͱͳ͖ͬͯ·͢ɻKISTEC৽
ԉαʔϏεࢧۀاΔ͢ݮతෛ୲Λܰࡁܦग़๏ͱ͍ͬͨධՁํ๏ݕɺΠϧεΠϧεՃ߅ͱͯ͠ɺࡦίϩφΠϧεͷରܕ
ͷఏڙͳͲɺ༷ʑͳऔΓΈΛ͍ͯͬߦ·͢ɻ͜͜Ͱɺͦͷத͔Β͔ͭزΛτϐοΫͱͯ͠հ͠·͢ɻ

ɹ৽ܕίϩφΠϧεͷར༻ɺόΠΦηʔϑςΟϨϕϧ�ͱ
Ε͞ࢪͳཧ͕ີݫʹΕΔ֎෦ʹΠϧε͕࿙Εͳ͍Α͏ݺ
ίܕΔ͜ͱ͕ՄͰ͢ɻ৽͢༺ઃʣͰͷΈɺࢪ�ઃʢ#SLࢪͨ
ϩφΠϧεͷײછ֦େ͕࢝·ͬͨॳɺKISTECʹ#SL�
ͷதͰɺΠϯگઃΛอ༗͍ͯ͠·ͤΜͰͨ͠ɻͦͷΑ͏ͳঢ়ࢪ
ϑϧΤϯβΠϧεΛ༻͍ͨ߅ΠϧεੑධՁʹ͍ͭͯɺ
͍ͨ༺ίϩφΠϧεΛܕɺ৽ʹڞͱ͍ͯͤ͘ݟͳ૿ՃΛܹٸ
ੑධՁͷཁߴ·͖͍ͬͯͯ·ͨ͠ɻ߅ΠϧεੑධՁ
Ͱॏཁͳɺ࣮ࡍʹඪతͱ͢ΔΠϧεʹରͯ͠ͷޮՌΛධ
Ձ͢Δ͜ͱͰ͢ɻͦ͜Ͱɺ৽ܕίϩφΠϧεʹର͢Δ߅Π
ϧεՃͷੑධՁΛఏ͢ڙΔͨΊʹɺKISTECʹ#SL�
ίϩφΠϧεܕઃΛඋ͠ɺྩ̎12݄2�ΑΓ৽ࢪ
Λ༻͍ͨੑධՁͷ૬ஊडΛ։࢝͠·ͨ͠ɻਤ1ۀ࡞Πϝʔ
δͷࣸਅͱͳΓ·͢ɻධՁͰ͖Δ߅ΠϧεՃࠃ֨ن
ࠓΔฏ൘ঢ়ຢણҡঢ়ͷͷΛରͱ͍ͯ͠·͕͢ɺ͋ʹط͕
Λ֦େ͍ͯ͘͠༧ఆͰ͢ɻڙఏ࣍ɺӷମͳͲʹ͍ͭͯॱޙ

ΛಘΒΕΔࡐྉͷূݕΛ͍ߦ·͠ ʢͨਤ�ʣɻޙࠓɺKISTEC
ʹඋͨ͠#SLࢪ�ઃ׆༻͠ͳ͕ΒɺҾ͖ଓ͖৽ܕίϩφ
Πϧεʹରͯ͠ޮՌతͳࡐྉɺՃͷੑධՁΛ࣮͠ࢪɺੜ
Γ·͢ɻࢀऔΓΜͰ͚ͯʹͷվળڥ׆

1 新型コロナ対策トピック

❶抗ウイルス試験

❷抗ウイルス材料による新型コロナウイルス不活化

ਤ1� #SLࢪ�ઃͰͷۀ࡞Π
ϝʔδ

ਤ2� ՄޫࢹԠޫܗ৮ഔʹΑΔ߅৽ܕίϩφΠϧε
ޮՌ
ΠϧεྔͷมԽ	B
ͱΠϧεײછ՝݁ՌͷҰྫ	C

	IU UQT � ��XXX�L JT UFD � KQ�XQ�XQ�DPOUFOU�
VQMPBET�20200�2�@OFXT�QEG


ਤ�� 
C.O	Խෳ߹ମࢎʹΑΔ߅
৽ܕίϩφΠϧεޮՌ
	 I U P T  S V O B E B K  N B H B J T 
FU B M � PSFQBSBU JPO PG DFS JVN
NPMZCEBUFT BOE UIFJS BOUJWJSBM
BDUJWJUZ BHBJOTU CBDUFSJPQIBHF П
� BOE SARS�CP7�2� .BUFSJBMT
LFUUFST 7PM�2�0�12��102021
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ɹچKASTͰ࣮ͨ͠ࢪӹ ʮాφϊϗʔϧΞϨʔʯϓϩδΣΫτʢฏ1�
ʙ1�ʣٴͼॏࣨڀݚɾޫػࡐྉάϧʔϓʢฏ1�ʙ
2�ʣͰɺիͷ؟Λֵͨ͠৽తφϊࡐྉͰ͋ΔϞεΞΠܕࣹ
ߏࢭΛ࣮͢ݱΔͨΊɺΞϧϛφͷࣗݾ৫ԽߏΛөͨ͠ரܕ
ʹΑΔٕज़Λ։ൃͯ͠ɺࡾඛϨΠϤϯ ʢ᷂ݱɾࡾඛέϛΧϧ᷂ʣͱ
ͷڞಉڀݚͰͦͷྔ࢈Խٕज़ͷ։ൃʹޭ͠·ͨ͠ɻ
ɹࡾඛέϛΧϧ᷂Ͱɺֵ৽తͳࣹٕࢭज़Λ༻͍ͨϑΟϧϜΛʮϞ
εϚΠτ⹍ʯͱ͍͏໊শͰ্ͯ͠ࢢɺඒज़ؗɾതؗɺమಓӺͷిޫ
͠·ධΛത͖ͯ͠൘ɺҩྍ༻ϞχλʔɺΧʔφϏͳͲͷͰࣔܝ
ͨɻͦͯ͠ࠓࡢɺίϩφՒͰͷײછࢭରࡦͱͯ͠ɺਓͱਓͱͷؒʹ
Γ༻ΞΫϦϧύωϧ͕ઃஔ͞ΕΔ͜ͱ͕ଟ͘ͳΓ·͕ͨ͠ɺςϨ
Ϗ൪ͷө૾ͷ࣭͕ॏ͞ࢹΕΔͰɺҰൠతͳΞΫϦϧύωϧ
Λ༻͍ͨͷͰɺҙਤ͠ͳ͍ਓͷ૾͕ࣹͰөΓࠐΜͩΓɺΞΫ
Ϧϧύωϧͷ͏͜ଆͷۭ͕ࣹؒͰ͑ݟͳ͍ͱ͍ͬͨਂࠁͳ͕
ੜ͍ͯ͡·ͨ͠ɻ͜ͷɺࣹੑࢭ͕֨ஈʹߴ ʮ͍ϞεϚΠ
τ⹍ʯΛష߹ͨ͠ΞΫϦϧύωϧΛ༻͍Δͱɺ͜ͷΑ͏ͳ͕΄ͱ
ΜͲղফ͞Εɺ͘ڻ΄Ͳ໌ͳө૾ΛಘΔ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ
ɹͦͷͨΊɺۙ࠷ͰίϩφରࡦΛػܖʹɺྫ͑ɺ༗໊ςϨϏ൪
ͷࡱӨݱʹ͓͚ΔΓ༻ʹ࠾༻͞ΕͨΓɺ࣏Ոͷεϐʔνࣗ
Ε࣮͕ͨ͞༺࠾Γ༻ΞΫϦϧύωϧͱͯ͠ମͷϓϨεൃදͷ࣏
͋Γ·͢ɻ

ɹKISTECɺެཱେֶ๏ਓਆಸཱݝอ݈ࢱେֶٴͼࣜגձࣾϝ
λδΣϯͱਆಸॅࡏݝͷҰൠͷํΛରʹ࣮͢ࢪΔϞχλϦϯάʹ
ΑΓɺ৽ܕίϩφΠϧε߅ମอ༗ऀͷੜ׆श׳ڥΛղੳ͢
ΔڞಉڀݚΛ։࢝͠·ͨ͠ɻ
ɹKISTECͰɺڥͷมԽ͕໔Ӹػʢײછੑ߅ʣʹ ༩͑ΔӨ
છ༧ʹॏཁͳׂΛ୲ײԽ͢ΔͨΊɺࢹΛՄڹ ʮ͏໔ӸάϩϒϦ

ϯAʢIHAʣʯΛଌఆ͠ɺڥσʔλͱ߹Θͤͯ౷߹ղੳΛ͍ߦ·͢ɻ
ɹຊڞಉڀݚʹΑΓɺ৽ܕίϩφΠϧεײછʹରͯ͠ੑ߅Λ༗͢
Δਓͷੜ׆श׳ڥͷಛ৽ܕίϩφΠϧεײછʹ͓͚Δ
ແঢ়ͷཧ༝ॏԽ੍ʹͭͳ͕ΔϝΧχζϜղ໌ʹؔ͢Δૅجత
ͳݟΛ͑ɺޙࠓͷײછ༧ʹ͚ͨχϡʔϊʔϚϧ࣌ʹ͓͚Δ
৽ͨͳੜ׆श׳ͷఏএͷՌ׆༻Λ͠ࢦ·͢ɻ

ɹͦ͜Ͱɺ๏ਓͰɺਆಸٞݝձͰΓ༻ΞΫϦϧύωϧ
ͷөΓࠐΈ͕ʹͳ͍ͬͯΔ͜ͱΛΓɺʮϞεϚΠτ⹍ʯΛష߹
ͨ͠ΞΫϦϧύωϧΛٞʹಋೖͰ͖ΔΑ͏ɺݝͱڠಇͯ͠ݕ౼Λਐ
Ί͖ͯ·ͨ͠ɻͦͯ͜͠ͷɺࡾඛέϛΧϧ᷂༷ͷ͝ްҙʹΑΓɺܭ
�ͷύωϧͷدଃΛड͚ͯɺٞ੮ԋஃͳͲͷલʹઃஔ͢Δ͜ͱ
͕Ͱ͖·ͨ͠ɻ͜ΕΒͷύωϧɺྩ��݄2�ʹ։࠵ͷຊձ
ٞͰ൸࿐͞Εɺେ͍ʹධΛݺͿ͜ͱͱͳΓ·ͨ͠ɻ

❸革新的反射防止パネル

❹新型コロナウイルスの迅速検出法

❺新型コロナウイルス感染対策に資する新たな知見創出を目的とした共同研究

؆қύοέʔδͷΠϝʔδ
ʢԞͷஔʣɹਝͳલॲཧஔΛύοέʔδԽ
ɹɾٵҾܕΛ༻͍Δ͜ͱͰίϯύΫτԽͱਝԽΛ

ݱ࣮
ɹɾ̔ݕମఔͷҰׅॲཧ͕Մ
ɹɾࡏݱͷલॲཧ��ఔ͕̑ఔʹॖ

ʢखલͷஔʣɹਝͳલॲཧஔʹద߹͢Δ̧̣̖
૿෯ԠॲཧʢSNBSUANQ๏ʣΛύοέʔδԽ
ɹɾࡏݱͷ̎ؒ࣌ఔͷPCRͷ૿෯ॲཧ͕ɺԹ૿

෯Ͱ10ʙ�0ఔʹॖ
ɹɾ2ݕ�ମͷҰׅॲཧ͕ՄͰɺଐ͢ΔଌఆϞχ

λʔͰ݁ࠪݕՌΛ֬ೝ

SmartAmp法簡易パッケージ化と迅速検出法の実証研究スキーム

ダナフォーム

・試薬大量生産

・簡易パッケージ
化検査機器提供

ＫＩＳＴＥＣ

・迅速検出法に関する総合プラットフォーム
・実証研究用の簡易パッケージの現場提供
・プロジェクト管理、予算の全体管理 等

神奈川県

・プロジェクト立案
・関係機関調整
・成果を社会展開

簡易パッケージ化の実証研究

神奈川県衛生研究所
川崎市健康安全研究所
横浜市衛生研究所
その他公的研究機関

実証
研究

機器
等提

供 実証現場に配置

検査現場・医療機関等へ展開

県内医療機関での実装を経て、県内医療機関での実装を経て、県内医療機関での実装を経て、県内医療機関での実装を経て、県内医療機関での実装を経て、
全国、世界の現場への展開を⽬指す

理研

・試薬等の性能
高度化、試験適
用範囲最適化、
他試験法等との
組合せ検証等

横浜市大
横浜市民病院
藤沢市民病院
その他病院

①性能評価➡②試験比較評価➡ ③実証研究

・県・KISTEC・ﾀﾞﾅﾌｫｰﾑ
で実証研究共同契約
・県・KISTECが各参画機
関と実証研究共同契約

理
研

横浜市大

抗原／抗
体検出法
簡易キット

神奈川県
事業で実
用化支援

迅速検出法総合実証研究

介入実証コホート基盤を
活用して総合的な迅速
検出法システムの開発
（ウイルス検出＋抗原／抗体検出）

の実証研究と市中モニタリ
ングの実施など
【県保福大SHI等の協力】

協力医療機関で
エビデンス収集

Έ͕͋ΔࠐͷөΓࢠύωϧͰҜچ

�݄2�ຊձٞͷ༷ࢠ

ʮϞεϚΠτ ⹍ʯΛష߹ͨ͠ύωϧ
ͰҜࢠͷөΓࠐΈ͕ͳ͍

コロナ対策の仕切りパネルが革新的反射防止技術で驚くほど鮮明に

ɹจ෦Պֶল ҬΠϊϕʔγϣϯɾΤίγεςϜܗϓϩάϥϜ ਆ
ಸ ʮൃϔϧεέΞɾχϡʔϑϩϯςΟΞʯઌಋϓϩδΣΫτͰɺࡢ
ίϩφΠϧεͷܕછ֦େΛड͚ɺʮ৽ײίϩφΠϧεͷܕͷ৽ࠓ
ਝݕग़๏ͷධՁɾ࣮ূϓϩδΣΫτʯΛ࣮͍ͯ͠ࢪ·͢ɻKISTEC
ݝͱڞʹຊϓϩδΣΫτͷ·ͱΊͱͯ͠ɺڀݚཱࠃ։ൃ๏ਓཧԽ
ఆҩྍࢦછײେֶපӃɺݝॴɺڀݚӴੜݝɺͯ͠ܞॴͱ࿈ڀݚֶ
ମࠪݕͷՌΛڀݚΛਪਐ͢Δͱͱʹɺ࣮֘ূڀݚͰ࣮ূؔػ
੍ͷߏஙͱڧԽ͖͍ͯ͛ܨ·͢ɻ
ɹ１．検査工程の簡易パッケージ化
ɹɹʢݚࠃʣཧԽֶڀݚॴ͕։ൃͨ֩͠૿ࢎ෯ٕज़SNBSUANQ๏ʢ˞ʣΛ

ͷޙऔ࠾ମݕग़๏Λվྑ͠ɺݕίϩφΠϧεͷਝܕ৽ͨ͠༺׆
લॲཧɾ֩૿ࢎ෯ɾଌఆͷࠪݕͷҰ࿈ͷఔΛҩྍؔػͷݱͰ
ਝʹ࣮ࢪͰ͖ΔΑ͏ʹ؆қύοέʔδԽ͠·ͨ͠ɻ

ɹ２．迅速検出法の実証研究を展開
ɹɹݝӴੜڀݚॴɺݝେֶපӃɺײછࢦఆҩྍؔػͱ࿈͠ܞɺ

؆қύοέʔδͷ࣮༻Խɾ࣮ূڀݚʹऔΓΜͰ͍·͢ɻ
ɹ
ɹ˞SNBSUANQ๏ɺʢݚࠃʣཧԽֶڀݚॴ͕։ൃͨ֩͠૿ࢎ෯ٕज़Ͱɺ

ҰఆͷԹ֩૿ࢎ෯Ԡ͕ਐ͢ߦΔʮԹ֩૿ࢎ෯๏ʯͷҰͭͰ͢ɻ
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ɹ৽ܕίϩφΠϧεײછʹΑΓ׆ۀࣄಈʹӨڹΛड͚͍ͯΔਆಸ
ݝதখۀاͷࡁܦతෛ୲Λܰ͢ݮΔͨΊɺܭݧࢼଌʢґཔݧࢼʣ
ྉۚͷݮ໔ʢݮ໔�0ˋʣΛ࣮͠ࢪ·ͨ͠ɻ
ɹݮ໔ͷରۀاɺਆಸݝʹॴ͢ࡏΔதখۀاͰʮ৽ܕίϩφ
ΠϧεײછʯΛࣄ༝ͱͯ͠தখۀا৴༻อݥ๏ୈ̎ୈ߲̑ୈ̐߸

ʢηʔϑςΟωοτอূ̐߸ʣ˞ ̍ͷೝఆΛड͚͍ͯΔۀاͰ͢ɻݮ໔
͕ద༻͞ΕΔۀࣄɺܭݧࢼଌʢґཔݧࢼʣٴͼثػ༻ͷۀࣄͰɺظ
ؒྩ݄͔̎̒̔Βྩ݄̏̏2�ͷؒͰ࣮͠ࢪ·ͨ͠ɻ

ɹݮ໔ͷਃɺܭݧࢼଌຢثػ༻ͷਃࠐॻʹ߹Θͤ ʮͯܭݧࢼ
ଌྉۚݮ໔ਃॻʯɺʮηʔϑςΟωοτอূ̐߸ೝఆॻͷࣸ͠ʯΛ
ఏग़͍͖ͯͨͩ͠·ͨ͠ɻ
ɹྩ̎ͷ৽ܕίϩφΠϧεײછʹΔܭݧࢼଌྉۚͷݮ
໔1�1݅ͷ࣮ࢪͱͳΓ·ͨ͠ɻ
˞̍ɹηʔϑςΟωοτอূ̐߸ɿಥൃతࡂ	ࣗવࡂ
ͷൃੜ

ԉ͢ΔͨΊͷાࢧΛऀۀاগ͍ͯ͠Δதখݮ͕ߴҼͯ͠ച্ىʹ
ஔ

❽新型コロナウイルス感染症に係る試験計測等料金の減免

ɹKISTECͰɺ৽ܕίϩφΠϧεײછ֦େͷऴଉޙʹɺݝۀا
ʹΑΔແઢ௨৴Λ׆༻ٕͨ͠ज़։ൃΛଅਐ͢ΔͨΊɺ�(ͷ
ແઢ௨৴ͷ࣮ূڥΛඋ͠·ͨ͠ɻྩ��݄�1ʹϩʔ
Χϧ�(ʢ���ʙ���()[ଳʣͷແઢہ໔ڐΛऔಘ͠ɺւ໊ຊ෦ͷ�
͔ॴͰϩʔΧϧ�(ͷ௨৴ڥͷӡ༻Λ։͍ͯ࢝͠·͢ɻ
ɹ�(ɺߴɾେ༰ྔͷୈ�ੈ௨৴ͱͯ͠͞Ε͓ͯΓɺܞଳ
ిۀࣄ ʢऀΩϟϦΞʣͷ༻αʔϏεࢢ෦Λத৺ʹελʔτͯ͠
͍·͢ɻྩݩ12݄ʹɺΩϟϦΞʹΑΔ�(௨৴αʔϏεͱ
ผʹɺۀا࣏ࣗମ͕ࣗΒͷෑʹ͓͍ͯ�(௨৴Λ͜͏ߦͱ͕
Ͱ͖ΔϩʔΧϧ�(ͷ੍͕։࢝͞ΕɺͷIPTԽεϚʔτԽͳͲɺ
͞Ε͍ͯ·͢ɻظΕΔ͜ͱ͕͞༺׆Ͱۀ࢈

ɹࠓճKISTECͰಋೖͨ͠ϩʔΧϧ�(ɺ���ʙ���()[ଳʢ͍ΘΏ
Δαϒ�()[ଳʹؚ·Ε·͢ʣͷελϯυΞϩϯߏͷͷͰ͢ɻϩʔ
Χϧ�(ʹՃ͑ɺϓϥΠϕʔτLTEͱ͍ΘΕΔT9(Pʢ1��()[ଳʣ
ͱLP8AʢLPX PPXFS 8JEF ASFBʣ௨৴ͷͻͱͭͰ͋ΔLPRB8AN

ʢ�20.)[ଳʣͷແઢ௨৴ͷڥΛඋ͓ͯ͠Γɺແઢ௨৴ʹؔ࿈͢
Δ։ൃʹ͋ͨͬͯɺ༻͢Δແઢํࣜͷબఆɺ։ൃ͞Εͨ
ͷධՁɾূݕͷͱͯ͠͝ར༻͍ͨͩ͘͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ
ɹಛʹɺւ໊ຊ෦ͷਤॻࣨͷҰ෦Λ্هͷແઢ௨৴Λ༻͍Δ࣮ূ༻
εϖʔεͱͯ͠ఏ͓ͯ͠ڙΓ·͢ͷͰ͝ར༻͍ͩ͘͞ɻ·ͨɺ
LPRB8ANʹ͍ͭͯɺ֎Ͱͷແઢ௨৴͓͚͍ͩͨ͠ࢼ·͢ɻ

❼Afterコロナの競争力強化に向けたローカル５G基地局導入

ɹKISTECͰɺٕज़૬ஊɺܭݧࢼଌɺٕज़։ൃडୗͳͲͷٕज़ࢧԉ
Λ࣮͍ͯ͠ࢪ·͢ɻ
ɹۀاͷօ༷͕ٕज़తͳ՝ʹ໘ͨ͠ࡍʹɺ·ͣແྉͷٕज़૬
ஊΛ׆༻͍͖ͯͨͩ͠ɺ૬ஊһ͕େ·͔ͳ༰Λ্͓͍ͨ͠Ͱઐ
ͷελοϑΛհ͠ɺͦͷޙͷٕज़ࢧԉ͓ͭͳ͍͗ͯ͠·͢ɻ
ɹྩ2͔Βɺ৽ܕίϩφΠϧεײછ֦େʹ͍ɺ͓٬༷ʹ
҆৺ͯ͠͝ར༻͍͚ͨͩΔΑ͏8FCձٞγεςϜΛ׆༻ٕͨ͠ज़૬

ஊͷରԠΛ࢝Ί·ͨ͠ɻٕज़૬ஊͷ݁ՌɺܭݧࢼଌΛ͝ར༻͞ΕΔ
߹ʹ͓͍ͯɺҰ෦ͷܭݧࢼଌϝχϡʔͰଌఆαϯϓϧͷडऔɾฦ٫
ΛૹͰରԠ͢ΔͳͲɺ͝དྷॴ͍͔ͨͩͳͯ͘ॆ࣮ͨ͠ࢧԉαʔϏ
εΛ͝ఏڙͰ͖ΔΑ͏ʹΊ·ͨ͠ɻ
ɹ·ͨɺैདྷͲ͓Γͷ͝དྷॴͰͷٕज़૬ஊͷ͝ར༻ʹͯ͠ࡍɺ૬ஊ
ϒʔεͷΞΫϦϧ൘ͷઃஔɺصɾҜࢠͷΞϧίʔϧফಟͷ࣮ࢪͳ
ͲײછࢭରࡦΛపఈ͍ͯ͠·͢ɻ

❾Web会議システムを活用した技術相談

ɹ৽ܕίϩφΠϧεײછ֦େʹͬͯɺࠃͰҩༀٴͼҩༀ෦֎
ͷखࢦফಟ༻Τλϊʔϧͷ͕څڙ͍͔ͭͣɺްੜ࿑ಇলྟ࣌తɾ
ಛྫతͳରԠͰɺߴೱΤλϊʔϧΛͦΕͷସͱͯ͠༻͍Δ
͜ͱ͕Ͱ͖ΔΑ͏ʹ͠·ͨ͠ɻ͜ͷߴೱΤλϊʔϧʮΤλϊʔ
ϧೱ͕ݪଇ�0WPM�ʙ��WPM�ͷൣғͰ͋Δ͜ͱʢ�0WPM�Ҏ্ͷ
Τλϊʔϧ͕ೖखࠔͳ߹ʹɺखࢦফಟ༻ͱͯ͠�0WPM�ͷΤ
λϊʔϧΛ༻ͯࠩ͑͠͠ࢧͳ͍͜ͱʣʯͱɺʮϝλϊʔϧؚ͕·Ε
ͳ͍͜ͱʯΛཁ݅ʹ͍ͯ͠·͢ɻ͔͠͠ɺΞϧίʔϧδΣϧͷΤλϊʔ
ϧೱ͕ෆ໌ͳදهͱҟͳΔ͕ͨͨͬ͋ྫࣄΊɺΤλϊʔ
ϧೱΛఆྔੳ͢Δํ๏Λݕ౼͠·ͨ͠ɻ
ɹδΣϧλΠϓͷߴೱΤλϊʔϧ೪ੑ͕͋Γɺอ࣪ࡎ૿೪
Խ͠ʹؚ͍͕͘·Ε͍ͯΔ͜ͱ͕ଟ͍ͨΊɺؾͱ͍ͬͨࡎ
KISTECͰϔουεϖʔεΨεΫϩϚτάϥϑੳஔʢਤ1ʣΛ༻
͍ͯɺओʹΞϧίʔϧΛؾԽͤ͞ΔΑ͏ͳ݅ͰՃԹͯ͠ੳ͠
͍ͯ·͢ɻΤλϊʔϧҎ֎ʹɺؚ·Ε͍͚ͯͳ͍ϝλϊʔϧؚ
·ΕΔՄੑͷ͋ΔΠιϓϩϐϧΞϧίʔϧҰ੪ʹੳ͢Δ͜ͱ͕

Ͱ͖· ʢ͢ਤ2ʣɻ·ͨɺඪ४࣭ͱͯ͠UFSU ϒνϧΞϧίʔϧΛ
ఴՃ͢Δ͜ͱͰɺࢼྉௐͷࠩޡΛ͍ͯ͠ݮ·͢ɻ

❻消毒用アルコールジェル中のエタノール濃度分析
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ɹۀʹ͓͍ͯσδλϧԽσʔλͷ׆༻ʹΑΔޮԽɺߴ
Խ͕ਐΊΒΕ͍ͯ·͢ɻઘڮञࣜגձࣾͰࣗࣾͰഓ͠
ͨञถΛ༻͍ͯຊञͷৢΛ͍ͯͬߦΔͨΊɺৢʹ͍ͭͯ
֤छੳٕज़Λ༻͍ͯͷσʔλΛੵ͢Δͱͱʹɺݪ
ྉͱͳΔञถͷഓʹ͍ͭͯҴͷৎɺ༿৭ͷੜҭঢ়گΛ
ࣔ͢σʔλΛຊγεςϜʹΑΓޮΑ͘ऩू͠ɺ׆༻͢Δ͜ͱ
Ͱɺྑ࣭ͳञถͷഓͱऩ֭ͨ͠ञถͷಛੑΛੜ͔ͨ͠ߴ࣭
ͳຊञΛΔ͜ͱΛ͍ͯ͠ࢦ·͢ɻ

ɹࠓճͷ࣮ূ࣮ݧͰɺਫాͷ্ۭʹυϩʔϯΛඈͤ͞ߦɺ
ഓதͷҴϚϧνεϖΫτϧΧϝϥʹΑΓɺञถͱͳΔͨ͠ࡌ
ͷੜҭঢ়گʹؔ͢ΔσʔλʢN%7I ˞ɺ༿৭ʣΛऩू͠ɺυ
ϩʔϯͰऩूͨ͠σʔλͱञถʹؚ·ΕΔλϯύΫ࣭ͷؚ༗ྔ
Λௐ·ͨ͠ɻҰൠʹञถͷλϯύΫؚ࣭༗ྔ͕ଟ͍ͱࡶຯ͕
૿͠ɺຊञͷ৭ɾ߳ຯͷྼԽ͕ૣ͘ͳΓ·͢ɻ࣮ূ࣮ݧͷ݁
ՌɺN%7IͱλϯύΫؚ࣭༗ྔʹ૬ؔؔݟ͕ΒΕ·͕ͨ͠ɺ
N%7Iͷଌఆํ๏ʹ՝͕͋Δ͜ͱ͕໌Β͔ʹͳΓɺରԠʹ
ΛਐΊ͍ͯ·͢ɻ౼ݕ͍ͯͭ
˞N%7Iʢਖ਼نԽ২ੜࢦʣɿ২ޫ߹৭ૉͷಇ͖ͰՄࢹҬ

ͷి࣓Λٵऩ͠ɺۙ֎Ҭͷి࣓Λ͘ڧࣹ͢Δಛੑ
Λ͍ͯͬ࣋·͢ɻ͜ͷೋͭͷ૬ؔؔΛར༻ͯ͠ɺ͞ࢉܭ
ΕͨΛN%7I ͱݺͼ·͢ɻN%7I ʹΑΓ২ͷ২ੜ
ঢ়ଶΛѲͰ͖·͢ɻ

ɹυϩʔϯʹΑ
Δσʔλऩूͷ
औͱฒͯ͠ߦ
ञྨ༻ϥϚϯ
ੳٕज़ͷ։ൃΛ
ਐΊ͍ͯ·͢ɻ
Պֶతσʔλʹ
ຊञ͍ͨͮج
ͷ্࣭Λ
͔ΔͨΊɺৢ
ͷݱͰதؒ
ͷʮΖΈʯͷओ
ཁΛඇഁ
յɾਝ؆ศʹ

ʮͦͷܭଌʯͰ
͖Δஔ͕·
Ε͍ͯ·͢ɻͦ
͜Ͱɺ͜ΕΛ࣮͢ݱΔͨΊɺઘڮञࣜגձࣾɺࣜגձࣾޫ
ՊֶڀݚॴʢSSLʣɺKISTECͷ�ऀͰɺSSL͕༗͢ΔϥϚϯޫ
ੳٕज़Λ׆༻ͯ͠ɺྨͱΞϧίʔϧΛओͳλʔήοτʹ͠
ʮͨञྨ༻ϥϚϯੳٕज़ʯͷٕज़తݕ౼Λ։࢝͠·ͨ͠ɻ

ɹຊञͷΞϧίʔϧͷଌఆʹ͍ͭͯɺैདྷ๏ͱͷ૬ؔ
Α͍͜ͱ͕֬ೝ͞Ε͍ͯ·͢ɻ·ͨɺྨΛؚΊͨಉ࣌ଟ
ੳʹ͍ͭͯɺͦͷੑධՁΛਐΊ͍ͯ·͢ɻ

ɹਆಸݝɺԣࢢɺ࡚ࢢڞಉͰɺϥΠϑΠϊϕʔγϣϯ
ͷࡍࠃઓུڌͱͯ͠ฏ2�ʮژྟւ෦ϥΠϑΠϊϕʔ
γϣϯࡍࠃઓུ૯߹ಛ۠ʯͷࢦఆΛड͚ɺϥΠϑαΠΤϯεڀݚɺ
औΓΜͰ͍·͢ɻʹࡦࢪԽۀ࢈
ɹKISTECͰɺจ෦Պֶল ҬΠϊϕʔγϣϯɾΤίγες
ϜܗϓϩάϥϜ ਆಸ ʮൃϔϧεέΞɾχϡʔϑϩϯςΟΞʯ
ઌಋϓϩδΣΫτΛ࣮͠ࢪɺࣾྸߴձʹઌۦతʹઓ͢Δʮϔ
ϧεέΞɾχϡʔϑϩϯςΟΞʯͷ࣮͚ʹݱɺେֶͱ࿈ܞ
ͯ͠ɺϦʔσΟϯάϕϯνϟʔͷग़ɾΛத৺ʹɺਆಸ
Β͍͠ΠϊϕʔγϣϯɾΤίγεςϜΛ۩ମԽ͠·͢ɻຊۀࣄ
ͰਐΊ͍ͯΔۀࣄԽϓϩδΣΫτͷਐঢ়گʹ͍ͭͯɺ12ϖʔ
δٴͼ1�ϖʔδΛ͝ཡ͍ͩ͘͞ɻ
ɹ·ͨɺΠϊϕʔγϣϯɾΤίγεςϜͷ۩ମԽʹ͚ͯɺྩ
2�݄ަʮҬͷࣗओੑٴͼཱࣗੑΛߴΊΔͨΊͷվֵ
ͷਪਐΛਤΔͨΊͷؔ๏ͷඋʹؔ͢Δ๏ʯʢྩ2๏
ୈ�1߸ʣʢୈ10࣍ํݖҰׅ๏ʣʹ ΑΓํಠཱߦ๏ਓ
๏ͷվਖ਼͕ͳ͞Εɺํಠཱߦ๏ਓͷൃۀࣄڀݚϕϯνϟʔ
ՄͱͳΓ·ͨ͠ɻ͜ΕʹΑΓɺKISTEC͕͕ࢿͷग़ۀا

อ༗͢ΔੈքNP�1ͷίΞٕज़Λϕʔεʹɺϕϯνϟʔۀاͷ
ग़ɾΠϊϕʔγϣϯɾΤίγεςϜͷߏஙΛਐΊɺੈ
քతͳ৽ࢢɾ৽ۀ࢈ͷग़Λଅਐ͠·͢ɻ

2 トピック

神奈川発「ヘルスケア・ニューフロンティア」先導プロジェクト

3 トピック

さがみロボット産業特区　スマート農業実証実験と酒類用ラマン分析技術の開発
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●高画質超小型マルチスペクトルカメラの開発がサポ
イン事業としてスタートしました

●KISTECが参画する次世代蓄電池実用化研究がNEDO
　大規模実証研究開発（フェーズD）に採択されました

ɹ࠷ ʮۙαεςΟφϒϧʯͱ͍͏୯ޠΛΑ͘ݟฉ͖͢ΔΑ͏ʹɺ
ੈքશମͰڥอશͷҙ͕ࣝ·͢·͢ߴ·͍ͬͯ·͢ɻ
KISTECͰɺఱવݯࢿΛػߴԽ͠༗ޮར༻͢Δٕज़Λڀݚ
͍ͯ͠·͢ɻྩ2͔ΒɺKISTECͷڀݚγʔζͱࣛࣇ
ౡٕۀݝज़ηϯλʔͷϊϋΛΈ߹ΘͤͯɺՐࢁग़

ʮγϥεʯ͔ ΒػੑࡐྉΛ࡞Γग़͢ڞಉڀݚΛ։࢝͠·ͨ͠ɻ
100ˆҎԼͷӷ૬ԠͰɺ1ONʢ1NN ͷ 1�1000000ʣҎԼ
ͷࡉΛͭ࣋θΦϥΠτ݁থΛγϥεද໘ʹੳग़ͤ͞ෳ߹Խ͢
Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͠ ʢͨಛڐग़ࡁئʣɻ์ࣹੑ࣭ͷআછΞΦίɾ
ைରࡦͷར༻ظͰ͖·͢ɻຊڀݚͷऔΓΈʹ͍ͭͯ
ɺQ���ʹ͓ͯ͠هΓ·͢ɻ

ɹதখۀاͷڀݚ։ൃΛࢧԉ͢Δۀ࢈ࡁܦলͷྩ2ઓུ
తج൫ٕज़ߴԽࢧԉۀࣄʢαϙΠϯۀࣄʣʹ ɺϚΠΫϩϞδϡʔ
ϧςΫϊϩδʔʢגʣɺԣཱࠃେֶͱڞʹਃɾ࠾͞Ε·ͨ͠ɻ
ຊ։ൃͰɺٸʹχʔζ͕ߴ·͍ͬͯΔۀͰͷϦϞʔ
τηϯγϯάʹద༻͠ɺ৯ࠪݕͷϙʔλϒϧԽIPTԽʹ
͘ల։͢Δ͜ͱΛͯ͠ࢦɺ૾ࡱૉࢠͷըૉຖʹҟͳΔޫಛ
ੑΛߴͨͬ࣋ը࣭ͳখܕܰྔϚϧνεϖΫτϧΧϝϥΛ։
ൃ͠·͢ɻٕज़తཁૉͱͯ͠
ද໘ϓϥζϞϯΛ༻͍ͨըૉα
Πζͷඍখ໘ੵޫϑΟϧλٕ
ज़ɺ͜ΕΛըૉζϨແ͘ਖ਼֬ʹ
࣮͢Δߴਫ਼ཱٕज़ɺٴͼ
๏2�ᶱཱํఔʹऩೲ͞ੇܗ֎
ͤΔີߴ࣮ٕज़͕ཁ͞ٻ
Εɺࡾؒͷڀݚ։ൃΛਐΊ·͢ɻ

ɹࣜגձࣾIOUFHSBM (FPNFUSZ SDJFODFٴͼཱࠃେֶ๏ਓਆ
࣌େֶཧɾσʔλαΠΤϯεηϯλʔɺిͷॆ์ిށ
ʹൃੜ͢Δ࣓ͷۭؒͷܭଌσʔλ͔Βɺి෦ͷి
ྲྀີΛඇഁյͰը૾அ͢ΔγεςϜͷڞಉ։ൃʹऔΓ
ΜͰ͖·ͨ͠ɻྩ2ʹڀݚཱࠃ։ൃ๏ਓٕۀ࢈ज़૯߹
ը͠ɺNE%Oʮ৽ΤωϧΪʔࢀॴؔηϯλʔͱKISTEC͕ڀݚ
ͷγʔζൃ۷ɾۀࣄԽʹ͚
ʹʢϑΣʔζ%ʣʯۀࣄ։ൃڀݚͨ
͞Ε·ͨ͠ɻKISTEC࠾ Ͱ
͜ͷը૾அγεςϜΛ༻͍ͯ
ͷग़ՙલఆݧࢼɺނোղ
ੳݧࢼͷద༻ΛਐΊɺؔ౦Τ
ϦΞʹ͓͚Δੈ࣍ిͷࢼ
ɻ͢·͠ࢦͷඋΛڌࠪݕݧ

ɹKISTECڀݚ։ൃ෦ਓࡉ๔ບγεςϜάϧʔϓͷాࢁ
तʣΒɺգͷ৮֯ʹଘڭେֶژϦʔμʔʢ౦࣏һͱণڀݚ
ग़Ͱ͖ݕΕΔँΛ·ؚʹؾݺΔᄿ֮ड༰ମΛར༻͠ɺ͢ࡏ
Δ͍ηϯαΛ։ൃ͠·ͨ͠ɻ
ɹڀݚάϧʔϓ͜Ε·Ͱɺࠛᄿ֮ड༰ମΛਓࡉ๔ບ্ʹ
ΈࠐΜ͍ͩηϯα͕ɺਫ༹ӷʹ༹ղ͍ͨ͠ࢠʹରͯ͠
ผྗΛͭ͜ͱΛ͖ࣔͯ͠·ͨ͠ɻ͔͠͠ɺࣝࢠͱײ͍ߴ
͍ࢠͷଟ͘ਫʹ༹ੑͰ͋ΔͨΊɺؾதʹඬ͏͍ʹର
ͯ͠ड༰ମຊདྷͷ༏ΕͨྗΛҾ͖ग़͢͜ͱ͕Ͱ͖·ͤΜͰ͠
ͨɻ
ɹͦ͜ͰຊڀݚͰɺޮతʹ͍ࢠΛਫ༹ӷʹ͢Δ͜
ͱͷͰ͖ΔඍࡉͳεϦοτΛͨ͠ࡌ͍ηϯαΛ࡞͠·͠
ͨɻ͜ͷεϦοτʹ͍ࢠΛؚΉΨεΛ௨͢͜ͱͰ͍ࢠ
Λޮྑ͘ਫ༹ӷதʹಧ͚Δ͜ͱ͕ՄʹͳΓ·ͨ͠ɻͦͷ݁
Ռɺؾݺʹࠞ߹ͨ͠ඍྔͷ؊ଁΨϯϚʔΧʔΛݕग़͢Δ͜ͱʹ
ޭ͠·ͨ͠ɻ
ɹޙࠓɺײࣝࢠผྗͰैདྷٕज़Λ͠ͷ͙͍ηϯαΛ
ࢦͳͲͷԠ༻Λݕݥةଌɺܭڥஅؾݺɺ͠ݱ࣮

͠·͢ɻຊάϧʔ
ϓͷڀݚ༰ɺ
P�1�ʹ͠ࡌه
͓ͯΓ·͢ɻ

ɹKISTECͰɺۙྡͷࢠͲͨͪͱͷަྲྀ׆ಈΛଓ͚͍ͯ·͢ɻ
ळʹࠓઘখֶߍͷΈͳ͞ΜʹKISTECւ໊ຊ෦ͷෑͰ
Ֆ২͑औΓΛָ͠ΜͰ͍͖ͨͩ·ͨ͠ɻྩ2։࠵
Ͱ͖·ͤΜͰ͕ͨ͠ɺౙʹΫϦεϚεπϦʔͷ০Γ͚Λ͓
ख͍ͯ͠Β͏ɺقઅʹ߹Θͤͨަྲྀ༰Λ࣮͍ͯ͠ࢪ·
͢ɻࣗવੜ͖ʹ৮ΕΔػձΛఏ͢ڙΔ͚ͩͰͳ͘ɺڀݚॴ
৬һΛೝͯ͠Β͏͜ͱͰɺ
KISTEC͕ΑΓۙͳଘࡏͱͳΔ
͜ͱΛ͍ͯ͠ࢦ·͢ɻ

●鹿児島県との交流事業

●蚊の匂い受容体を組み込んだ匂いセンサを開発しま
した

●地域貢献（地域交流活動）

4 その他トピック

IO�TJUVͰ݁থԽͤ͞γϥεͷཧߏ
Λͨ͠··ද໘ʹθΦϥΠτΛੳग़
ͤ͞ෳ߹Խͨ͠ɻ

ݪɻߏ֨ࠎΓ͚ͨθΦϥΠτͷ࡞
͢ΔɻܗΛࡉαΠζͷࢠྻ͕ࢠ

։ൃ͍ͨ͠ηϯαγ
εςϜ

ΠϯϥΠϯిྲྀີࠪݕγεςϜ

ޫϑΟϧλͷͨΊͷ200ܘONͷ։ޱ෦ͷࣸਅ

5 μm
FAU型 CHA型
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光技術を用いた超広帯域テラヘルツオシロスコープの開発 研究代表者　片山 郁文　横浜国立大学　教授

超短パルスレーザーやファイバーなどの光技術を活用することによって、テラヘルツ領域の電場波形を簡便、かつ高速に検出す
る技術を開発し、従来技術では到達できない広帯域のテラヘルツオシロスコープを実現します。

ゲノム構築技術による創薬研究基盤の開発 研究代表者　相澤 康則　東京工業大学　准教授

ゲノム構築技術を用い、疾患モデル iPS 細胞を創出し、発症機構の解明、治療薬の探索、治療技術の開発を可能とする技術基盤
の開発を進めるとともに、新型コロナウイルス感染症に対する創薬基盤の確立を目指します。

化学ボロフェンによるフレキシブル素子の開発 研究代表者　神戸 徹也　東京工業大学　助教

化学ボロフェンの安価で簡便な合成手法を確立し、化学修飾や元素置換により機能化を推し進めることで、既存材料では発現で
きない新しい二次元素子材料の開拓を目指します。

●令和3年度「戦略的研究シーズ育成事業」研究課題
ྩ��݄ΑΓ৽ͨʹ̏݅ͷڞಉڀݚΛ։࢝͠·ͨ͠ɻ

ɹڀݚγʔζʹணͨ͠ެֶ࢈࿈ܞϞσϧʢ�ஈ֊εςʔ
δήʔτํࣜʣʹ Ԋ࣮ͬͯ͢ࢪΔϓϩδΣΫτڀݚͰɺ
త͔ڀݚૅجΒԠ༻։ൃɾۀࣄԽͷల։Λ͠ࢦ·͢ɻ
ɹݝۀ࢈ݝຽੜ׆ͷ՝ղܾΛݟਾ͑ ʮͨઓུతڀݚ
γʔζҭۀࣄʯʹ ΑΓൃ۷ɾҭͨ͠ڀݚςʔϚΛɺʮ༗
γʔζల։ۀࣄʯɺʮ࣮༻Խ࣮ূۀࣄʯͷεςʔδຖʹݫ
͍͠৹ࠪΛͯܦεςοϓΞοϓͤ͞Δ͜ͱͰɺԠ༻ɾ։ൃɾ
ɻ͢·͍ߦΛڀݚͮ͘جʹઓུޱͰҰ؏ͨ͠ग़·࡞ࢼ
ɹྩ2ɺʮઓུతڀݚγʔζҭۀࣄʯʢ৽݅�نɺ
ʯۀࣄʯ�݅ɺʮ࣮༻Խ࣮ূۀࣄଓ�݅ʣɺʮ༗γʔζల։ܧ
�݅Λ࣮͠ࢪ·ͨ͠ɻɹ
ɹྩ�ɺྩݩʹ։ͨ࢝͠ઓུతڀݚγʔζ
ҭۀࣄςʔϚͷ͏ͪ1݅ ʮ͕༗γʔζల։ۀࣄʯʹ εςο
ϓΞοϓ͠·͢ɻ
ɹ͞Βʹɺ఼ொͷϥΠϑΠϊϕʔγϣϯηϯλʔʢLICʣʹ
͓͍ͯɺฏ�0͔Β։ͨ࢝͠จ෦ՊֶলʮҬΠϊϕʔ
γϣϯɾΤίγεςϜܗϓϩάϥϜʯͷۀࣄԽϓϩδΣ
ΫτΛਪਐ͢Δͱڞʹɺྩ̎ʹํಠཱߦ๏ਓ๏ͷ
վਖ਼Λड͚ɺϕϯνϟʔۀاͷग़ɾΛࢧԉ͍ͯ͠
͖·͢ɻ

ɹޙࠓ͕ظ͞ΕΔۀ࢈ʹ͓͍ͯɺதখۀاͷ
։ൃχʔζͱେֶͷڀݚγʔζΛ݁ͼ͚ͭɺKISTEC͕
Ͱ͢ɻʢ̑ۀࣄΔ͢ࢪಉͰ࣮ڞϝϯόʔʹՃΘͬͯ̏ऀڀݚ
ʣ࠾݅

ɹٕज़ࢦಋʹΑΓѲͨ͠ɺۀ࢈քʹڞ௨͢Δٕज़త՝
ͷղܾʹ͢ݙߩΔͨΊɺதظతͳࢹͰઃఆͨ͠ڀݚ
ςʔϚʹऔΓΈɺٕज़ࢧԉͷॆ࣮ΛਤΓ·͢ɻ

研究開発事業の概要

プロジェクト研究

事業化促進研究 経常研究
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研究開発 プロジェクト研究│戦略的研究シーズ育成事業

戦略シーズ 2020 採択テーマ

光操作に基づく
医療技術の創出
●研究代表者：佐藤　守俊　東京大学 教授

ɹҩༀͱͯ͠༻͍ΒΕΔࢠҨࢠɺࡉ๔ɺΠϧεɺ
͍ͬͨΜੜମͷதʹೖͬͯ͠·͏ͱɺͦͷಇ͖Λੜମͷ֎͔Β
ίϯτϩʔϧ͢Δͷ͕ۃΊͯࠔͰ͢ɻຊڀݚͰɺ༻ंʹ
औΓ͚ΒΕͨΞΫηϧϒϨʔΩͷΑ͏ʹɺੜମͷதʹೖͬ
ͨࢠҨࢠɺࡉ๔ɺΠϧεͷҩༀͷಇ͖ΛޫΛͬ
ͯࣗ༝ࣗ͢࡞ૢʹࡏΔͨΊͷɺҰൠੑɾ൚༻ੑͷٕ͍ߴज़Λ։
ൃ͍ͯ͠·͢ɻ͜ΕʹΑΓɺੜ໋ݱͷཧղΛڀݚૅج͢ࢦ
ͷݙߩɺޫরࣹʹΑΔֵ৽తͳҩྍٕज़ͷ࣮ݱΛͯ͠ࢦ

͍·͢ɻྩ2ɺήϊϜͷԘجྻΛޫͰૢ͢࡞Δٕज़
ήϊϜʹίʔυ͞ΕͨҨࢠͷൃݱΛޫͰૢ͢࡞Δٕज़Λ
։ൃ͠ɺϚεͷੜମʢJO WJWPʣͰͷ࣮ূΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ͜Ε
ΒͷՌɺถࠃՊֶΞΧσϛʔلཁʢPSPD� NBUM� ADBE� SDJ� 
USAʣͷ͞ࡌܝʹࢽࡍࠃΕ·ͨ͠ɻ·ͨɺޫૢٕ࡞ज़ͷ։ൃ
ʹؔ͢Δڀݚදऀͷ͜Ε·ͰͷڀݚՌʹରͯ͠ɺୈ��ճ

ʢ2020ʣҪ্ֶज़͕त༩͞Ε·ͨ͠ɻࡏݱɺੜମ৫ಁ
աੑͷ͍ߴͷޫͰͷίϯτϩʔϧΛՄʹ͢Δޫૢٕ࡞
ज़ͷ։ൃʹऔΓΜͰ͓Γɺྩ�ʹϚεͰͷ࣮ূΛ
༧ఆͰ͏ߦ ʢ͢ӈࣸਅɺ
ͷޫͰϚεͷޫ
ͷΠϝʔݧ࣮͏ߦΛ࡞ૢ
δʣɻ

戦略シーズ 2020 採択テーマ

貴金属フリー新規触媒
技術の開発
●研究代表者：砂田　祐輔　東京大学 准教授

ɹࡏݱͷՊֶٕज़ͰɺԽ߹ɾΤωϧΪʔ׆༻ͳͲͷଟ
͘ͷϓϩηεʹ͓͍ͯۚوଐ৮ഔ͕׆༻͞Ε͓ͯΓ·͢ɻ͔͠
͠ɺ͜ΕΒرগݯࢿͰ͋ΓߴՁͰ͋Δ͜ͱͳͲ͔Βɺۚوଐ
ϑϦʔͷ৮ഔٕज़ͷ։ൃ͕ٻΊΒΕ͓ͯΓ·͢ɻຊڀݚͰɺ
্ٿʹ๛ʹଘ͢ࡏΔͨΊ҆ՁͰೖखՄͳීวۚଐͷΈΛ
༻͍ͨಠࣗͷ৮ഔ߹ٕज़ʹཱ͠٭ɺۚوଐΛ༻͠ͳ͍৽ن
৮ഔٕज़ͷ։ൃʹΑΔɺۚوଐϑϦʔͳ࣭มɾԽ߹ɾ
ΤωϧΪʔ׆༻ٕज़ͷ։ൃΛ͍ߦ·͢ɻ
ɹྩ2ɺέΠૉݻܥମࡐྉͱීวۚଐΛΈ߹ΘͤΔ

͜ͱͰɺ҆ՁͰ߹ɾऔΓѻ͍͕༰қɺ͔ͭ܁Γฦ͠࠶༻
ՄͳۚوଐϑϦʔݻମ৮ഔΛ։ൃ͠·ͨ͠ɻ͜ͷ৮ഔɺ֤
छΞϧέϯͷώυϩγϦϧԽʹର͠ੑ׆͍ߴΛࣔ͢͜ͱΛݟग़
͠ɺ͜ͷٕज़ʹͮ͘͜جͱͰɺैདྷ๏ͰനۚΛओͱ͢Δۚو
ଐ৮ഔʹΑΓ͞Ε͍ͯͨɺγϥϯΧοϓϦϯάݪࡎྉɺ
γϦίʔϯΦΠϧɾΰϜͳͲͷ֤छγϦίʔϯݪྉɾͷو
ۚଐϑϦʔͰͷ߹๏Λ։ൃ ʢ͠ਤࢀরʣɺྩ�1݄ʹಛڐ
ग़ئΛྃ͠·ͨ͠ɻྩ�ɺ։ൃͨۚ͠وଐϑϦʔ৮
ഔʹΑΔγϦίʔϯ߹๏ͷ࣮༻Խʹ͚ͨԠ༻ల։Λͬߦ
͍ͯ͘ͱͱʹɺଞͷԽ߹๏ΤωϧΪʔ׆༻ٕज़ͷ։
ൃʹల։͠·͢ɻ

戦略シーズ 2020 採択テーマ

超高空間分解能を実現する
ナノカーボン光分析装置
●研究代表者：牧　英之　慶應義塾大学 教授

ɹΧʔϘϯφϊνϡʔϒάϥϑΣϯͱ͍ͬͨφϊΧʔϘϯࡐ
ྉΛ༻͍ͨޫݯɺখܕͰߴͳޫݯΛγϦίϯͳͲͷ͋
ΒΏΔνοϓ্ʹूੵԽͰ͖Δ͜ͱ͔Βɺैདྷͷిٿಋମ
Ͱ͖ͳ͍৽ͨͳੳஔΛ։ൃ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖ΔݱͰ࣮ݯޫ
ͱظ͞Ε͍ͯ· ʢ͢ਤ1ʣɻຊڀݚͰɺφϊΧʔϘϯࡐྉͷ
φϊߏʹ͠ɺैདྷٕज़Ͱ࣮ݱͰ͖ͳ͍ඍখͳޫݯΛ࣮
ΔͱͱʹɺޫੳͰͷۭؒղͷนΛଧͪഁΔɺશ͘͢ݱ
৽͍ۭؒ͠ߴղͷޫੳஔΛ։ൃ͠·͢ɻ͜Ε·Ͱʹɺ
ಋମΧʔϘϯφϊνϡʔϒബບ͔ΒͷΤϨΫτϩϧϛωοη
ϯεʢELʣΛར༻ͨ͠શ͘৽͍͠ݪཧʢτϦΦϯʣʹ ΑΔߴ
ൃޫૉࢠʢh +PVSOBM PG AQQMJFE PIZTJDTʱࡌܝʹࢽʣʢਤ2ʣɺ
γϦίϯج൘্ʹܗͨ͠ϦϯάڞৼثʹΑΓ֎ྖҬͰಈ࡞
͢Δޮߴɾڱઢ෯ΧʔϘϯφϊνϡʔϒൃޫૉࢠͷ࡞ʹ

ޭ͠·͠ ʢͨh ACS AQQMJFE NBOP .BUFSJBMT ɦࡌܝʹࢽʣʢਤ�ʣɻ
͜ͷΑ͏ͳશ͘৽͍͠ޫݯΛ༻͍ͯɺैདྷͷޫੳʹ͓͚Δۭ
ؒղͷนΛଧͪഁΔۭؒߴղͷશ͘৽͍͠ޫੳஔ
Λ։ൃ͠ɺԽֶɺཧɺࡐྉɺόΠΦɺҩྍྖҬͱ͍ͬͨ෯
͍Ͱར༻Մͳ৽͍͠ޫੳٕज़ͷߏஙΛ͠ࢦ·͢ɻ

ਤ1ɹφϊΧʔϘϯޫݯʹ
ΑΔۭؒߴղੳͷ
ུ֓

ਤ2ɹಋମΧʔϘϯφϊνϡʔϒΤϨΫτϩ
ϧϛωοηϯεʢELʣൃ ޫૉࢠ

ਤ �ɹγϦίϯνοϓ্ޮߴ
ɾڱઢ෯ΧʔϘϯφϊνϡʔ
ϒൃޫૉࢠ
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ɹຊڀݚͰɺߴՃՁ࣭Λࡉ๔ʹੜͤ͞࢈ΔʮεϚʔτ
ηϧۀ࢈ʯͷ࣮༻Խʹ͚ͨ։ൃΛਐΊ͍ͯ·͢ɻݱঢ়ɺεϚʔ
τηϧ࡞Ͱେͳͷࡉ๔ͷத͔Βత࣭ܗΛ༗͢Δࡉ๔
Λൃݟɾऔ͢Δ͜ͱ͕ͱͳ͍ͬͯ·͢ɻզʑɺϥϚϯ
ޫΛ༻͍ͨແඪࣝAIηϧιʔλʔΛ༻͍Δ͜ͱͰ͜ͷࠔ
Λࠀ͢Δ͜ͱΛ͍ͯ͠ࢦ·͢ɻ
ɹྩ2ɺલ·Ͱʹ։ൃΛ͖ͨͯͬߦແඪࣝAIη
ϧιʔλʔͷੑධՁٴͼੑࢦਐԽʹ͚ͨԠ༻ల։Λ͍ߦ
·ͨ͠ɻϚΠΫϩϏʔζΛ༻͍ͨແඪࣝAIηϧιʔλʔͷੑ
ධՁͰ�0�Λ͑Δਫ਼ͰͷऔΛ࣮͠ݱ·ͨ͠ɻࢦ

ɹͷ݂͕٧·ͬͯχϡʔϩϯ͕མ͢Δපؾʮ࠹ߎʯͰɺ
ӡಈػͷྩ࢘ౝͰ͋Δχϡʔϩϯ͕ࣗવ࣏༊ྗͰ࠶ੜम෮͠
ͳ͍ͨΊɺखͷຑᙺͳͲͷޙҨ͕Δ͜ͱ͕ଟ͘ɺऀױ
Ոͷ2OLΛஶ͘͠Լͤ͞Δࣾձͱͳ͍ͬͯ·͢ɻݱ
ঢ়ͷྍ࣏ༀͷޮྍ࣏Ռൃ͔Βؒ࣌���Ҏʹݶఆ͞Ε͓ͯΓɺ
֓Ͷൃ�͔ޙΒ1िؒޙͷѥ͔ͭظੑٸॏͷऀױʹର͠
๏։ൃ͕ͪ·Ε͍ͯ·͢ɻྍ࣏Ռͷ͋Δɺֵ৽తͳޮྍ࣏ͯ
ɹຊڀݚͰɺଛইͨ͠ͷજࡏత࠶ੜྗΛൃͤ͞شΔਓ
৵ऻ͘ߴ͕ੑ߹๔ʢεΩϟϑΥʔϧυʣͱͯ͠ɺੜମదࡉ
ੑͰ͋Δϖϓνυूࢠ߹ମΛ༻͍ɺ୯ճ༩ͨ͠ࡐྉ͔
Βޮྍ࣏ՌΛࣔ͢ػੑλϯύΫ࣭Λঃʑʹ์ग़ͤ͞Δ͜ͱͰɺ
ࡉ๔ͷճ෮Λ͠ࢦ·͢ɻ·ͨɺ࠹ߎϞσϧಈͷ࡞ͱ

ɹैདྷͱҟͳΔྔࢠͷݪཧʹΑΔػࢉܭͰ͋Δʮྔࢠίϯ
ϐϡʔλʯ(PPHMF.JDSPTPGUɺI#.ͳͲͷେۀاʹΑΓ
ܶతͳεϐʔυͰ։ൃ͕ਐΜͰ͍·͢ɻҰํɺྔࢠʢ҉߸ʣ௨৴
ྔݤࢠૹͱݺΕΔྔٕࢠज़Λ༻͍Εɺैདྷͷ҉߸ٕज़
Ͱ౸ୡͰ͖ͳ͍ใత҆શੑɺ͍Θશͳใ௨৴ηΩϡ
ϦςΟͷ࣮͕ݱՄͰ͋ΓɺάϩʔόϧΠϯλʔωοτͷ
Ճ͕͞Ε͍ͯ·͢ɻྔࢠ௨৴ʹΑͬͯɺΠϯλʔωοτΛ
ؚΉݹయ௨৴͚ͩͰͳ͘ɺྔࢠίϯϐϡʔλΛΫϥυԽ͢
Δࡍͷྔࢠঢ়ଶૹʹ͓͚Δ҆શੑ֬อͰ͖·͢ɻ

ੑਐԽʹ͚ͨԠ༻ͱͯ͠ɺࡉ๔ͷॏΠΦϯϏʔϜরࣹʹ
ΑΔँੜͷ࢈ग़ྔͷมԽΛແඪࣝAIηϧιʔλʔͰධ
Ձग़དྷΔ͜ͱΛࣔ͠·ͨ͠ɻ·ͨɺຊख๏ͷԠ༻ൣғͷ֦ுʹ
ଌ๏ܭɺRVBTJ�EVBM�DPNC CARS๏Λ༻͍ͨϥϚϯޫ͚
Λ৽ͨʹ։ൃ͠ɺACS PIPUPOJDTࡌܝʹࢽɺද࠾ʹࢴ͞Ε
·ͨ͠ɻདྷҎ߱ɺ͜ΕΒͷख๏Λ༥߹͠ɺੑࢦਐԽʹΑ
ΔߴՃՁࡉ๔ͷग़ΛਐΊΔ༧ఆͰ͢ɻ

ࡐྉͷ༩Λ͍ߦɺखͷຑᙺͷޮྍ࣏ՌΛධՁ͢Δख
๏։ൃ͍ͯ͠·͢ɻ
ɹྩ2ɺલʹ։ൃͨ͠Ξϛϊ͔ݸ�1ࢎΒͳΔࣗ
ྉʹҙͷλϯύΫ࣭Λ์ग़ͤ͞Δੑࡐ৫Խϖϓνυήϧݾ
࣭Λ৽ͨʹઃ͠ܭɺػੑλϯύΫ࣭Λਓࡉ๔͔ΒޮՌ
తʹ์ग़ͤ͞Δٕज़ͷ։ൃʹޭ͠·ͨ͠ɻ·ͨɺதେಈ຺
ԕҐ෦Λͨ͠࠹ߎϚε࠹ߎϞσϧʹ͓͍ͯɺൃ࠹ߎ�
ޙʹɺ݂ൽࡉ๔૿৩Ҽࢠʢ7E('ʣΛ์ग़͢Δࣗݾ৫Խ
ϖϓνυΛʹ୯ճ༩͢Δͱɺ༩�ޙͷาػߦ͕ݦ
ஶʹվળ͢Δ͜ͱΛݟग़͠·͠ ʢͨಛ2020���10ئ�ʣɻຊݚ
͔Βൃ࠹ߎՌɺڀ 1 िؒޙͷ
ѥ͔ͭظੑٸॏͷऀױʹରͯ͠ྍ࣏
ޮՌͷ͋Δ৽ྍ࣏ن๏ͷల։͕ظ
͞Ε·͢ɻ

ຊڀݚͰڑྔࢠ௨৴ωοτϫʔΫ։ൃΛతͱ͠ɺޫϑΝ
ΠόʔதΛૹΒΕΔޫྔࢠঢ়ଶΛ࣭ྔࢠঢ়ଶసૹɾ੍ޚɾ
อଘ͢Δྔٕࢠज़ʢ۩ମతʹɺྔࢠͭΕޫݯɺྔࢠϝϞϦɺ
มσόΠεɺप҆ఆԽٕज़ͱͦΕΒΛγʔϜϨεʹ
ͭͳ͙࿈ٕܞज़ɻਤࢀরʣΛڀݚ։ൃ͠ɺྔࢠίϯϐϡʔλɾ
ϝϞϦͳͲԕִྔࢠσόΠεͱͷ݁߹ٕज़ͱͭͳ͛·͢ɻ͜
ΕʹΑΓैདྷͷݹయ௨৴ͰୡͰ͖ͳ͍ηΩϡϦςΟࢉܭ
ɻ͢·͠ࢦ൫ٕज़ͷ࣮ΛجΔؔ͢ʹػ
ɹྩ2ͷՌɺྔࢠͭΕޫݯɺมٕज़ɺप

҆ఆԽٕज़Λ։ൃ͠౷߹͠
ͨ͜ͱʹΑΔڑޫϑΝΠ
όૹͷ࣮ূͰ͢ɻ·ͨ֬ఆ
γࢠɺ୯ҰޫػϝϞϦؒ࣌
ϯάϧγϣοτޫػ࣮
ূ͠·ͨ͠ɻ

戦略的研究シーズ 2019 採択テーマ

新産業創出に向けた
無標識 AIセルソーター
●研究代表者：合田　圭介　東京大学 教授

戦略的研究シーズ 2019 採択テーマ

脳梗塞治療のための
スキャフォールド材料
●研究代表者：味岡　逸樹　東京医科歯科大学 准教授

戦略的研究シーズ 2019 採択テーマ

セキュア量子基盤技術
の研究
●研究代表者：堀切　智之　横浜国立大学 准教授

RVBTJ�EVBM�DPNC CARS ๏ ʹ Α Δ
 ߴ  ߴ ײ  ϥ Ϛ ϯ  ޫ ๏ʢACS
PIPUPOJDTࢽͷΧόʔΞʔτʹ࠾ʣ

ແඪࣝAIηϧιʔλʔʹΑΔ
ϚΠΫϩϏʔζऔͷ༷ࢠ

˞ຊςʔϚɺྩ�ΑΓ༗γʔζల։ۀࣄʰࢠϖϓνυΛ༻͍ͨ࠹ߎͷ࠶ੜҩྍʱϓϩδΣΫτҠ͠ߦ·ͨ͠ɻ

多重化量⼦
メモリー

量子もつれ
光源

周波数安定化

量⼦
光波⻑
変換
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研究開発研究開発研究開発研究開発研究開発研究開発研究開発 プロジェクト研究│戦略的研究シーズ育成事業
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〉〉〉令和 2 年度の代表的な論文発表・受賞など
̍ɽS� CIFO T� .JZB[BLJ .� IUPI )� .BUTVNPUP :� .PSP�PLB .� TBOBLB :� .JZBIBSB T� SVHBOBNJ BOE A� .BUTVNPUP TFNQFSBUVSF�

SUBCMF #PSPOBUF (FM�#BTFE .JDSPOFFEMF TFDIOPMPHZ GPS SFMG�RFHVMBUFE IOTVMJO %FMJWFSZ� ACS AQQ� PPMZ� .BUFS� 2 2��1�2��0 2020�
̎ɽA� .BUTVNPUP FU BM )PMMPX 'JCFS�CPNCJOFE (MVDPTF�RFTQPOTJWF (FM TFDIOPMPHZ BT BO JO WJWP EMFDUSPOJDT�'SFF IOTVMJO %FMJWFSZ

SZTUFN� CPNNVO� #JPM� 2020 � ASUJDMF OVNCFS� �1��
̏ɽୈ��ճߴֶࢠձ࣍େձ  ࢥ ࡚ٶ  ҏ౻ ඒஐࢠ দຊ ༟ࢠ ॾԬ ༝ܡ ాத ༟ೋ ݪٶ  ੁ  দݩ ྄
̐ɽߴֶࢠձѴԽʢ2020ʣɹদݩɹ྄
̑ɽୈ�2ճߴࢠήϧڀݚ౼ձ ࡚ٶɺSJZVBO CIFOɺҏ౻ඒஐࢠɺদ྄ݩɺਡᖒҍ߳ɺݪٶ༟ೋɺদຊ༟ࢠɺۚҪࣿ߳ɺੁ

ਤɿઈ͑ؒͳ͘Λଊ͑ɺΠϯεϦϯޚ੍څڙͷʮࣄʯʹ ྭΉߴࢠήϧʢΠϝʔδʣ
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研究開発 プロジェクト研究│有望シーズ展開事業

有望シーズ展開事業 「貼るだけ人工膵臓」プロジェクト

จ෦ՊֶলҬΠϊϕʔγϣϯɾΤίγεςϜܗϓϩάϥϜ
ਆಸ ʮൃϔϧεέΞɾχϡʔϑϩϯςΟΞʯઌಋϓϩδΣΫτɹۀࣄԽϓϩδΣΫτ1

「貼るだけで自律型の次世代人工膵臓の開発」
●研究期間：平成 31 年 4 月～　　　　
●実施場所：ライフイノベーションセンター（LIC）
●プロジェクトリーダー：松元　亮（東京医科歯科大学）

1. 研究テーマ説明
ɹපͷྍ࣏ʹ͓͍ͯɺΠϯεϦϯྍ๏͕ॏཁͳҐஔΛ
Ί͍ͯ·͕͢ɺ༩ྔௐͷ͠ ʢ͞ظతͳ݂ཧɾ݂
ͷճආʣ͕͞ࡶͱͳ͍ͬͯ·͢ɻຊϓϩδΣΫτɺ
ͱϚΠΫϩߏػڅڙͷΠϯεϦϯܕήϧΛԠ༻ͨࣗ͠ࢠߴ
χʔυϧͷ৵ऻͳܦൽతༀࡎૹୡٕज़ͱΛ༥߹͢Δ͜ͱͰɺ
ΑΓਖ਼֬ʹɺऀױෛ୲Λ͑ɺ͔ͭࡁܦతͳΠϯεϦϯྍ๏Λ
·ᢄଁʯΛ։ൃ͍ͯ͠ਓੈ࣍ͷܕΔʮషΔ͚ͩͰࣗ͢ݱ࣮
͢ɻ͜ΕʹΑΓɺපͷΠϯεϦϯྍ๏ʹ͓͚ΔΞϯϝοτ
ϝσΟΧϧχʔζͷࠀΛ͠ࢦ·͢ɻ

2. 令和2年度進捗状況 
（1）　デバイスの小型化と週単位の持続性を確保するための材

料・構造改変
ɹσόΠεʹਵ͢ΔɺϦβʔόʔΞϓϦέʔλʔͷ։ൃΛ
͠·ͨ͠ɻ·ͨɺޫॏ߹ʹΑ࡞ɺͷϓϩτλΠϓΛ͍ߦ
Δ৽ن๏Λ։ൃ͠σόΠεͷޮΛ֨ஈʹ্ͤ͞Δ
͜ͱʹޭ͠·ͨ͠ɻ

（2）　力学的強度と吸水性を両立する新規添加材料の開発
ɹϚΠΫϩχʔυϧͷൽෘೖੑΛߴΊΔͨΊͷʮྗֶతಛੑ
ͷ্ʯͱɺൽෘணޙͷਝͳΠϯεϦϯ์ग़ಛੑͷճ෮Λ
ଅ ʮ͢ਫͷ্ʯͷཱ྆ࡐྉֶతʹࠔͳ՝Ͱ͕͢ɺ

͜ΕΛղܾ͢Δ৽نఴՃࡐྉΛ։ൃ͠ɺૂ͍௨Γ2ͭͷಛੑͷ
Λ֬ೝ͠·ͨ͠ɻ্

（3）　動物実験によるデバイスの評価
ɹϥοτΛ༻͍ͨಈ࣮ݧʹΑΓɺσόΠεͷಛੑධՁΛ͍ߦ
·ͨ͠ɻൽෘೖੑʹ͍ͭͯணྑޙʹൽෘʹݻఆ͞ΕΔ
໌ࣄೖ͕ফࣦ͠ൽෘ͕ճ෮͢ΔʹΛ֬ೝ͠ɺҎࣄ
Β͔ʹ͠·ͨ͠ɻ·ͨɺϦΞϧλΠϜͷ݂ଌఆ͕Մͳଌ
ఆγεςϜΛಋೖ͠ɺ݂ͷมಈͷਫ਼ີσʔλͷଌఆ
͕ՄͰ͋Δ͜ͱΛ֬ೝ͠·ͨ͠ɻޙࠓɺ͜ͷγεςϜΛར༻
ͯ͠σόΠεͷػධՁΛຊ֨తʹ࣮͍ͯ͘͠ࢪ༧ఆͰ͢ɻ

3. 令和2年度の研究成果
˙ϚΠΫϩχʔυϧͱϦβʔόʔɺΞϓϦέʔλʔΛΈ߹Θ

ͤͨσόΠε࡞ͱํ๏ͷվྑʹΑΔޮੑͷେ෯
վળ

˙ྗֶతڧͱٵਫੑΛཱ྆͢Δ৽نఴՃࡐྉͷ։ൃ
˙ϦΞϧλΠϜ݂ଌఆγεςϜͷಋೖʹΑΔσόΠεਫ਼ີධ

ՁγεςϜͷཱ֬
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〉〉〉令和 2 年度の代表的な論文発表
̍ɽT� KBHFZBNB A� NBONP L� :BO T� NJUUBNJ BOE +� 'VLVEB E⒎FDUT PG QMBUFMFU�SJDI QMBTNB PO JO WJUSP IBJS GPMMJDMF HFSN QSFQBSBUJPO GPS 

IBJS SFHFOFSBUJWF NFEJDJOF +PVSOBM PG #JPTDJFODF BOE #JPFOHJOFFSJOH 1�0 � ������1 2020
̎ɽT� KBHFZBNB :� CIVO BOE +� 'VLVEB )BJS GPMMJDMF HFSNT DPOUBJOJOH WBTDVMBS FOEPUIFMJBM DFMMT GPS IBJS SFHFOFSBUJWF NFEJDJOF SDJFOUJpD 

SFQPSUTɼ11 �2� 2021
̏ɽR� NBLBKJNB :� TBUF L� :BO T� KBHFZBNB BOE +� 'VLVEB INQBDU PG BEJQPTF�EFSJWFE TUFN DFMMT PO FOHJOFFSJOH IBJS GPMMJDMF HFSN�MJLF 

UJTTVF HSBGUT GPS IBJS SFHFOFSBUJWF NFEJDJOF +PVSOBM PG #JPTDJFODF BOE #JPFOHJOFFSJOH JO QSFTT 2021
〉〉〉令和 2 年度の代表的な受賞
̍ɽా३ೋ ԣཱࠃେֶɹ׆ڀݚಈʹؔ͢Δֶදজ
̎ɽా३ೋ C)E.INASྭ
̏ɽ݀הཧथԽֶֶձɹόΠΦ෦ձ༏लϙελʔ
̐ɽా३ೋ ୈ�ճόΠΦΠϯμετϦʔྭ
̑ɽೆໜ࠼՚ ୈ��ճຊਓֶثଁձେձɹ๖ժڀݚϙελʔ࠷༏ल

ਤ̍ɹໟ࠶ੜҩྍͷ֓೦ͱ՝

ਤ2ɹໟแपғͷࡉ๔ɾEC.
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研究開発 　プロジェクト研究│有望シーズ展開事業

有望シーズ展開事業 「再生毛髪の大量調製革新技術開発」プロジェクト

จ෦ՊֶলҬΠϊϕʔγϣϯɾΤίγεςϜܗϓϩάϥϜ
ਆಸ ʮൃϔϧεέΞɾχϡʔϑϩϯςΟΞʯઌಋϓϩδΣΫτɹۀࣄԽϓϩδΣΫτ2

「再生毛髪の大量調製革新技術の開発」
●研究期間：令和 2 年 4 月～
●実施場所：ライフイノベーションセンター（LIC）
●プロジェクトリーダー：福田　淳二（横浜国立大学）

1. 研究テーマ説明
ɹໟ࠶ੜҩྍɺैདྷͷ২ໟྍ࣏Ͱ͍͠ͱ͑ߟΒΕ
͍ͯ ʮͨໟͷ૯ຊͷ૿ՃʯΛՄͱ͢Δըظతͳྍ࣏๏
ͱͯ͠ੈքதͰظ͞Ε͍ͯ·͢ɻຊϓϩδΣΫτͰɺ
ໟ࠶ੜҩྍʹඞཁͳ�ͭͷٕज़ͷཱ֬ͱɺώτࡉ๔Λ༻
͍ͨ֓೦࣮ূͷୡͰɺໟ࠶ੜҩྍͷ࣮ݱΛ͠ࢦ·͢

ʢਤ1ʣɻ

2. 令和2年度進捗状況
（1）　毛包幹細胞の培養
ɹώτໟ͔ऀױΒ࠾औͨ͠ໟแ্ൽࡉװ๔ͱໟೕ಄ࡉ
๔ʹ͍ͭͯɺࣨڀݚಠࣗͷݩ࣍ࡾഓཆ๏ిܹؾഓཆ๏
Λ༻͍ͯࡉ๔ͷ૿৩͕Ͱ͖Δ͜ͱΛ֬ೝ͠·ͨ͠ɻಛʹɺ
ໟೕ಄ࡉ๔ʹ͓͍ͯɺฏ໘ഓཆͰݮʹܹٸগ͢Δໟ࠶
ੜ͕ɺզʑͷഓཆ๏Λ༻͍Δ͜ͱͰҰఆఔճ෮͢Δ͜
ͱ͕֬ೝ͞Ε·ͨ͠ɻ

（2）　毛包原基の大量調製
ɹໟแ࡞جݪ࣌ʹໟแपғڥͷߏʢࢷࡉװ๔
ଟ݂খ൘݂ᕶͳͲʣΛࠞ߹͢Δ͜ͱͰɺໟ࠶ੜ͕༗
ҙʹ্͢Δ͜ͱ͕Θ͔Γ·͠ ʢͨਤ2ʣɻ·ͨɺੜମ֎Ͱ
ໟΛ࠶ੜ͢Δഓཆํ๏ԕ৺ूੵʹΑΔໟแجݪͷ࡞
ํ๏ʢಛ2020�1��102ئʣͳͲͷ৽ٕنज़։ൃ͠·ͨ͠ɻ

3. 令和2年度の研究成果
˙ໟแࡉװ๔ͷ૿৩ഓཆٕज़Λώτໟऀױͷࡉ๔Ͱద

༻͠ɺҰఆͷ༗ޮੑΛ֬ೝ
˙ໟแجݪͷେྔௐ࣌ʹ༻͍Δࡉ๔छࡉ๔֎ϚτϦΫ

εΛ࠷దԽ͠ɺൃໟޮΛ্͢Δ͜ͱʹޭ
˙ໟ࠶ੜٕज़ʹؔͯ͠ಛڐΛ�݅ग़ئʢࠃ�݅ʣɺδϟʔ

φϧͷจ݅�ࡌܝ
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有望シーズ展開事業

「革新的高信頼性セラミックス創製」
ϓϩδΣΫτ
●研究期間：平成 29 年 4 月～
●実施場所：KISTEC 海老名本部 5 階
●プロジェクトリーダー：多々見　純一（横浜国立大学）

1. 研究テーマ説明
ɹૉࣾձͷ࣮ݱʹେ͖͘͢ݙߩΔֵ৽తͳߴ৴པੑΤίϚ
ςϦΞϧͷٴͼͦͷࣾձ࣮Λͨ͠ࢦԠ༻ల։Λ͜͏ߦ
ͱΛతͱ͠ɺ۩ମతʹɼʢ1ߴʣ ྉͷ։ࡐ৴པੑߴੑɾػ
ʢൃಁ໌ޫܬηϥϛοΫεόϧΫମʣͱʢ2ʣࡐྉͷߴ৴པੑԽͷ

ͨΊͷධՁ๏։ ʢൃϚΠΫϩΧϯνϨόʔޫ�ݧࢼίώʔϨϯ
ετϞάϥϑΟʔ؍ʣΛ͍ͯͬߦ·͢ɻ

2. 令和2年度進捗状況 
（1）高機能性・高信頼性材料の開発
ɹޫܬମཻࢠ໌ಁܕࢄSJAMONηϥϛοΫεͷߴ࣭Խͷͨ
ΊͷԹম݁ʹΑΔີߴԽͱɺ৭ޫܬମ༻ͷϚτϦοΫε
෦ࡐͷ։ൃਐΊ͍ͯ·͢ɻਤ1ɺߴग़ྗ੨৭Ϩʔβʔྭى
ʹΑΔ։ൃͷൃޫͷ༷ࢠͰ͢ɻࢼྉɺԫ৭ޫܬମͷCB�Ћ
SJAMONɿEV2ʴͰ͢ɻ၆ᛌਤͰޫܬମࣗͷൃޫ৭ʢԫ৭ʣɺ
ഁઢ෦ͷ֦େਤͰϑΟϧλʔΛೖΕ͍ͯͳ͍ͷͰྭޫىͷ੨

৭͕߹Θͬͯ͞ۃΊ͍ͯڧന৭ޫ͕͑ݟ·͢ɻൃޫؒ࣌Ͱ
มԽͤͣɺ࣮༻Խʹ͚ͯେ͖ͳલਐ͕Ͱ͖·ͨ͠ɻ

（2）材料の高信頼性化のための評価法開発
ɹϝιεέʔϧഁյಛੑධՁ๏ࡍࠃඪ४ԽΛͯ͠ࢦɺద༻
ͷఏҊΛਐΊ͍ͯ·͢ɻޫίώʔؔػলிɾྉͷ֦ுؔࡐ
ϨϯετϞάϥϑΟʔʢOCTʣ؍Ͱɺޫֶతෆߏ࣭ۉͷ
ۭؒతͳͷՄࢹԽͳͲɺղੳٕज़ͷߴԽΛୡ͠·ͨ͠ɻ

3. 令和2年度の研究成果
ʮ̇Թ៛ີԽʯʹ ΑΔߏͷφϊεέʔϧԽͱܽؕͷߴͳഉ
আΛคମϓϩηεͷਫ਼៛ͳ੍ޚʹΑΓ࣮͠ݱɺޫֶಛੑͱ
తಛੑʹ༏Ε༷ͨʑͳߏ͔ΒͳΔSJAMONηϥϛοΫεΛ
։ൃͨ͠ɻ

˙ϝιεέʔϧഁյಛੑධՁ๏ࡍࠃඪ४ԽΛͨ͠ࢦऔΓ
ΈɺOCTܗମম݁ମͷ෦ߏੑ࣭ۉͷՄࢹԽͳͲ
ղੳٕज़ͷߴԽΛୡ͠·ͨ͠ɻ

˞ຊϓϩδΣΫτͷڀݚՌɺྩ�ΑΓػցɾࡐྉٕज़෦ɺ࡚ٕज़ࢧԉ෦Ͱల։͞Ε͍ͯ·͢ɻ

〉〉〉令和 2 年度の代表的な論文発表・受賞など
1ɽE� TBLBIBTIJ T� TBLBIBTIJ +� TBUBNJ CFSBNJDT IOUFSOBUJPOBM ��ʢ�ʣ �01���01� ʢ2021ʣ
2ɽT� TBLBIBTIJ +PVSOBM PG UIF CFSBNJDT SPDJFUZ PG +BQBO 12�ʢ10ʣ ������� ʢ2020ʣ
�ɽ+� TBUBNJ :� INPUP T� :BIBHJ T� TBLBIBTIJ .� IJKJNB +PVSOBM PG UIF EVSPQFBO CFSBNJD SPDJFUZ �0ʢ�ʣ 2����2��1 ʢ2020ʣ
�ɽڮߴ࣮ɼଟʑݟ७Ұɼคମ͓Αͼคۚɼ��ʢ11ʣɼ�1���20 ʢ2020ʣ
�ɽڮߴ࣮ɼଟʑݟ७ҰɼηϥϛοΫεɼ��ʢ1ʣɼ��10 ʢ2021ʣ

ਤ1ɹ։ൃͨ͠CB�Ћ SJAMONɿEV2ʴͷߴग़ྗ੨৭ϨʔβʔྭىʹΑΔൃޫͷ༷ࢠɻ
ɹɹçʢBʣ၆ᛌਤɺʢCʣഁ ઢ෦ͷ֦େਤ
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研究開発 プロジェクト研究│有望シーズ展開事業
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〉〉〉令和 2 年度の代表的な論文発表・受賞など
1ɽ.JZBVDIJ E KJN S�8 SVEB 8 KBXBTVNJ . OOBXB S TBHVDIJ�AUBSBTIJ N .PSJUB . TBZMPS T% )BUUPSJ . OIOP )� (VU NJDSPCFT BDU JO DPODFSU UP 

FYBDFSCBUF JOqBNNBUJPO JO TQJOBM DPSET� Nature ���ɿ102�10� 2020 
2ɽSIJNPLBXB C KBUP T TBLFVDIJ T OITIJNB N 'VSVLJ T OIUTV : SV[VF K INBJ T OCJ S OMJB A I[VNJ T SBLVSBJ . ASBLBXB ) OIOP ) )JTBFEB )� 

C%�ʴ SFHVMBUPSZ T DFMMT BSF DSJUJDBM JO QSFWFOUJPO PG BVUPJNNVOF�NFEJBUFE EJBCFUFT� Nat Commun� 11ɿ1�22 2020� 
�ɽSBUPI�TBLBZBNB N KBUP T .PUPNVSB : KBHFZBN T TBHVDIJ�AUBSBTIJ N KJOPTIJUB�%BJUPLV K %VSPEB E %J SBOUP +P .JNVSP ) .PSP K OIOP )� 

#BDUFSJB�IOEVDFE (SPVQ 2 IOOBUF LZNQIPJE CFMMT JO UIF SUPNBDI PSPWJEF INNVOF PSPUFDUJPO UISPVHI IOEVDUJPO PG IHA� Immunity �2ɿ������� 2020� 
�ɽOHBXB : .JZPTIJ C OCBOB N :BKJNB K )PUUB�)JSBTIJNB N ILLZV A KBOOP S SPHB T �'VLVEB S �:BOBHJTBXB .� (VU NJDSPCJPUB EFQMFUJPO CZ

DISPOJD BOUJCJPUJD USFBUNFOU BMUFST UIF TMFFQ�XBLF BSDIJUFDUVSF BOE TMFFQ EE( QPXFS TQFDUSB JO NJDF� Sci. Rep. 10ɿ 1���� 2020�
�ɽNBHBP�KJUBNPUP ) LFTMJF +L KJUBNPUP S +JO C TIPNTTPO KA (JMMJMMBOE .( �SE KV⒎B P (PUP : +FOR RR ITIJJ C )JSBZBNB A SFFLBU[ A. .BSUFOT 

EC EBUPO KA KBP +: 'VLVEB S )JHHJOT P%R KBSMTTPO N( :PVOH 7# KBNBEB N� IOUFSMFVLJO�22�NFEJBUFE IPTU HMZDPTZMBUJPO QSFWFOUT CMPTUSJEJPJEFT 
EJ⒏DJMF JOGFDUJPO CZ NPEVMBUJOH UIF NFUBCPMJD BDUJWJUZ PG UIF HVU NJDSPCJPUB� Nat. Med. 2�ɿ �0���1� 2020�

�ɽCBCBMMFSP�'MPSFT ( PJDLBSE +. 'VLVEB S IOPIBSB N NÙÑF[ (� AO EOUFSJD PBUIPHFO SVCWFSUT CPMPOJ[BUJPO RFTJTUBODF CZ EWBEJOH CPNQFUJUJPO GPS
ANJOP ADJET JO UIF (VU� Cell Host Microbe. 2�ɿ �2����� 2020�

ਤ � ഓཆੑەࡉΛؚΉەࡉͷ୯ɾ
ഓཆํ๏ʢޚ੍ڥάϧʔϓʣ
ώτͷศ͔Βͷەࡉͷ୯ํ๏ʢࠨਤʣ͓ Α
ͼഓཆੑەࡉͷͨΊͷ৽نەࡉഓཆ
ஔʢӈਤʣ
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研究開発 プロジェクト研究│有望シーズ展開事業

有望シーズ展開事業

「腸内細菌叢」ϓϩδΣΫτ
●研究期間：平成 29 年 4 月～
●実施場所：【解析ツール開発 G】かながわサイエンスパーク　東棟 3 階　
　　　　　　【腸内環境制御 G】川崎生命科学・環境研究センター（LiSE）4 階　
●プロジェクトリーダー／解析ツール開発グループリーダー：大野　博司（理化学研究所）
●腸内環境制御グループリーダー：福田　真嗣（慶應義塾大学）

1. 研究テーマ説明
ɹەࡉΛؚΉڥશମͷཚΕ͕ɺؔ࿈࣬ױͷΈͳΒͣɺ
පͳͲͷੜ׆श׳පΞϨϧΪʔͳͲͷશੑ࣬ױʹ͕ܨΔ͜
ͱ͕ใ͞ࠂΕ͍ͯ·͢ɻຊϓϩδΣΫτͰɺڥͷมԽʹؔ͠ɺ
॓ओʵەࡉؒ૬࡞ޓ༻ͷৄࡉΛ໌Β͔ʹ͢ΔࣄͰɺڥͷ
దͳ੍ױ࣬ͮ͘جʹޚͷ༧ɾྍ࣏๏ͷཱ֬Λ͠ࢦ·͢ɻղੳπʔ
ϧ։ൃάϧʔϓͰɺώτͷྟচσʔλɺϝλήϊϜղੳɺϝλϘϩʔ
ϜղੳɺٴͼɺώτͷҨݱൃࢠղੳΛ͍ߦɺͦΕΒͷσʔλΛԣஅ
తʹղੳ͢Δ͜ͱʹΑΓɺەࡉͱੜ׆श׳පൃͷ૬ؔޓΛ
໌Β͔ʹ͢Δ͜ͱΛతͱͯ͠ڀݚΛਐΊ·ͨ͠ɻޚ੍ڥάϧʔ
ϓͰɺഓཆੑەࡉΛؚΉەࡉΛ҆ఆతʹ୯ɾഓཆ͢Δ
ํ๏Λߏங͠ɺඪతͱ͢ΔەࡉͷಛੑΛཧղ͠ɺࣗࡏʹૢΔͨΊ
ͷπʔϧ։ൃΛ͍ͯͬߦ·͢ɻ

2. 令和2年度進捗状況 
˙ղੳπʔϧ։ൃάϧʔϓͰɺ৯ࣄɾӫཆઁऔঢ়گɺମ׆ಈྔɾ

ΤωϧΪʔফඅྔͳͲͷੜ׆श׳σʔλɺԌੑαΠτΧΠϯΛؚ
Ίͨྟচσʔλɺەࡉͷ1�SղੳɾϝλήϊϜղੳɺਫ༹
ੑੑ༹ࢷͷϝλϘϩʔϜղੳɺCA(Eख๏Λ༻͍ͨҨݱൃࢠ
ղੳΛ͏ߦͱͱʹɺ͜ΕΒͷσʔλΛ౷߹తɾแׅతʹղੳ͢Δ
ͨΊͷσʔλϕʔεԽΛਤΓɺ৽͍͠ղੳπʔϧΛϞδϡʔϧͨ͠
ղੳιϑτΤΞͷ։ൃʹऔΓΜͰ͍·͢ɻྩ2Լهͷ
ʹ͍ͭͯॏతʹڀݚΛਐΊ·ͨ͠ɻ

ɹ1ɽศͷϝλήϊϜσʔλͷ࣮ݧɺղੳΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ
ɹ2ɽCA(Eख๏Λ༻͍ͨP#.Cʢধ݂୯֩ࡉ๔ʣͷҨݱൃࢠղੳ

Λ͍ߦ·ͨ͠ɻ
ɹ�ɽ౷߹σʔλϕʔεͷσʔλొͱࢀরπʔϧͷ։ൃΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ
ɹ�ɽϚε࣮ݧΛ͍ߦەࡉͷΠϯεϦϯੑ߅ͷӨڹΛௐ

·ͨ͠ɻ
˙ޚ੍ڥάϧʔϓͰɺഓཆੑەࡉΛؚΉەࡉͷ୯

ഓཆํ๏ͷߏஙٴͼجޚ੍ڥ൫ٕज़ߏஙʹ͚ͨπʔϧ

ͷ։ൃΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ
ɹ1ɽੑؾݏνϟϯόʔΛ༻͍ͯجەࡉ४גͷ҆ఆతͳഓཆํ๏

Λཱ֬͠·ͨ͠ɻ
ɹ2ɽ༗༻ੑ͕ظ͞ΕΔώτ༝དྷەࡉͷ୯ɾഓཆΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ
ɹ�ɽಠࣗʹߏஙͨ͠ەࡉഓཆஔʢਤࢀরʣͱैདྷͷഓཆํ๏ͷ

ൺֱɾݕ౼ͷͨΊʹɺώτ༝དྷەࡉͷഓཆΛ࣮͠ࢪ·ͨ͠ɻ
ɹ�ɽඪతەࡉΛޮΑ͘୯͢ΔͨΊͷπʔϧ։ൃʹऔΓΈɺಠ

ࣗͷ߅ମ࡞ํ๏ʹΑΓ͍ߴಛҟੑΛ߅ͭ࣋ମͷ࡞Λ͍ߦ·
ͨ͠ɻ

3. 令和2年度の研究成果
˙ศͷϝλήϊϜσʔλͷऔಘ͕ྃ͠·ͨ͠ɻ
˙CA(Eख๏Λ༻͍ͨP#.CͷҨݱൃࢠղੳʹΑΓɺΠϯεϦϯ

ੑ߅ͱ༗ҙͳ૬͕ؔݟΒΕͨҨࢠಛʹԌʹؔΘΔҨࢠ
Ͱ͋Δ͜ͱ͕Θ͔Γ·ͨ͠ɻ

˙౷߹σʔλϕʔεʹඃऀݧຖͷσʔλΛऔΓग़ͤΔΑ͏σʔλϚʔ
τػΛ࣮͠·ͨ͠ɻ

˙౷߹ղੳʹΑΓಉఆͨ͠ΠϯεϦϯੑ߅ͱؔ࿈͢Δ͍͔ͭ͘ͷ
ەࡉʹ͍ͭͯɺϚεϞσϧͷەࡉ༩ʹΑΓΠϯεϦϯ
ੑ߅ͷѱԽɺ͘͠ɺΠϯεϦϯײडੑͷ૿ՃͷޮՌ͕͋Δ͜
ͱΛূ໌͠·ͨ͠ɻ

˙৽ͨʹߏஙͨ͠ഓཆํ๏Λ༻͍ɺ2ͭͷجەࡉ४גͷ҆ఆഓཆ
ํ๏Λཱ֬͠·ͨ͠ɻ

˙ώτͷศ͔Β৽ͨʹ�छྨͷەࡉΛ୯͠ɺഓཆ͢Δํ๏Λ֬
ཱ͠·ͨ͠ɻ

˙৽نەࡉഓཆஔͰώτ༝དྷەࡉΛഓཆ͢Δ͜ͱͰɺै
དྷ๏Ͱഓཆ͢Δ͜ͱ͕͔ͬͨ͠ෳछͷഓཆੑەࡉΛ૿
͢͜ͱʹޭ͠·ͨ͠ɻ

˙ඪతەࡉʹର͍ͯ͠ߴಛҟੑΛ߅ͭ࣋ମΛ࡞͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖
·ͨ͠ɻ

˞ޚ੍ڥ(ɺྩ�ΑΓ࣮༻Խ࣮ূۀࣄʮڥσβΠϯάϧʔϓʯҠ͠ߦ·ͨ͠ɻ
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有望シーズ展開事業

「次世代機能性酸化物材料」ϓϩδΣΫτ
●研究期間：平成 31 年 4 月～
●実施場所：東京工業大学すずかけ台キャンパス J3 棟 513 号室
●プロジェクトリーダー：東　正樹（東京工業大学）

1. 研究テーマ説明
ɹશͯͷϞϊ͕Πϯλʔωοτʹͭͳ͕ΔIPTࣾձͷ࣮͚ͯʹݱɺిࢠσόΠεͷ
ফඅిྗͷݮɺڥෛՙͷখ͍͞ࡐྉͷ։ൃ͕ٻΊΒΕ͍ͯ·͢ɻྫ͑10ᶲ
ͷమͷɺԹ͕1ˆ্͕Δ͝ͱʹ1�2ЖNͷுΛ͜͠ى·͢ɻখܕɾີߴ
Խ͕ਐΉࡏݱͷLSIͷઢ10ONΦʔμʔͰ͋Γɺுͷ੍ޚͳ͠ʹਫ਼Λอ
ͭ͜ͱ͕Ͱ͖·ͤΜɻ
ຊϓϩδΣΫτͰɺ͜͏ͨ͠ΈΛٵऩ͢Δʮෛʯுࡐྉͷ΄͔ɺফඅిྗ
ෆੑൃشϝϞϦࡐྉʹͭͳ͕Δڧੑ࣓ڧ༠ిମɺ෩ৼಈ͔ΒిؾΤωϧΪʔΛੜ
ΉѹిൃిͷͨΊͷඇԖѹిମͳͲͷɺֵ৽తͳڥௐػੑࡐྉʹؔ͢Δٕज़త
γʔζΛ͞Βʹൃల͍͖ͤͯ͞·͢ɻதͰෛுࡐྉʹ͍ͭͯɺۀاͱͷ࿈ܞ
ʹΑΓ҆ఆͳࡐྉͷ͕څڙͰ͖Δମ੍Λ͑ɺۀ࢈ԽͷาΈΛ࢝Ί͍ͯ·͢ɻ

2. 令和2年度進捗状況 
ɹզʑ͕։ൃͨ͠ෛுࡐྉ#JNJ0���'F0�1�O�ɺطଘࡐྉͷ�ഒͷ�1��QQN�
Kͱ͍͏ઢுΛͪ࣋ɺΘ͔ͣ1�ମੵ�ͷఴՃͰΤϙΩγथࢷͷுΛ૬
ѹ͕ඞཁͳͨΊɺߴྉͰ͕͢ɺ߹ʹਓμΠϠϞϯυಉ༷ͷࡐͰ͖Δֵ৽తͳࡴ
ٕज़ҠసݚྉٕࡐྉϝʔΧʔͰ͋ΔຊࡐΜͰͨ͠ɻϑΝϒϨεͷͤ·͍ͯ͠ٴී
Λ͜͏ߦͱͰɺ۩༻μΠϠϞϯυͷϝʔΧʔͰͷख๏Λཱ֬͠ɺࡢ͔
Βαϯϓϧग़ՙΛ࢝Ί͍ͯ·͢ɻࠓͦΕ·Ͱͪ͜Β͔Βఏ͍ͨͯ͠ڙલۦମͷ
֎։࢝͠·ͨ͠ɻ·ͨɺ৽͍͠ෛுࡐྉͷ։ൃؔ࿈Խ߹ͷڀݚਐలத
Ͱɺ�ใͷจൃදΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ
ɹ#J'F0��CP0�1O� ɺిྗΛফඅ͢Δ࣓Λ༻͍ͣɺిҹՃʹΑ࣓ͬͯԽΛస
Ͱ͖Δ͜ͱ͔Βɺফඅిྗ࣓ؾϝϞϦࡐྉͱͯ͠ظ͍ͯ͠·͢ɻࠓɺཅ
�ԽΞϧϛഩΛϚεΫͱͯ͠༻͍ͨϨʔβʔΞϒϨʔγϣϯ๏ʹΑͬͯɺ�0(CJUࢎۃ
JODI2ʹ૬͢Δɺ�0ܘONͷφϊυοτԽʹޭ͠·ͨ͠ɻ͞ΒʹɺѹిԠݦ
ඍڸʢP'.ʣɺ࣓ݦྗؾඍڸʢ.'.ʣ؍ʹΑͬͯɺిؾۃɺ࣓Խڞʹγϯάϧυϝ
Πϯʹͳ͍ͬͯΔ͜ͱΛ֬ೝ͠·͠ ʢͨਤ1ʣɻ࣓ؾϝϞϦσόΠεԽʹ͚ͨɺେ͖
ͳҰาͰ͢ɻ

3. 令和2年度の研究成果
˙#JIOO�ͰϖϩϒεΧΠτߏͷAαΠτΛΊΔ#J͕ɺ#J;O1�2TJ1�2O�Ͱ#

αΠτΛΊΔ;O1�2TJ1�2 ͕ͦΕͧΕมҐ͢Δ͜ͱͰɺిؾݱ͕ۃΕ·͢ɻ͜
ΕΒͷ༹ݻମͰɺۃͷ͕ݯىঃʑʹAαΠτ͔Β#αΠτʹҠΓมΘ͍͖ͬͯɺ
ͦΕʹΑͬͯෛுΛࣔ͢ԹҬ͕Լ͢Δ͜ͱΛ͍ͩ͠ݟ·ͨ͠ɻ͜ͷՌ
ΞϝϦΧԽֶձͷCIFNJTUSZ PG .BUFSJBMTʢΠϯύΫτϑΝΫλʔ�����ʣʹ ɺࡌܝ
SVQQMFNFOUBSZ CPWFSʹબग़͞Ε·ͨ͠ɻ

˙ԖܥѹిମPC;S1�┼TJ┼O�ʢP;Tʣɺਖ਼ํথ૬ͱඛ໘ମথ૬ͷؒͷ૬ڥքۙʹ୯
ࣼ૬͕ଘ͠ࡏɺͦ͜Ͱిؾۃͷํ͕֎ʹΑͬͯมԽʢճసʣͰ͖ΔͨΊʹྑ
�ΒΕ͍ͯ·͢ɻਖ਼ํথͷNB1�2#J1�27O͑ߟͳѹిԠΛࣔ͢ͱ ͱඛ໘ମথͷ
NB1�2#J1�2TJO� ͷɺ2छྨͷඇԖԽ߹ͷ༹ݻମʹ͓͍ͯɺ͜ͷۃճసΛࣔ͢
୯ࣼথ૬Λ࣮͠ݱɺѹిԠΛ্ͤ͞Δ͜ͱʹޭ͠·͠ ʢͨਤ2ʣɻ͜ͷՌ
ACS AQQMJFE .BUFSJBMT BOE IOUFSGBDFTʹ͞ࡌܝΕ·ͨ͠ɻ

〉〉〉令和 2 年度の代表的な論文発表・受賞など
1ɽTakumi Nishikubo :VLJ SBLBJ .BTBLJ A[VNBଞ1�໊ɺlPPMBSJ[BUJPO� BOE SUSBJO�.FEJBUFE CPOUSPM PG NFHBUJWF TIFSNBM EYQBOTJPO BOE 

'FSSPFMBTUJDJUZ JO #JIOO�r#J;O1�2TJ1�2O�z CIFN� .BUFS� 141ʢ2020ʣQVCMJTIFE POMJOF�
2ɽZhao Pan :VLJ SBLBJ .BTBLJ A[VNBଞ11໊ɺlPPMBSJ[BUJPO RPUBUJPO BU .PSQIPUSPQJD PIBTF #PVOEBSZ JO NFX LFBE�'SFF NB1�2#J1�271r

┼TJ┼O� PJF[PDFSBNJDTz ACS AQQMJFE .BUFSJBMT BOE IOUFSGBDFT 1� �20�r�21� ʢ2021ʣ�
�ɽ౦ɹਖ਼थɺԬɹޗݚɺࢁຊɹໞɺञҪ༤थɹڊେෛுͷڀݚɺคମคۚڠձɹୈ��ճڀݚਐา

ਤ 1ɿ#J'F0��CP0�1O� φ ϊ υ ο τ ͷ ໘  P'.
ʢBCɿҹࣝۃผํʣͱ໘֎P'. ʢ૾Dʣɻશ
ͯͷํͰυοτʹίϯτϥετͷస͕ͳ͍
͜ͱ͔ΒɺγϯάϧυϝΠϯʹͳ͍ͬͯΔ͜ͱ͕
Θ͔ΔɻʢEʣ.'.૾ɻઢυοτͷ֎ܘΛද
͍ͯ͠Δɻԣ͖ͷ୯࣓۠ߏʹͳ͍ͬͯΔ͜ͱ
͕Θ͔Δɻ

ਤ 2ɿNB1�2#J1�271r┼TJ┼O�ʢY�0��0 0���
0���ʣͷۃώεςϨγεϧʔϓʢB�Dʣͱɺѹిఆ
ʢE��ʣͷґଘ ʢੑEʣɻԼਤۃճసʹΑΔ
ѹిಛੑ૿ڧͷΠϝʔδɻ

1�

ݚ
ڀ
։
ൃ

研究開発 プロジェクト研究│有望シーズ展開事業
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〉〉〉令和 2 年度の代表的な論文発表・受賞など
1ɽT� :BNBEB )� SVHJVSB )� .JNVSB K� KBNJZB T� OTBLJ BOE S� TBLFVDIJɿ)JHIMZ TFOTJUJWF WPD EFUFDUPST VTJOH JOTFDU PMGBDUPSZ SFDFQUPST 

SFDPOTUJUVUFE JOUP MJQJE CJMBZFST SDJFODF AEWBODFT 7PM� � FBCE201� 2021�
2ɽ:� IUP T� OTBLJ K� KBNJZB T� :BNBEB N� .JLJ BOE S� TBLFVDIJɿ RBQJE BOE SFTJMJFOU EFUFDUJPO PG UPYJO QPSF GPSNBUJPO VTJOH B MJQJE 

CJMBZFS BSSBZ SNBMM  7PM� 1� 200���0 2020�
�ɽN� .JTBXB S� 'VKJJ K� KBNJZB T� OTBLJ BOE S� TBLFVDIJɿ E⒏DJFOU MJQJE CJMBZFS GPSNBUJPO CZ EJQQJOH MJQJE�MPBEFE NJDSPQFSGPSBUFE TIFFU 

JO BRVFPVT TPMVUJPO .JDSPNBDIJOFT 7PM� 12 �� 2021�
�ɽK� KBNJZB T� OTBLJ BOE S� TBLFVDIJɿ'PSNBUJPO PG OBOP�TJ[FE MJQJE WFTJDMFT XJUI BTZNNFUSJD MJQJE DPNQPOFOUT VTJOH B QVMTFE�KFU qPX 

NFUIPE SFOTPST BOE ADUVBUPST # 7PM� �2� 12��1� 2021�

ʢAʣࠛᄿ֮ड༰ମΛ༻
͍͍ͨηϯαɻӷణఈ໘
ʹஔͨ͠ϚΠΫϩεϦο
τʹ͍Λ௨͢͜ͱͰɺӷ
ణதʹ͍Λ༹ղͤ͞ײߴ
ʹݕ͢Δ͜ͱʹޭ͠
ͨɻ

ʢ#ʣฒྻԽσόΠεɻ
ηϯαૉࢠͰ͋Δਓ
߅๔ບʹྻࡉ
ΛՃ͑Δ͜ͱͰɺෳ
ͷηϯαૉࢠͷ৴
߸Λ 1 ͷݕग़ثͰ
Ͱ͖Δɻه

1�

ݚ
ڀ
։
ൃ

研究開発 プロジェクト研究│実用化実証事業

実用化実証事業

「人工細胞膜システム」άϧʔϓ
●研究期間：平成 25 年 4 月～　　　　
●実施場所：かながわサイエンスパーク　東棟 3 階
●グループリーダー：竹内　昌治（東京大学大学院）

1. 研究テーマ説明
ɹࡉ๔ບɺࡉ๔ࡉ๔খثΛͮ͘ܗΔେͳߏཁૉͰ
͋Γɺࡉ๔֎Ͱͷ࣭༌ૹใୡʹॏཁͳׂΛՌͨ͠
͍ͯ·͢ɻͦͷػෆશ༷ʑͳ࣬ױʹൃల͢ΔͨΊɺༀࡎͷ
ॏཁͳඪతͱͯ͑͠ߟΒΕ͍ͯ·͢ɻҰํͰۙɺࡉ๔ບͷ༏
ΕͨԽֶ࣭ݕػʹண͠ɺͦͷػΛར༻͢ΔόΠΦη
ϯαͷڀݚʹ͕ू·͍ͬͯ·͢ɻຊάϧʔϓͰকདྷͷ৽
ༀ։ൃͷՃͱපҼ໌ڀʹཱٕͭज़ΛੜΈग़͘͢ɺࡉ๔ບ
ʹଘ͢ࡏΔບλϯύΫ࣭ͷػΛैདྷͷख๏ΑΓߴɾਫ਼ີ
ʹղੳͰ͖ΔϚΠΫϩνοϓͷ࣮༻ԽʹऔΓΜͰ͍·͢ɻ͞
ΒʹບλϯύΫ࣭ͷػΛଌΔ͚ͩͰͳ͘ɺບλϯύΫ࣭ػ
Λར༻͢Δࡉ๔ບηϯαͷڀݚɾ։ൃΛਐΊ͍ͯ·͢ɻ

2. 令和2年度進捗状況 
ɹྩ2ɺ͜Ε·ͰڀݚΛਐΊ͖ͯͨΠΦϯνϟωϧʢບ
λϯύΫ࣭ʣʹ ର͢ΔༀεΫϦʔχϯάγεςϜʹ͍ͭͯɺ
Պֶٕज़ৼߏػڵ େֶൃ৽ۀ࢈ग़ϓϩάϥϜʢ+ST STARTʣ
ͷԼɺԽ߹εΫϦʔχϯάͷ࣮ূ࣮ݧΛ௨ͯ͠ۀࣄԽͷͨΊ
ͷ࣮༻Խڀݚ։ൃΛ࣮͠ࢪ·ͨ͠ɻҰํͰɺਓࡉ๔ບͷηϯ
αԠ༻ʹؔ͢ΔڀݚͰɺۭؾதʹඬ͏͍࣭ΛޮΑ͘ݕ
ग़͢ΔͨΊͷٕज़Λ։ൃ͠ɺ͜ͷٕज़Λ༻͍͍ͨηϯαʹΑͬ
ग़͢Δ͜ͱʹޭ͠·ͨ͠ɻຊݕʹײߴதͷँΛؾݺͯ
ՌɺถࠃՊֶৼڠڵձSDJFODF AEWBODFT͞ࡌܝʹࢽΕ
·͠ ʢͨจ1ɺਤAʣɻ·ͨɺ͜͏ͨ͠ਓࡉ๔ບηϯαͷߴ
ɺฒ͍ߦ։ൃΛڀݚԽʹඞཁͱͳΔฒྻԽٕज़ʹ͍ͭͯײ
ྻԽͷޮՌͳͲΛ໌Β͔ʹ͠·͠ ʢͨจ2ɺਤ#ʣɻ͜͏ͨ͠
Ռʹͱ͖ͮɺྩ 2 ɺ+ST ઓུతڀݚਪਐۀࣄ

ʢCRESTʣʹ ͓͍ͯᄿ֮ड༰ମΛ༻͍͍ͨηϯαͷڀݚ։ൃ
Λ։࢝͠·ͨ͠ɻ͜ͷ΄͔ɺࡉ๔ͷػߏΛ฿͢ΔϞσ
ϧࡉ๔Λ࡞͢Δਓࡉ๔ʹؔ͢Δڀݚʹ͍ͭͯܧଓͯͬ͠ߦ
͍ͯ·͢ɻ͕ΜͳͲͷ࣬ױϚʔΧʔͱͯ͠͞ΕΔΤΫι
ιʔϜͷϞσϧʹͳΔφϊϝʔτϧʢ100ສͷ1ϛϦϝʔ
τϧʣαΠζͷϕγΫϧʢ࣭ࢷೋॏບখ๔ʣ࡞ٕज़Λใ͠ࠂ·
͠ ʢͨจ�ʣɻ

3. 令和2年度の研究成果
˙Պֶٕज़ৼߏػڵେֶൃ৽ۀ࢈ग़ϓϩάϥϜʹ͓͍ͯΠΦ

ϯνϟωϧༀεΫϦʔχϯάͷۀࣄԽʹڀݚ͚ͨ։ൃΛ
ࢪ࣮

͢Δࠛᄿ֮ड༰ମΛݕʹײߴΕΔँΛ·ؚʹؾݺ˙
༻͍͍ͨηϯαΛ։ൃ

˙͍ηϯαͷײߴԽʹෆՄܽͳฒྻԽٕज़Λ։ൃ
˙Պֶٕज़ৼߏػڵઓུతڀݚਪਐۀࣄʹ͓͍ͯᄿ֮ड༰

ମΛ༻͍͍ͨηϯαͷڀݚ։ൃΛ։࢝
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〉〉〉令和 2 年度の代表的な論文発表・受賞など
1ɽ)� KVSPLJ :� INVSB R� 'VKJUB T� TBNBLJ BOE T� :BNBHVDIJ CBSCPO�GSFF PMBUJOVNrISPO NBOPOFUXPSLT XJUI CIFNJDBMMZ OSEFSFE

SUSVDUVSFT BT %VSBCMF OYZHFO RFEVDUJPO EMFDUSPDBUBMZTUT GPS PPMZNFS EMFDUSPMZUF 'VFM CFMMT� ACS AQQMJFE NBOP .BUFSJBMT �ʢ10ʣ
��12r��2� ʢ2020ʣ�

2ɽR� SPOJ S� .JZBOJTIJ )� KVSPLJ BOE T� :BNBHVDIJ PVSF 8BUFS SPMJE AMLBMJOF 8BUFS EMFDUSPMZ[FS UTJOH 'VMMZ ASPNBUJD BOE )JHI�
.PMFDVMBS�8FJHIU PPMZ�ʢqVPSFOF�BMU�UFUSBqVPSPQIFOZMFOFʣ�TSJNFUIZM ANNPOJVN AOJPO EYDIBOHF .FNCSBOFT BOE IPOPNFST� ACS
AQQMJFE EOFSHZ .BUFSJBMT � 10���10�� ʢ2021ʣ�

�ɽࠇलهԝޱࢁ ܟרా  �ਫૉɾ೩ྉిɾਫిղٕज़ͷະདྷͱφϊཻࢠΛ࿈݁ͨ͠୲ମϑϦʔిؾԽֶ৮ഔ�ࢁ߭  ��ʢ�ʣ 20r�1 ʢ2020ʣ�

ਤ1�ɹ೩ྉిࡐྉ͓ΑͼγεςϜత೩ྉిઃܭɾ։ൃ
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研究開発 プロジェクト研究│実用化実証事業

実用化実証事業

「高効率燃料電池開発」άϧʔϓ
●研究期間：平成 29 年 4 月～　　　　
●実施場所：東京工業大学すずかけ台キャンパス J3 棟 208 号室
●グループリーダー：山口　猛央（東京工業大学）

1. 研究テーマ説明
ɹ࠶ੜՄΤωϧΪʔΛେنʹར༻͢ΔਫૉࣾձΛ࣮͢ݱΔ
ͨΊʹɺޮߴͳ೩ྉిͱਫిղ͕ඞཁʹͳΓ·͢ɻຊά
ϧʔϓࡐྉػΛγεςϜతʹઃ͠ܭɺ೩ྉిͷͨΊͷ৽
͍͠৮ഔɾ৮ഔٴͼిղ࣭ບΛ։ൃ͍ͯ͠·͢ɻۚوଐͷ
༻ྔΛ͢ݮΔͱͱʹɺԹɾ࣪ͷڥʹґΒͣޮߴ
Λҡ࣋͢Δ೩ྉిͷ࣮༻ԽΛ͍ͯ͠ࢦ·͢ɻ͞Βʹɺຊࣄ
·ͰಘΒΕͨՌଞͷΤωϧΪʔσόΠεʹల։͍ͯ͠ۀ
͢ɻ

2. 令和2年度進捗状況 
ɹຊάϧʔϓɺੈ࣍ͷݻମߴܗࢠ೩ྉిΛݟਾ͑ɺै
དྷͷిղ࣭ບͰࠔͰ͋ͬͨ高温低湿度で高いプロトン伝導
性と高い電池性能を示す酸高密度型細孔フィリング薄膜ʢਤ1ӈʣ
ͷ։ൃʹޭ͍ͯ͠·͢ɻྩ2ɺͦͷϓϩτϯಋػ
ϑΟϦϯάബບͷϛࡉܕີߴࢎΛ໌Β͔ʹ͢ΔͨΊʹɺߏ
ΫϩߏΛৄ͠؍ʹࡉ·ͨ͠ɻ
ɹຊάϧʔϓɺ金属ナノ粒子が連結したネットワーク構造を
持つカーボンフリーナノ粒子連結触媒ʢਤ1ࠨʣͷ։ൃʹऔΓ

ΜͰ͍·͢ɻ։ൃͨ͠PUr'Fφϊཻࢠ࿈݁৮ഔΛӷମ೩ྉ
ݻܕମΞϧΧϦ೩ྉిʹԠ༻ͯ͠ɺ高温アルカリ環境でも
長時間安定Ͱ͋Δ͜ͱΛ࣮ূ͠·ͨ͠ɻ͞Βʹɺ新しい液体燃
料酸化触媒のPd系ナノ粒子連結触媒ͷ։ൃʹޭ͠·ͨ͠ɻ
ຊڀݚɺ水素社会の実現に重要な水電解ʹల։͓ͯ͠Γɺ
高表面積・高活性なIr系ナノ粒子連結触媒ͷ։ൃʹޭ͍ͯ͠
·͢ɻ

3. 令和2年度の研究成果
ͷϓϩτϯνϟωϧࡉϑΟϦϯάബບͷࡉܕີߴࢎ˙

؍Λߏ
ମΞϧΧݻܕԘਫ༹ӷࢎΔΪ͢࡞ͰಈڥԹΞϧΧϦߴ˙

Ϧ೩ྉిʹ͓͍ͯPUr'F φϊཻࢠ࿈݁৮ഔ༗༻Ͱ͋
Δ͜ͱΛ࣮ূ

˙ΪࢎԘࢎԽԠ༻PErRVφϊཻࢠ࿈݁৮ഔΛ৽ͨʹ։ൃ͠ɺ
ޭʹݱͷൃੑ׆৮ഔ͍ߴ

˙ਫిղ༻ISrRVίΞγΣϧφϊཻࢠ࿈݁৮ഔΛ։ൃ͠ɺISγΣ
ϧߏͱࢎૉൃੜԠੑ׆ͷؔੑΛղ໌

� 

� 
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研究開発

〉

プロジェクト研究│実用化実証事業

実用化実証事業

「次世代医療福祉ロボット」άϧʔϓ
●研究期間：令和 2 年 4 月～　　　　
●実施場所：かながわサイエンスパーク東棟 3 階、Research Gate Building TONOMACHI2 － A 棟 3 階
●グループリーダー：下野　誠通（横浜国立大学）

1. 研究テーマ説明
ɹຊάϧʔϓͰɺฏ2�ʙฏ�1ʹ࣮ͨ͠ࢪ༗
γʔζల։ۀࣄͰಘΒΕͨՌΛجʹɺϦΞϧϋϓςΟΫε
Λԉ༻ͨ͠ϔϧεέΞγεςϜͷ࣮༻ԽڀݚΛਪਐ͓ͯ͠Γ·
͢ɻ͜Ε·ͰओͨΔڌڀݚͰ͔͋ͬͨͳ͕ΘαΠΤϯεύʔ
ΫͷࣨڀݚʹՃ͑ͯɺ఼ொʢ࡚ࢢ࡚۠ʣʹ ެֶ࢈࿈ڌܞ
Λ͑ߏɺ࠷ઌҩྍϩϘοτʹؔ͢Δҩ༥߹ڀݚΛਐΊ͓ͯ
Γ·͢ɻ

2. 令和2年度進捗状況
（1）力触覚を有する安全安心な整形外科ドリル
ɹA.E%ֶ࢈࿈ܞҩྍΠϊϕʔγϣϯग़ϓϩάϥϜɾηο
τΞοϓεΩʔϜʢACT�.SʣͷࢧԉΛड͚ɺܚጯٛक़େֶҩֶ
෦ʢܗ֎ՊʣɺຊϝυτϩχοΫࣜגձࣾͱڞಉͰɺର
ͷ؏௨ݕͱࣗಈఀػࢭΛ༗͢Δ҆શ҆৺ͳࠎυϦϧͷ։
ൃΛ࣮͍ͯ͠ࢪ·͢ɻྩ2ͰಛʹɺϦΞϧϋϓςΟΫ
εΛԉ༻͢Δ͜ͱͰɺਓ͕؏௨Λ֮ͯ͠ఀ͢ࢭΔ߹ʹൺ
ͯɺेʹߴͳࣗಈఀݱ࣮͕ࢭՄͰ͋Δ͜ͱΛ࣮͢ূ࣮ݧ
ΔͱڞʹɺυϦϧγϛϡϨʔλڥͷߏஙΛୡ͠·ͨ͠ɻ

（2）脳腫瘍判別機能を搭載した力触覚鑷子
ɹA.E%ڮ͠ڀݚઓུతਪਐϓϩάϥϜɾγʔζAʢܚጯٛ
क़େֶڌʣͷҰͱͯ͠ɺܚጯٛक़େֶҩֶ෦ʢਆܦ֎Պʣ
ͱڞಉͰɺྗ৮֮ใʹͮ͘جजᙾผٕज़Λ։ൃ͍ͯ͠·͢ɻ
ྩ2Ͱಛʹɺ৫ͷྗ৮֮ใͷ؆қͳܭଌΛ࣮ݱ
͢Δϖϯϗʔϧυػݧࢼܕͷ࡞ࢼΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ·ͨɺ৫
ͷ͞ߗσʔλʹΑΓɺजᙾͷผ͕࣮ߦՄͰ͋Δ͜ͱΛ֬ೝ
͠·ͨ͠ɻ

（3）精密手術支援システム
ɹA.E%ઌਐతҩྍثػɾγεςϜٕज़։ൃۀࣄʹ͓͚Δ
ͱͯ͠ɺڀݚಉڞՊʣͱͷ֎ߢޱՊɾࣃጯٛक़େֶҩֶ෦ʢܚ
ೖ݁

㆐ㆣ
ា
㆕ㆤ

ͱ͍ͬͨਫ਼ີੑ͕ٻΊΒΕΔखज़ಈ࡞ͷࢧԉٕज़ͷ
։ൃΛ͓ͯͬߦΓ·͢ɻྩ2Ͱಛʹɺը૾ใͷζʔ
ϜʹԠͨ͡ྗ৮֮ͷ૿෯ΞϧΰϦζϜɺ֦ுײ࣮ݱʹΑΔ
ಈࢧ࡞ԉٕज़ͳͲΛ։ൃ͠·ͨ͠ɻ

3. 令和2年度の研究成果
˙ϋϓςΟοΫࠎυϦϧͷ༗༻ੑͷ࣮ূ
˙जᙾஅʹ͚ͨԠ༻ٕज़ͷ։ൃ
˙ϚΠΫϩαʔδϟϦʔࢧԉٕज़ͷ։ൃ

ϋϓςΟοΫυϦϧγϛϡϨʔλ

ϋϓςΟοΫೖݧࢼஔ 

〉〉令和 2 年度の代表的な論文発表・受賞など
1ɽK� :BUBCF S� O[BXB +� OHVNB S� )JSBJXB S� TPNJUB T� .BUTVOBHB N� TPHBTIJ .� :PLPZBNB T� SIJNPOP BOE K� OIOJTIJ lA SUVEZ PO 

SBGF 'PSDFQT (SJQ 'PSDF GPS UIF IOUFTUJOBM TSBDU UTJOH )BQUJD TFDIOPMPHZz .JOJNBMMZ IOWBTJWF TIFSBQZ � AMMJFE TFDIOPMPHJFT 20211
݄

2ɽT� .BUTVOBHB T� SIJNPOP BOE K� OIOJTIJ l%FWFMPQNFOU PG .VMUJ %FHSFFT�PG�'SFFEPN )BQUJD 'PSDFQT RPCPU XJUI TISFF ADUVBUFE
'JOHFSTz IEE+ +PVSOBM PG IOEVTUSZ AQQMJDBUJPOT 7PM� 10 NP� 2 2021�݄

�ɽদӬɼԼ௨ɼେެฏɼʮը૾ใʹͮ͘جใ֦ுػΛ༗͢ΔόΠϥςϥϧԕ੍ִޚγεςϜʯɼਫ਼ີֶձࢽɼ7PM� �� NP� � 2021
�݄

1�
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1. 研究テーマ説明
ɹྸߴɺߴετϨεԽࣾձΛܴ͑ɺ݈߁Ͱ๛͔ͳੜ׆Λҡ࣋
͢Δ͜ͱ͕ٻΊΒΕ͍ͯ·͢ɻਆಸݝͷۀاެઃݚݧࢼ
͍ͨ༺ΛਤΓͳ͕ΒɺχϡʔτϦήϊϛΫε˞Λܞͱ࿈ؔػڀ
Պֶత͍ࠜͯͮجʹڌɺ৯ԽহͷػੑධՁΛࠃ͏ߦ
ɻ͢·͠ࢦஙΛߏͷؔػධՁࡍ
˞χϡʔτϦήϊϛΫεͱɺOVUSJUJPOʢӫཆʣͱHFOPNJDTʢҨ

ࢠՊֶʣͷ߹ޠͰɺ৯ͳͲͷઁऔʹͬͯ͜ىΔੜମ
ͷมԽΛࢠϨϕϧͰཏతʹղੳ͢ΔՊֶͰ͢ɻ

2. 令和2年度進捗状況 
＜未病評価研究への取り組み＞
ɹάϧʔϓͰ͜Ε·ͰɺχϡʔτϦήϊϛΫεΛج൫ʹɺ
ओʹಈώτΛରͱͯ͠৯ͷػੑධՁڀݚΛ͍ߦɺଟ
༷Խ͢Δੜ͕༷ࣜ׆ͨΒ༷͢ʑͳཁҼͷมԽ͕ػँ
ʹͱΛ໌Β͔ʹ͖ͯ͠·ͨ͠ɻྩ̎͜͢΅ٴΛڹʹӨػ
ೖΓCO7I%�1ײ�છ֦େΛड͚ɺෆ҆ڪාɺଞਓͱͷ;Ε
͍͋ͷػձࣦɺݽ৯Խͱ͍ͬͨੜ༷ࣜ׆ͷܶతͳมԽΛ༨ّ
ͳ͘͞ΕɺͦΕʹ͏ετϨεർΕ͕େ͖ͳࣾձʹͳΓ

·ͨ͠ɻ͜ͷΑ͏ͳഎ͔ܠΒɺຊάϧʔϓͰετϨεɾർ
࿑ʹಛԽͨ͠ɺಈ͔ΒώτͷγʔϜϨεղੳධՁ๏Λཱ֬
͠ɺͦΕΒʹର͢Δ৯Λத৺ʹͨ͠؇ɾվળ࡞༻ΛධՁɾղ
໌͢ΔࢼΈΛਐΊ͍ͯ·͢ɻ·ͨɺੜ༷ࣜ׆ͷมԽʹ͏ੜମ
ԠΛΑΓ͘ਂ͘ଊ͑ΔͨΊͷ৽ͨͳࢦඪͷ୳ࡧʢOPO�DPEJOH 
RNAɺFQJHFOFUJDTʣฒͯ͠ߦਐΊɺ৯ੜ׆ͷมԽʹ͏
৽ͨͳมಈࢠΛݟग़͍ͯ͠·͢ɻ͜ͷΑ͏ʹʰ৯ʱΛத৺ʹ
ଞͷڥཁҼՃຯͨ͠ॊೈ͔ͭଟ໘తͳະපධՁγεςϜΛ
ͯ͠ࢦɺ૿ਐΛ࣋ҡ߁ஙͯ͠ใΛൃ৴͢Δͱͱʹɺ݈ߏ
෯׆͘༻͍͚ͨͩΔΑ͏Ί͍ͯ·͢ɻ

3. 令和2年度の研究成果
˙ଟͷۀاͱͷڞಉɾडୗڀݚΛ௨ͨ͡৯ػੑධՁΛ

ϕʔεͱͨ͠ະපධՁڀݚͷෳ߹తڀݚͷల։
˙৯͕ػʹ࡞͢΅ٴ༻ΛධՁ͢ΔͨΊͷώτݧࢼʹ͓͚

Δղੳͷಋೖ
˙৯͕ػʹ࡞͢΅ٴ༻ΛධՁ͢ΔͨΊͷ৽نಈݧࢼ๏

ͷඋɺ֦େ

〉〉〉令和 2 年度の代表的な論文発表・受賞など
1ɽSIJOP[BLJ ' KBNFJ A 8BUBOBCF : :BTVPLB A SIJNBEB K KPOEP K ASBJ S KPOEP T ACF K� .PM NVUS 'PPE RFT 2020ʀ F20002��� 

EPJɿ 10�1002�NOGS�2020002��� 
2ɽࣰ㟒จՆ ُҪඈௗҪ૰Ұߥ ҭߞాౢ  Ѩ෦ࢠܒʮࣗવॼϜΧΰઁऔͷँʹର͢ΔӨڹʯຊܳԽֶձ2021

国際評価技術サービス提供事業①

「食品機能性評価」άϧʔϓ
●研究期間：平成 29 年 4 月～
●実施場所：川崎生命科学・環境研究センター（LiSE）４階
●グループリーダー：阿部　啓子（東京大学）

疲労・ストレスの蓄積

認知機能の変化

代謝機能の変化

運動機能の変化

生活様式の多様化化

運動機能の変化運動機能の変化

代謝機能の変化代謝機能の変化代謝機能の変化代謝機能の変化

健康

環境の変化

未病

環境の変化環境の変化

未

食生活の違いが及ぼすepigeneticな変化

食生活の違いがヒストン
修飾に影響を及ぼす

修飾ヒストン抗体を用いたChIP-seqにより
得られたピークの分布

20
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研究開発 プロジェクト研究│国際評価技術サービス提供事業
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1. 研究テーマ説明
ɹە߅ɾ߅ΠϧεڀݚάϧʔϓͰɺە߅ɾ߅Πϧεੑ
ධՁݧࢼΛ௨ͯ͡ɺ֤ۀاʹΑΔ։ൃͷαϙʔτΛͯͬߦ
͍·͢ɻ·ͨɺ࡚ٕज़ࢧԉ෦ͱ࿈͠ܞͳ͕Βɺޫ৮ഔՃ
ʹର͢Δ૯߹αϙʔτΛਪਐ͍ͯ͠·͢ɻͦͷଞɺ৽͍͠ੑ
ධՁํ๏ͷ։ൃԠ༻తͳݧࢼͷఏڙɺ৽͍͠ػੑࡐྉͷݚ
ʹ͓͍ͯɺە߅։ൃͳͲΛਐΊ͍ͯ·͢ɻ·ͨɺKISTECڀ
ISO�IEC 1�02�ͷొऀۀࣄͱͳ͓ͬͯΓɺਖ਼֬ͳە߅ɾ߅
ΠϧεੑධՁΛఏڙͰ͖ΔΑ͏ʹʑݚᮎΛଓ͚͍ͯ·͢ɻ

2. 令和2年度進捗状況 
様々な抗菌・抗ウイルス性能評価試験の実施
ɹฏ൘ঢ়ɺણҡঢ়ɺӷମΛ࢝Ίͱ༷ͨ͠ʑͳܗঢ়ͷՃͷ߅
ɻ·ͨɺISOͨ͠·͠ࢪΛ࣮ݧࢼΠϧεੑධՁ߅ɾە 
+ISͷ͚ͩݧࢼ͍ͨͮجʹ֨نͰͳ͘ɺԠ༻తͳݧࢼͷఏ
ͱͨ͠ੑݯਐΊ·ͨ͠ɻҰྫͱͯ͠ɺLE%Λরࣹޫڙ
ධՁਂࢵ֎ઢরࣹʹΑΔە߅ɾ߅ΠϧεੑධՁΛ͍ߦ
·ͨ͠ɻ
ɹ·ͨɺੈքதʹ͓͚ΔΠϧεײછͷ֦େΛड͚ͯɺੑධ
Ձݧࢼͷ૬ஊ͕ͨͨ͠૿ٸΊɺ૬ஊडΛҰ͢ࢭٳ࣌Δࣄଶͱ
ͳΓ·͕ͨ͠ɺମ੍ΛڧԽ͠ɺࡏݱɺΣϒ্ʹ͋Δٕज़૬
ஊϑΥʔϜ͔Βͷ͓͍߹ΘͤͷडΛ࠶։͍ͯ͠·͢ɻޙࠓ
ɺKISTECͷଞ෦ͱ࿈͠ܞͳ͕ΒɺۀاͷཁʹԠͨ͡
ੑධՁ͕ݧࢼग़དྷΔΑ͏ʹΊ͍͖ͯ·͢ɻ
光触媒に関わる性能評価試験の標準化に向けた取り組み
ɹޫ৮ഔʹؔΘΔੑධՁݧࢼͷඪ४Խʹ͚ͨऔΓΈʹͭ
͍ͯɺ͜Ε·Ͱಉ༷ʹޫ৮ഔۀձͱڞʹਪਐ͖ͯ͠·ͨ͠ɻ
ՄޫࢹLE%ͷඪ४ޫݯͱͯ͠ͷISOԽʹ͍ͭͯɺྩ2
ͷஈ֊Ͱݪ֨نࡍࠃҊͱͯ͠ɺ৹͕ٞଓ͚ΒΕ͍ͯ·͢ɻྩ
�ʹISOԽ͕ྃ͢Δͱظ͍ͯ͠·͢ɻ·ͨɺࢵ֎
ޫLE%ʹ͍ͭͯۀ࡞Λ͍ߦɺඪ४ޫݯͱͯ͠ͷISOԽʹ

͚ͯऔΓΜͰ͍· ʢ͢��ϖʔδࢀর͍ͩ͘͞ʣɻ·ͨɺྩ
2ʹվਖ਼ͷ+ISʹՃ͞Εͨણҡঢ়ͷޫ৮ഔՃͷ߅
ձ͕ਪਐͯ͠ۀɺޫ৮ഔʹجΠϧεੑධՁํ๏Λ߅ɾە
͍Δޫ৮ഔՃͷೝূ੍Ͱ༻͢Δݧࢼ༰ج४ͷ࡞
ΛਐΊ͍ͯ·͢ɻ
新規抗菌・抗ウイルス材料の探索とその応用に向けた取り組み
ɹྩ2ެཱେֶ๏ਓಸྑཱݝҩՊେֶɺཱࠃେֶ๏ਓ
౦ۀژେֶͱڞಉڀݚΛ͍ߦɺ৽ܕίϩφΠϧεʹର͢Δ
ޫ৮ഔͷ߅ΠϧεੑධՁͷݕ౼Λ͍ߦ·ͨ͠ɻ·ͨɺ༻͍
ͨޫ৮ഔ҉ॴͰޮՌ͕͍ߴϋΠϒϦουܗͰ͋Δ͜ͱ͔Βɺ
҉ॴԼʹ͓͍ͯ߅͍ߴΠϧεੑΛൃ͍ͯ͠ش·ͨ͠ɻ·
ͨɺ্ڞهಉڀݚΛਐΊͨதͰɺ৽͍͠߅Πϧεࡐྉͱͯ͠ɺ
ෳ߹ࢎԽ͕ΤϯϕϩʔϓΛͭ࣋Πϧεʹରͯ͠ޮ͍ߴՌΛ
ྉ͕ඍੜʹΑࡐɺ͜ͷΑ͏ͳޙࠓग़͠·ͨ͠ɻݟͱΛͭ࣋͜
ΔײછϦεΫΛԼͤ͞ΒΕΔՃͱͯ͠Ԡ༻͕ਐΉ͜ͱΛ
র͍ͩ͘͞ʣࢀ͍ͯ͠·͢ɻʢτϐοΫεظ

3. 令和2年度の代表的な論文発表など
.BUTVNPUP T SVOBEB K NBHBJ T ITPCF T .BUTVTIJUB S 
ITIJHVSP ) NBLBKJNB A� E⒎FDUT PG DFSJVN BOE UVOHTUFO 
TVCTUJUVUJPO PO BOUJWJSBM BOE BOUJCBDUFSJBM QSPQFSUJFT PG 
M BO UIBOVN NPMZCEB UF � .BUF S J B M T SD JFODF BOE
EOHJOFFSJOH C� 7PM�11� 111�2� 2020�
IUP T SVOBEB K NBHBJ T ITIJHVSP ) NBLBOP R SV[VLJ :
NBLBOP A :BOP ) ITPCF T .BUTVTIJUB S NBLBKJNB A� 
PSFQBSBUJPO PG DFSJVN NPMZCEBUFT BOE UIFJS BOUJWJSBM
BDUJWJUZ BHBJOTU CBDUFSJPQIBHF П� BOE SARS�CP7�2�
.BUFSJBMT LFUUFST 7PM�2�0 12��10 2021

国際評価技術サービス提供事業②

「抗菌・抗ウイルス研究」άϧʔϓ・「光触媒ミュージアム」
●研究期間：平成 29 年 4 月～（抗菌・抗ウイルス研究グループ）　平成 16 年 7 月～（光触媒ミュージアム）
●実施場所：【抗菌・抗ウイルス研究 G】川崎生命科学・環境センター（LiSE）4 階　【光触媒ミュージアム】かながわサイエンスパーク西棟 1 階ロビー
●グループリーダー及び光触媒ミュージアム館長：藤嶋　昭（東京理科大学栄誉教授）

KSP テクノプラザ「光触媒ミュージアム」
開設期間：平成 16 年 7 月～
開設場所：かながわサイエンスパーク西棟 1 階ロビー
館　　長：藤嶋　昭
活動概要
ޫ৮ഔϛϡʔδΞϜͰɺޫ৮ഔʹؔ͢ΔσϞ࣮ػݧԠ༻Λలࣔ͠ɺޫ৮ഔۀ࢈
ͷ݈શͳൃలͱීٴʹΊ͍ͯ·͢ɻֶݟͰͷઆ໌࣭ରԠɺٕज़૬ஊͷडɺలࣔ
ͷࢽࡶͷࡌܝͳͲͷऔΈͷ΄͔ɺޫ৮ഔ࣮ࣨڭݧΛ௨ͨ͡੨গ͚ͷٕज़
հΛߦͳ͍ͬͯ·͢ɻ
ྩ2Ұൠࣾஂ๏ਓ7Rֵ৽ߏػͷ͝ྗڠͷͱɺ�%Ϗϡʔʴ7Rө૾Λ੍͠࡞ɺ
ޫ৮ഔϛϡʔδΞϜΛ��0ֶ͚͍ͩͨ͝ݟΔόʔνϟϧϛϡʔδΞϜΛ)P্Ͱެ։
͠·ͨ͠ɻ
令和2年度進捗状況
ΦʔϓϯҎདྷྦྷܭɿ11�22� ʢ໊ྩ��݄ࡏݱʣ

ެӹࣾஂ๏ਓશߍֶࠃਤॻؗ
ͷน৽ฉʰͱץͷ݄ߦձൃٞڠ
͠ΐ͔Μ௨৴ʱ2020  � ݄
ࡌܝʹ߸

ֶݟͷ༷͝ۀاձٞһɾٞࢢ
πΞʔʹ͓͚Δ༷ࢠ
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1. 研究テーマ説明
ɹάϩʔόϧϔϧεϦαʔνίʔσΟωʔςΟϯάηϯλʔ

ʢ()RCCʣɺΞΧσϛΞओಋͷݧ࣏ɾྟচڀݚͷࢧԉΛ௨
ͯ͡ҩༀͷ։ൃΛਪਐ͢ΔతͰɺฏ2��݄ʹઃ
ஔ͞Ε·ͨ͠ɻॏࢧԉྖҬΛʮرগ͕Μʯʮਫ਼ਆɾਆܦපʯ

ʮ࠶ੜҩྍʯͱ͠ɺʮྟচڀݚͷϚωδϝϯτࢧԉʯʮάϩʔό
ϧྟচڀݚͷਪਐʯʮະපͷࣝͱରԠͷීٴʯʮڀݚίϯα
ϧςʔγϣϯʯʮྟচڀݚઐ৬ͷਓࡐҭʯʮྟচํڀݚ๏
ͷڀݚʯΛ�ͭͷபͱͯ͠ɺਆಸ͔ݝΒੈքɺҩྍͷ
ൃలͱ݈߁ͳΒ͠ͷݙߩΛۀࣄͯ͠ࢦΛల։͍ͯ͠·͢ɻ

2. 令和2年度進捗状況
ɹҩࢣओಋݧ࣏ɾҩࢣओಋྟচݧࢼɺಛఆྟচڀݚͷଟ͘ͷ
ௐࣄۀہΛ͍ͯͬߦ·͢ɻ͕ࣨڀݚઃཱ͞Εͨฏ
2�ʹௐۀΛ։්ͨ࢝͠ਓՊྖ؞Ҭͷڞࡍࠃಉɾҩࢣ
ओಋݧ࣏ͷσʔλΛ༻͍ͯɺ։ൃༀ͕ۀاঝೝਃΛ͍ߦɺ
దԠՃঝೝΛड͚Δͱ͍͏େ͖ͳՌ͕ग़·ͨ͠ɻ
ɹࠃ֎ͷ੍نہରԠΛؚΊɺࠃΛ·͍ͨͰଟ͘ͷؔػ
ؔͱີʹ࿈བྷΛऔΓͳ͕ΒɺڞࡍࠃಉݧࢼΛࢧԉ͍ͯ͠·
͢ɻ
ɹւ֎ͷҩༀ։ൃͷΈʹ฿͍ɺऀڀݚάϧʔϓͷࣔࢦ
ͷͱɺݧ࣏ۀاͷྫొΛਪਐ͠ɺऀڀݚձٞͷاըӡ
ӦΛΞΧσϛΞଆ͔Βࢧԉ͢ΔɺຊͰըظతͱ͑ݴΔ
ɻ͢·͍ͯͬߦΈΛࢼ
ɹΞΧσϛΞɾൃۀاγʔζͷ։ൃઓུྟচڀݚͷ࣮ࢪମ
੍ʹ͓͚Δl࣮తͳଆ໘z͔Βɺࠓ�݅ͷ૬ஊରԠ
Λ͍ߦ·ͨ͠ɻ

3. 令和２年度の研究成果
˙ϑϥϯεͷ්ਓՊڀݚάϧʔϓ͕ओಋ͠ɺڞࡍࠃಉݧࢼͱͯ͠

ԤभΛத৺ʹ࣮͞ࢪΕͨPAOLA�1ҩࢣओಋݧ࣏ͷσʔλΛ༻
͍ͯਃ͕ߦΘΕɺΞϝϦΧɺԤभʹଓ͍ͯຊͰྩ2
12݄ʹɺΦϥύϦϒͷదԠՃঝೝ͕ಘΒΕ·ͨ͠ɻ

ʮ̇ྟচ͓͠ڀݚΌΓαϩϯʯ8FCγεςϜΛ༻͍ͯ։͠࠵ɺ
ଓ͠·ͨ͠ɻܧಈΛ׆ܒຽͷࢢΔҰൠؔ͢ʹݧࢼɾྟচݧ࣏

〉〉〉令和 2 年度の代表的な発表
˙ɹໟརޫࢠɺྛࢠɺڮ௺ஐܙɺԡ༝ඒΒɺҩࢣओಋݧ࣏ʹ͓͚ΔϦϞʔτͰͷ(CP࣮ௐ͓ࠪΑͼద߹ੑॻ໘ௐࠪͷݧܦʹ͍ͭͯɻຊྟচݧࢼ

ֶձୈ12ճֶज़ूձ૯ձɺ20212݄12�1�
˙ɹໟརޫࢠɺӳࠃʹ͓͚ΔPARP્ࡎΦϥύϦϒͷҩྍٕज़ධՁɺຊੜମҩֶձ ୈ20ճϨΪϡϥτϦʔαΠΤϯεڀݚձɺ202010݄10

「グローバルヘルスリサーチ
コーディネーティング」プロジェクト
●研究期間：平成 27 年 4 月～
●実施場所：かながわサイエンスパーク東棟 3 階
●ディレクター：毛利　光子

 ਤ1ɹ()RCCͷडୗڀݚҰཡ

ਤ2ɹڞࡍࠃಉࢪ࣮ݧࢼମ੍
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産学公連携事業化促進研究
■ 目　的
ɹޙࠓ͕ظ͞ΕΔۀ࢈ʹ͓͍ͯɺதখۀاͷ։ൃχʔζͱେֶͷڀݚγʔζʢࣝɾ
ٕज़ʣΛ݁ͼ͚ɺ͞Βʹ KISTEC ͕༗͢Δٕज़ɾϊϋΛ׆༻͢Δ͜ͱʹΑΓɺதখۀاʹ
ΑΔۀࣄԽΛଅਐ͠ɺΠϊϕʔγϣϯΛग़ͯ͠Ҭۀ࢈ͷ
ৼڵͱڝ૪ྗڧԽΛਤΓ·͢ɻ

■ 分　野
ɹϩϘοτɺIPTɺΤωϧΪʔɺઌૉࡐɺΤϨΫτϩχΫεɺ
ϥΠϑαΠΤϯεʢະපɺઌҩྍʣɺ༌ૹ༻ػցث۩

■ 要件（主なもの）
ۀاγʔζΛ༗͢Δେֶͱ։ൃχʔζΛ༗͢Δڀݚ˔

ͷ྆ऀΛؚΉڞಉڀݚମͰਃ͕ͳ͞ΕΔ͜ͱ
ؔػՃࢀڀݚ͕ۀاॴΛ༗͢ΔதখۀࣄʹओͨΔݝ˔

ʹؚ·ΕΔ͜ͱ
˔ KISTEC ͕୲ɾ͑ߦͯ͠ྗڠΔڀݚ՝Ͱ͋Δ͜ͱ

■ スキーム
ɹݝதখۀاɺେֶͱ KISTEC ϦιʔεΛఏʹ͍ޓ͕
ʹೖΕɺ֓ͶࢹಘΛ֫ۚࢿ૪తڝͷࠃͳ͕Βɺ͠ڙ � 
ҎͷۀࣄԽܭըʹڞ͍ͯͮجಉͰڀݚΛ࣮͍ͯ͠ࢪ·͢ɻ

令和 2 年度に実施した研究課題
■ 3 年目研究課題

ఔͷγεςϜԽ։ൃબผͱౚ݁ࢠਫ਼ӡಈྑͨ͠ࢦΛ্डਫ਼डͷͷਓڇ˔
˔ߴਅۭບஔ༻ணࣜϙʔλϒϧࠪؾిܕԽֶηϧݦඍڸͷ։ൃ

■ 2 年目研究課題
˔όΠϯμδΣοτ �% ϓϦϯλΛ༻͍ͨηϥϛοΫϙʔϥεମͷܗͱͦͷম
˔μΠϨΫτϝλϊʔϧ೩ྉిͷ࣮༻Խʹڀݚ࡞ࢼ͚ͨ
˔লྗԽɾࣗಈԽγεςϜΛඋ͑ͨϖϩϒεΧΠτଠཅిٴͼධՁஔͷ։ൃ

■ 1 年目研究課題
˔εςϯϨεද໘ͷվ࣭͕࡞ە߅༻ʹ༩͑ΔӨڹͷධՁͱۀࣄԽ
˔ण໋ܗঢ়هԱ߹ۚʮϧτϥχνϊʔϧʯͷ࣮༻Խʹ͚ͨॲཧఔ։ൃ
։ൃڀݚஔͷ൘ͷϚΠΫϩՃجϑΝΠόʔϨʔβʹΑΔ֎ࢵਂۃ˔
༺ૹߴ˔ 'PC ͷٕज़ٴͼి࣓ϊΠζٕݮज़ͷڀݚ։ൃ
˔ిղϛετ੍๏ͷ։ൃ

事業化促進研究

研究シーズ開発ニーズ

KISTEC

,*45&$ͷࢧԉ
ըࢀͷڀݚಉڞ˕
අͷҰ෦ෛ୲ڀݚ˕

競争的資金の獲得

県内中小企業による
事業化

県内中小
企業等

大学
企業等

KISTEC ANNUAL REPORT 2021 2�
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牛の人工受精受胎率の向上を目指した運動良好精子選別と凍結工程のシステム化開発
株式会社協同インターナショナル、横浜国立大学、KISTEC 電子技術部

ɹւ֎Ͱڇ͕ਓؾͱͳͬͨ͜ͱʹ͍ɺڇͷੜ࢈
ʹෆՄܽͳڇͷڇࢠͷ૿ٸۓ͕࢈ͷ՝ͱͳ͍ͬͯ·͢ɻ͠
͔͠ͳ͕Βɺൟ৩ՈͷݮগڇͷडͷԼͳͲʹΑΓɺ
ڇͷڇࢠͷ૿࢈͍͠ঢ়ଶͱͳ͍ͬͯ·͢ɻ
ɹຊڀݚͰɺԣཱࠃେֶ͕อ༗͢ΔϚΠΫϩྲྀମʹؔ͢Δ
ղੳɾධՁٕज़ͱKISTEC͕อ༗͢ΔඍࡉՃٕज़Λ׆༻ͯ͠ɺ

ʢגʣڠಉΠϯλʔφγϣφϧ͕ڇͷڇࢠͷ૿ٕ࢈ज़ʹؔ͢Δ
γεςϜԽʹऔΓΜͰ͍·͢ɻ࠷ऴͷྩ2ڇͷ
ӡಈྑਫ਼ࢠબผ༻σόΠεͷ࡞ࢼͱධՁΛߦͳͬͨ݁Ռɺڇ
ͷӡಈྑਫ਼ࢠΛޮతʹूΊΒΕΔσόΠεͷܗঢ়Λൃ͠ݟɺ

側壁側壁

側壁

牛精子

ಛڐग़͠ئ·ͨ͠ɻ·ͨɺڇਫ਼ࢠʹରͯ͠ແͳथࢷͷਫԽ
ॲཧํ๏Λݟग़͠·ͨ͠ɻ
ɹ͜ΕΒͷՌΛͱʹɺڇͷਓडਫ਼डͷ্Λ͠ࢦ
ͨӡಈྑਫ਼ࢠͷબผΛ࣮༻Խ͢Δڀݚ։ൃۚࢿΛಘΔͨΊʹɺ
ྩ212݄ʹຊதԝڝഅձ͕ެื͢Δʮྩ� ຊ
தԝڝഅձச࢈ৼۀࣄڵ ެืʯʹ ਃΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ·ͨɺڇ
ͷӡಈྑਫ਼ࢠબผ༻σόΠεΛΈࠐΜͩγεςϜԽࢹ
ʹೖΕͯɺྩ�2݄ʹੜܥಛఆٕۀ࢈ज़ࢧڀݚԉηϯλʔ
͕ެื͢Δྩ�Πϊϕʔγϣϯग़ڧԽڀݚਪਐۀࣄʹ
ਃΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ

マイクロ

流路

थࢷͷਫԽॲཧ͕ڇਫ਼ࢠʹ༩͑ΔӨڹΛධՁ͍ͯ͠Δޫֶݦඍࣸڸਅ

超高真空製膜装置用脱着式ポータブル走査型電気化学セル顕微鏡の開発
神奈川大学、バキュームプロダクツ株式会社、金沢大学、KISTEC 川崎技術支援部

ɹLJΠΦϯిࡐྉϖϩϒεΧΠτࡐྉେؾதͰܹٸʹ ෦ΛΦʔμʔϝΠυͯ͠ൢച͢Δͱ͍͏ηϛΦʔμʔํࣜʹ
ྼԽ͢Δҝɺ࡞ޙʹਅۭ͘͠ෆੑ׆ΨεதͰͷධՁ͕ ͳΔ༧ఆͰ͢ɻ
ඞཁͱͳΓ·͢ɻຊڀݚͰɺφϊྖҬʹ͓͚ΔిྲྀɾిҐܭ
ଌɺہॴతͳॆ์ిϚοϐϯάͷධՁ͕ՄͳࠪؾిܕԽ
ֶηϧݦඍڸʢSECC.ʣͱίϯϏφτϦΞϧࢼྉ࡞ٕज़Λ
Έ߹ΘͤΔ͜ͱͰɺࢼྉ࡞͔ΒධՁ·ͰҰ؏ͯ͠ߴͰॲཧ
Ͱ͖Δஔͷ։ൃΛతͱ͍ͯ͠·͢ɻॳਅۭνϟϯόʔ
ʹΈࠐΜͩSECC.ͷ։ൃɺ2SECC.ʹ༻͍Δਅۭ
༻εςʔδͷઃܭɾ࡞Λ͏ߦͱͱʹϨʔβʔଯੵஔͱͷ
߹ɾड͚͠ಈݧࢼ࡞Λ࣮͠ࢪ·ͨ͠ɻ
ɹ࠷ऴͰ͋Δࠓಈݧࢼ࡞ͷ݁ՌΛجʹஔվྑΛਐ
ΊɺԽΛ͖ͯ͠ࢦ·ͨ͠ɻ
ɹՃ͑ͯɺSECC.Ͱܭଌͨ͠αϯϓϧΛਅۭอ࣋ͷ··ஔ
֎ʹऔΓग़ͯ͠ҠૹͰ͖ΔਅۭҠૹΧϓηϧ։ൃɾ࡞͠ɺ
ଞͷܭଌॴ·ͰਅۭΛอͬͨ··ࢼྉྼԽΛ੍ͯ͠༌ૹ͢
Δ͜ͱ͕ՄʹͳΓ·ͨ͠ɻ
ɹ࠷ऴతͳஔͷܗଶͱͯ͠ɺࠓճͨ͠࡞ࢼϓϩτλΠϓΛ
ঢ়ʹ߹ΘͤͯτϥϯεϑΝʔܗྉड͚͠ࢼɺϢʔβʔͷʹج ஔશମਤ
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ɹిಁਁؾͷݪཧΛ༻͍ͨϙϯϓʢEOϙϯϓʣɺػցతͳՄಈ෦͕ͳ
͍ͨΊ຺ಈ͕ͳ͘ɺۃඍখྲྀྔ͔Β҆ఆͨ͠ૹӷ͕Մͱ͍͏ಛ͕͋Γ
·͢ɻ·ͨɺີดߏͷͨΊۭؾͷࠞೖӷ࿙Εɺίϯλϛͷ৺͕ͳ͘
ҩྍ͚ثػΛ࢝Ί༷ʑͳͷԠ༻͕ظ͞Ε͍ͯ·͢ɻ͔͠͠ͳ͕
ΒɺEOϙϯϓͷۦಈʹेϘϧτͷൺֱతి͍ߴѹ͕ඞཁʹͳΓɺΣ
Ξϥϒϧ༻్ܞଳɾՄൖܕ༻్Ͱɺͦͷి͕ݯͱͳ͍ͬͯ·ͨ͠ɻ
ɹຊڀݚͰɺΞοτυεࣜגձ͕ࣾɺϤμΧٕࣜגݚձࣾͷͭ࣋EO
ϙϯϓͷٕज़ͱKISTECͷͭ࣋ϚΠΫϩ೩ྉిٕज़Λ׆༻ͯ͠ɺ͜Ε·
Ͱʹͳ͍৽ͨͳμΠϨΫτϝλϊʔϧ೩ྉిͷ։ൃΛਐΊ͍ͯ·͢ɻॳ
EOϙϯϓͷੑٱվળͱϚΠΫϩ೩ྉిͷूੵԽΛ͍ߦɺ2
ͷࠓج൘্ʹখܕͷ೩ྉిΛྻʹෳஔͨ͠ϚΠΫϩ೩
ྉిΛ༻͍ͯɺEOϙϯϓͷۦಈʹॳΊͯޭ͠·ͨ͠ɻ࣍͜ͷ
৽͍͠ϚΠΫϩσόΠεͷ༻్ల։ΛਤΓɺૣظͷۀࣄԽΛ͠ࢦ·͢ɻ

ダイレクトメタノール燃料電池の実用化に向けた試作研究
アットドウス株式会社、ヨダカ技研株式会社、KISTEC 化学技術部

ɹۙɺηϥϛοΫϙʔϥεମΛར༻ͨ͠ϙʔϥενϟοΫɺಋମஔͰ
ଟ͘࠾༻͞ΕΔΑ͏ʹͳΓɺಋମ෦ͷখܕԽܰബԽʹΑΓηϥϛοΫϙʔϥεମ
ྉคͷௐɺคݪԽ͓ͯ͠Γ·͢ɻηϥϛοΫεͷߴΊΒΕΔ࣭ٻʹ
ܗɺম݁ͷఔΛܦΔͷ͕ҰൠతͰ͢ɻ͜ͷఔͰϙʔϥεମΛ͢Δʹɺؾ
Λൃੜͤ͞ΔͨΊͷࡐ༗ػόΠϯμͷఴՃ͕ඞཁͱͳΓɺఔ͕ෳࡶʹͳΓ·
͢ɻ
ɹຊڀݚͰɺϙʔϥενϟοΫΛઃܭɾɾൢച͍ͯ͠Δʢגʣ٢Ԭਫ਼ ʢ͕גʣ
EYOOFͷ༗͢Δੵݩ࣍ࡾٕܗज़ʢόΠϯμδΣοτ�%ϓϦϯλʣΛԠ༻ͯ͠ηϥϛο
ΫͷݪྉคΛϙʔϥεମʹੵ͠ܗɺKISTEC͕༗͢ΔηϥϛοΫεʹؔ͢Δ༷ʑ
ͳٕज़ੳɾධՁٕज़Λ׆༻͢Δ͜ͱͰɺϙʔϥενϟοΫʹ༻Մͳηϥϛο
ΫϙʔϥεମΛ։ൃ͢Δ͜ͱΛతͱ͍ͯ͠·͢ɻॳɺόΠϯμδΣοτ�%ϓ
ϦϯλͰੵͨ͠ܗΞϧϛφคܗମͷࢷɾম݁Λ͍ߦɺຊϓϩηε͕༗ޮ
Ͱ͋Δ͜ͱΛ֬ೝ͠·ͨ͠ɻ2ͷྩ2ΞϧϛφคͷཻܘΛมԽͤͨ͞ͱ
͖ͷؾͷมԽʹ͍ͭͯݕ౼͠·ͨ͠ɻؾݪྉคཻʹΑͬͯมԽ͢Δ͜ͱ
͕͔Γɺϙʔϥεମͷؾͷ੍͕ޚՄͰ͋Δ͜ͱΛ֬ೝ͠·ͨ͠ɻ

バインダジェット 3D プリンタを用いたセラミックポーラス体の造形とその焼成
株式会社吉岡精工　株式会社 ExOne　KISTEC 機械・材料技術部

ΞϧϛφͷཻΛมԽͤͨ࣌͞ͷؾͱ৫ͷมԽ

100μm 100μm

500μm 500μm

アルミナ粒径 : 60μm アルミナ粒径 : 120μm

気孔率 : 49.9％ 気孔率 : 39.8％

ɹۙɺൃిੑ͕͘ߴɺബບԽϑϨΩγϒϧԽ͕ظͰ͖ΔϖϩϒεΧΠτଠཅి
ʢPSCʣ͕ ͞Ε͍ͯ·͢ɻPSC࡞ਅۭϓϩηε͕ෆཁͰɺ༹ӷృʹΑΔఔͰ
͋ΔͨΊଟ͘ͷࢀ͕ۀاೖΛݕ౼͠·͕͢ɺ࣌ݱͰखۀ࡞ʹΑΔ࡞ʹཔ͍ͬͯΔ
ͨΊੑݱ࠶ͱาཹ·Γ͕͘ɺڀݚͷᐫʹͳ͍ͬͯΔঢ়ଶͰ͢ɻ
ɹຊڀݚͰɺ࠷ద࡞݅ΛࠐΜͩPSCࣗಈஔΛ։ൃ͢Δ͜ͱΛతͱ͠
͍ͯ·͢ɻ࡞ͷࣗಈԽ͕࣮ݱͰ͖Εɺݧܦʹؔͳ҆͘ఆͨ͠ບ͕ՄͱͳΓɺ
Λେ෯ʹՃͤ͞Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻೋͱͳΔຊυϥϑτʹઃஔ͠ɺڀݚ
εϐϯίʔλʔΛऩೲ͢ΔυϥΠϘοΫεͷ࡞ࢼΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ
ɹPSC࣪ͷӨڹΛड͚͘͢ɺ࡞ظ࣌ʹΑͬͯੑ͕େ෯ʹมಈ͠·͢ɻେؾΑ
ΓएߴׯΊͷѹྗʹઃఆͨ͠ૉΨεΛυϥΠϘοΫεʹྲྀ͢͜ͱʹΑΓ࣪Λ
͑͘Δ͜ͱ͕Ͱ͖ɺੑݱ࠶ΛߴΊΔ͜ͱ͕ՄͱͳΓ·͢ɻ͞Βʹɺυϥϑτʹઃ
ஔ͢Δ͜ͱͰؾԽ༹ͨ͠ഔΛਝʹഉग़ͯ͠ऀۀ࡞ͷ҆શΛकΓ·͢ɻ

省力化・自動化システムを備えたペロブスカイト太陽電池製造及び評価装置の開発
桐蔭横浜大学，ペクセル・テクノロジーズ株式会社，アステラテック株式会社，KISTEC 川崎技術支援部

υϥϑτʹઃஔͨ͠υϥΠϘοΫε

ϚΠΫϩ೩ྉిͱEOϙϯϓͷଓͷ༷ࢠ
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ステンレス表面の改質が抗菌作用に与える影響の評価と事業化
株式会社サーフテクノロジー、学校法人関西大学、KISTEC 研究開発部

ɹΠϧεەࡉͷײછϦεΫΛԼ͛ɺੜڥ׆Λ্ͤ͞Δ
͜ͱඇৗʹॏཁͳ՝Ͱ͢ɻͦͷͨΊɺ༷ʑͳࡎە߅߅
ΠϧεࡎΛృɺ࿅Γ͜ΈΛ͢ΔΑ͏ͳڀݚ։ൃ͕ਐΊΒΕͯ
͍·͕͢ɺༀࡎʹΑΔײછ੍ޚༀࡎੑەมҟΠϧεͷ
ੜʹͭͳ͕ΔՄੑ͕͋ΓɺࣾձతͳͱͳΔ͜ͱ͕͋Γ࢈
·͢ɻͦͷͰɺϚΠΫϩσΟϯϓϧॲཧʢ.%ॲཧʣΛͨͬߦ
εςϯϨεද໘ʹΑΔ࡞ە߅༻ಛผͳༀࡎΛ༻͢Δ͜ͱ͕
ͳ͍ͨΊɺੑەมҟΠϧεͷ࢈ੜΛ༧͠ͳ͕Βɺײછ
ϦεΫΛԼ͛ΔՄੑ͕͘ߴɺඇৗʹ༗ޮͳە߅ՃͱͳΔ

Մੑ͕͍ߴͷͰ͢ɻຊڀݚͰɺͦͷද໘ॲཧͷঢ়گͱ߅
Δ͢شΛൃՃە߅Δ͜ͱͰɺޮతͳ͢౼ݕΛਂ͘༺࡞ە
։ൃͱͦͷۀࣄԽΛతʹݕ౼Λ͍ͯͬߦ·͢ɻ
ɹॳɺεςϯϨεࡐͷ.%ॲཧͷ݅Λݕ౼͠ɺͦ
ͷද໘ܗঢ়ͱٴੑە߅ͼݕ͍ͯͭʹੑەࡴ౼Λ͍ߦ·ͨ͠ɻॳ
Ίʹ2छྨͷ.%ॲཧ݅ʹΑΔද໘ܗঢ়ͷҧ͍ʹ͍ͭͯݕ౼
͠ɺද໘ૈ͞ύϥϝʔλʹҧ͍͕͋Δ͜ͱΛ໌Β͔ͱ͠·ͨ͠ɻ
͞Βʹɺ͜ͷ2छྨͷ.%ॲཧ໘ʹΑΔੑە߅Λ֬ೝ͠ɺେ
ەʹରͯ͠ޮە߅͍ߴՌ͕ಘΒΕΔ͜ͱΛ֬ೝ͠·ͨ͠ɻ

.%ॲཧΛͨͬߦද໘ը૾ ֤छ.%ॲཧ໘ͷେەʹର͢Δྗە߅ධՁ݁ݧࢼՌ

極短深紫外ファイバーレーザによる基板のマイクロ加工装置の研究開発
株式会社クォークテクノロジー、株式会社ファシリティ、KISTEC 電子技術部

ɹݱঢ়ͷϨʔβʹΑΔՃۙ֎Ҭޫ͕ओྲྀͰ͋Γɺࣗಈं ͰͷۃύϧεԽΛ͓ͯ͠ࢦΓɺࣜגձࣾΫΥʔΫςΫϊϩδʔ
Λ͡Ίͱ͢ΔۚଐɾΨϥεͷՃʹ༻͍ΒΕ͍ͯ·͢ɻ͠ ͷϨʔβޫݯͱɺࣜגձࣾϑΝγϦςΟͷۦಈٕޚ੍ܥज़Λ
͔͠ɺ༗ࡐػྉඍࡉՃʹݶք͕͋Γɺޙࠓਂࢵ֎ҬϨʔ Έ߹ΘͤΔ͜ͱͰɺϚΠΫϩՃஔͷڀݚ։ൃΛਐΊ͍ͯ·͢ɻ
βͷظ͕༺׆͞Ε͓ͯΓɺ͞ΒʹՃਫ਼ࡐྉͷμϝʔ ɹ͜Ε·ͰʹɺϨʔβޫݯͱͯ͠ɺ10�0ONɺ�QTɺ100.)[
δݮͷ؍͔ΒύϧεͳϨʔβՃͷχʔζ͕ߴ·Δ͜ ʹ͓͍ͯɺ�N8ͷग़ྗΛಘΒΕ͍ͯ·͢ɻߋʹɺS)(ʢୈ2ߴ
ͱ͕ظ͞Ε͍ͯ·͢ɻຊڀݚͰɺϑΝΠόʔϨʔβΛޫݯ ௐൃੜʣʹ ΑΓपมΛ͍ߦɺ2ഒʢ�1�ONʣͰͷग़ྗ
ͱ͢ΔࣄͰখܕԽΛૂ͍ɺφϊඵΑΓۃύϧεԽͨ͠ਂࢵ ֬ೝ͍ͯ͠·͢ɻޙࠓɺୈ�ɺୈߴ�ௐൃੜʹΑΓɺ���ON
֎ઢΛ༻͍ͨίϯύΫτͳϚΠΫϩՃஔΛ։ൃ͍ͯ͠·͢ɻ ͱ2��ONͰͷϨʔβൃৼΛ͠ࢦ·͢ɻ
ɹ՝Ͱ͋ΔϨʔβޫݯͱͯ͠ɺϑΝΠόʔϨʔβͷ10�0ON

ϨʔβՃஔ։ൃͷ࣮ݧ෩ܠ ։ൃதͷখܕU7Ϩʔβൃৼ෦



KISTEC ANNUAL REPORT 2021 2�

ݚ
ڀ
։
ൃ

研究開発 事業化促進研究

電解ミスト抑制法の開発
合同会社アイル・MTT、旭産業株式会社、KISTEC 化学技術部

ɹΫϩϜΊ͖ͬͷఔͰਫͷిؾղʹͱͳͬͯਫૉΨεࢎૉΨε͕ൃੜ͠·͢ɻͦͯ͜͠ΕΒͷΨεͱͱʹΊ͖ͬӷ͕ඈ
ລͱͯ͠ಉ͠ɺ༗ͳ�ՁΫϩϜΛؚΉϛετ͕Ί͖ͬ૧͔Βඈ͠ࢄ·͢ɻ�ՁΫϩϜඓ௵ᙾɺඓதִઠɺؾಓোɺൽෘো
ඞཁͱͳΓ·͢ɻ͕ࡦɺԿΒ͔ͷର্ڥۀ࡞ɺώτʹରͯ͠ൃ͕Μੑ͋ΔͨΊɺ͜͠ىΛҾ͖ো߁ͷ݈
ɹຊڀݚͰɺϛετࡎࢭΛ༻͍ͯΊ͖ͬӷ͔ΒϛετΛ੍Ͱ͖Δख๏Λ։ൃ͢Δ͜ͱΛతͱ͠·ͨ͠ɻॳɺ҆ՁͰࢎ
Խղ͞Εʹ͍͘ք໘ࡎੑ׆Λϛετࡎࢭͱͯ͠બ͠ɺີணੑ݁ݧࢼՌ͔Β͜ͷք໘ࡎੑ׆ΫϩϜΊ͖ͬͷີணੑʹӨ͠ڹͳ
͍͜ͱΛ֬ೝ͠·ͨ͠ɻ·
ͨɺք໘ࡎੑ׆ͷ๐ລͰΊͬ
͖ӷද໘Λ෴ͬͯΫϩϜ
Ί͖ͬॲཧΛͨͬߦ߹ɺ
௨ৗͷ߹ͱൺͯɺ�Ձ
ΫϩϜͷϛετ͕1ʗ1�0
ҎԼʹ੍Ͱ͖·ͨ͠ɻࠓ
ͷೱఴࡎੑ׆ք໘ޙ
Ճ๏Λม͑ͯɺޮՌతʹ
ϛετ੍Ͱ͖Δ݅Λݕ
౼͢Δ༧ఆͰ͢ɻ ௨ৗͷిղΊ͖ͬ ๐ລͰද໘Λ෴ͬͨ࣌ͷిղΊ͖ͬ

超長寿命形状記憶合金「ウルトラニチノール」の実用化に向けた熱処理工程開発
東京工業大学、株式会社古河テクノマテリアル、KISTEC 機械・材料技術部

ɹܗঢ়هԱ߹ۚʹੑͱܗঢ়هԱޮՌ͕͋Γ·͕͢ɺ࣮༻Խ΄΅χνϊʔϧ߹ۚͷੑΛར༻ͨ͠ͷʹݶΒΕ͍ͯ·͢ɻ
͜Εɺܗঢ়هԱޮՌΛར༻ͨ͠߹ɺ܁Γฦͯ͠༻͢Δ͜ͱʹΑΓػྼԽ͕͖ى͍͢͜ͱʹݪҼ͕͋Γ·͢ɻ౦ۀژେֶ
ʹΑΓ։ൃ͞Ε ʮͨϧτϥχνϊʔϧʯɺ͜ͷػྼԽͷΛղܾ͢ΔͨΊʹ։ൃ͞Εͨ߹ۚͰඇৗʹ͍ߴੑٱΛ͓ͯͬ࣋Γɺ
࣮༻ԽͷͨΊʹॲཧఔͷ։ൃ͕ٻΊΒΕ͍ͯ·͢ɻ
ɹຊڀݚͰɺ౦ۀژେֶͷϧτϥχνϊʔϧʹؔ͢Δڀݚγʔ
ζͱKISTECͷؒՃٴͼࡐྉධՁٕज़ɺʢגʣݹՏςΫϊϚς
ϦΞϧͷ߹ٕۚज़Λۀࣄͯ͠༺׆ԽʹऔΓΜͰ͍·͢ɻॳ
ภੳɾੳग़ڍಈͷղੳͱΠϯΰοτͷεέʔϧΞοϓʹऔ
ΓΈɺඪͷΛͭ࣋४ۀϨϕϧͷΠϯΰοτ࡞ʹޭ
͠·ͨ͠ɻޙࠓɺؒՃݧࢼੑͱภੳɾੳग़ڍಈͷߋͳΔղ
ੳʹΑΓؒ݅ͷ࠷దԽΛ͠ࢦ·͢ɻ

؍֎ͨ͠Πϯΰοτͷ࡞

高速伝送用 FPC の製造技術及び電磁ノイズ低減技術の研究開発
山下マテリアル株式会社、青山学院大学、KISTEC 電子技術部

ɹ௨৴ΠϯϑϥͷੈքͰୈ�ੈҠಈ௨৴γεςϜʢ�(ʣͷαʔϏε
։࢝ʹ͍ɺ100(ɺ�00(ɺ�00(CJUʗTͷߴૹେ༰ྔԽʹ͚
ͯσʔληϯλʔͳͲͷؒثػΛޫ͙ܨτϥϯγʔόϞδϡʔϧͷߴ
Խ͕ਐΜͰ͓Γɺബ͘۶ੑۂΛͭ࣋ϑϨΩγϒϧϓϦϯτઢ൘ʢ'PCʣ
ʹ1ઢͨΓɺ(ʙ100(CJUʗTͷૹΛՄͱ͢Δੑͷཁ
ɻ͢·͍ͯͬ·ߴ͕ٻ
ɹຊڀݚͰ੨ֶࢁӃେֶ͕࣓ిݩ࣍�ͭ࣋քγϛϡϨʔγϣϯٕज़
ͱKISTEC͕ߴͭ࣋पଌఆٕज़Λ׆༻͠ɺࢁԼϚςϦΞϧʢגʣ͕ ߴ
ૹ༻'PCͷٕज़ͷڀݚ։ൃʹऔΓΜͰ͍·͢ɻॳɺ
ઢ࿏ԼͷάϥϯυʹվྑΛՃ͑Δ͜ͱͰج൘ްΛैདྷͷͱͨ͠
߹ʹ͓͍ͯಉͷૹੑΛ࣮͠ݱɺ·ͨɺ'PCͷߏͷ··Χʔ
υΤοδίωΫλͷᝮ߹ΛՄͱ͢Δٕज़Λ։ൃ͠·ͨ͠ɻޙࠓ
࣮༻Խʹ͚ͨվྑΛਐΊɺߴૹ༻'PCͷڀݚ։ൃʹऔΓΜͰ
༧ఆͰ͢ɻ͘ߦ ൘ج࡞ࢼૹ༻'PCߴ
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はじめに
ɹʢݚࠃʣ৽ΤωϧΪʔɾٕۀ࢈ज़૯߹։ൃߏػʮੈ࣍ਓ
ɾϩϘοτͷத֩ͱͳΔΠϯςάϨʔτٕज़։ൃʯͷϓϩδΣ
Ϋτʹ͓͍ͯɺྩݩΑΓੑࢦΤωϧΪʔଯੵ๏

ʢ%JSFDUFE EOFSHZ %FQPTJUJPOʀ%E%ʣʹ ΑΔۚଐੵٕज़
ʹؔ͠ɺՃ݅ͷػցֶशʹΑΔࣗಈબఆٕज़ͷ։ൃʹऔΓ
ΜͰ͍·͢ɻ͜ͷ2ؒͰଟ͘ͷֶश༻σʔλͷऔಘͱΞϧ
ΰϦζϜͷ։ൃΛ͍ߦɺػցֶशͷͷͮ͘ΓͰͷ༗༻ੑ
Λ໌Β͔ʹ͖ͯ͠·ͨ͠ɻ

DEDについて
ɹߴग़ྗͷϨʔβޫΛۚଐࡐྉͷද໘ʹরࣹ͢Δͱද໘ͷҰ෦
༹͕༥͠·͢ɻͦ͜ʹۚଐ·ͨԽ߹คΛͭͭ͠څڙϨʔ
βΛࠪ͢Δ͜ͱͰɺࡐجͱҟͳΔͱಛੑΛͭ࣋ଯੵΛ
ͤ͞Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ͔͠͠ɺଯੵ݅ͷ߲ଟ͘ɺܗ
దਖ਼ͳ݅ΛٻΊΔʹ͍ؒظΛඞཁͱ͠·͢ɻ

成果
①堆積層厚みの予測
ɹ࣭ߗͳଯੵຎੑ͕ཁ͞ٻΕΔ෦ҐͰ༻͍ΒΕ·͢ɻ

ΕΔଯੵްΈҟͳ͞ٻΕΔ෦ҐͰͷຎྔʹԠ͡ཁ͞༺
Γ·͢ɻ͜͜Ͱ߹্ۚ߯ʹߴ۩߯คΛ༻͍݅Λ
มੵͭͭ͠ߋΛ͍ߦɺػցֶशʹΑΓްΈͷ༧ଌ͕ՄͰ͋
Δ͜ͱΛ͠ূݕ·ͨ͠ɻ
②溶融金属温度予測
ɹ࣮݁ݧՌͷߟʹΑΓɺϨʔβরࣹҬʹੜ༹ͨ͡༥ۚଐͷԹ
͕ଯੵʹൃੜ͢Δܽؕͱؔ࿈͕͋Δ͜ͱ͕͔͖ͬͯ·
ͨ͠ɻྫ͑Թ͕͍ߴ߹ʹɺεύολͱݺΕΔখ͞ͳ
༹ణ͕ࡐجͷ༹༥Ҭ͔Βଟ͘ൃੜ͠ɺଯੵதʹϒϩʔϗʔϧ

ʢؾʣͱ͍͏͕ܽؕൃੜ͠·͢ɻεύολͷൃੜঢ়گΛߴ
ΧϝϥͰࡱӨɾ֬ೝ͢ΔͱͱʹɺػցֶशʹΑΓԹ༧ଌ͕
ՄͰ͋Δ͜ͱΛ͠ূݕ·ͨ͠ɻ

次に向けて
ɹ͜Ε·Ͱओʹమ߯ܥคʹ͓͚ΔϓϩηεϚοϓͷ༧ଌɺ
ɻຊϓϩδΣͨ͠·͖ͯ͠ࢪΛ࣮ূݕຎੑͷ༧ଌͷ͞ߗ
ΫτΓ�ؒͱͳΓ·ͨ͠ɻϓϩδΣΫτऴྃޙͷ࣮༻Խ
ͱద༻ൣғΛ֦͛ۚ߹جɺίόϧτۚ߹جɺχοέϧ͚ʹ
͍͖ͯ·͢ɻ·ͨڀݚձΛઃཱ͠ɺ%E%ʹؔ͢Δใڞ༗ͱ
ɻ͢·͍ߦΛ্։ൃதͷγεςϜͷ൚Խੑͷࡏݱ

提案公募対応型新技術研究開発

レーザ加工の知能化による製品への応用開発期間の半減と、
不良品を出さないものづくりの実現

ଯੵͷࣜਤͱ݅Ҽࢠ

ਅͱஅ໘ϚΫϩ৫ࣸਅࣸ؍֎คʹΑΔଯੵͷ߯۩ߴ

؍ΧϝϥʹΑΔ༹༥ۚଐͷߴ

ଯੵްΈͷূݕ

༹༥ۚଐԹͷূݕ

༧ଌͨ͠ଯੵްΈ	NN


༧ଌ༹ͨ͠༥ۚଐԹ	ˆ
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研究開発 経常研究

経常研究❶

音響パラメータを用いた垂直入射吸音率の
理論予測
●研究期間：平成 30 年 4 月～
●実施場所：海老名本部
●研究担当：機械・材料技術部　機械計測グループ

研究概要
ɹՈిػۀ࢈ցΛ͡Ί༷ʑͳثػʹରͯ͠ɺԻৼಈʹ
ΘΔཁै͕ٻདྷʹ૿ͯ͠ߴ·͍ͬͯ·͢ɻ૽Իରࡦʹଟ͘༻
͞ΕΔٵԻࡐͷબఆ։ൃͷࡍʹɺ࣮ଌఆʹΑΔධՁ͚ͩͰ
ͳ͘ɺٵԻΛࢉܭʹΑͬͯٻΊΔ͜ͱ͕ɺ։ൃؒ࣌ͷॖ
ίετݮʹ༗ޮͰ͢ɻ
ɹਤ1KISTECͰอ༗͢ΔਨೖࣹٵԻଌఆஔͰ͢ɻ͜
ͷஔɺٵԻࡐͷਨೖࣹٵԻͷ΄͔ɺԻڹύϥϝʔλʢಛ
ੑΠϯϐʔμϯεٴͼൖఆʣΛܭଌ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ
ຊڀݚͰɺԻڹύϥϝʔλΛ༻͍ͯɺᶃٵԻࡐͷް͞Λมߋ
ͨ͠߹ɺᶄೋछྨͷٵԻࡐΛੵͨ͠߹ɺᶅٵԻࡐͷഎޙ
ԻΛཧ༧ଌ͢Δٵ͕͋Δ߹ͷ�௨Γͷਨೖࣹؾۭʹ
ϓϩάϥϜΛ࡞͠·͠ ʢͨਤ2ʣɻ
ɹҰྫͱͯ͠ɺް͞�0NNͷάϥεʔϧͷਨೖࣹٵԻ
ͷཧ༧ଌͱ࣮ଌͷൺֱΛਤ�ʹࣔ͠·͢ɻཧ༧ଌɺ
ް͞20ᶱͷάϥεʔϧ͔ΒಘΒΕͨԻڹύϥϝʔλΛ༻͍
ग़͞ΕͨͰ͢ɻશपʹΘͨΓɺ࣮ଌͱΑ͘Ұக͠ࢉͯ
͍ͯ·͢ɻ·ͨɺάϥεʔϧʢް͞ 20ᶱʣͱϨλϯʢް͞
2�NNʣΛੵͨ͠߹ͷ݁ՌΛਤ�ʹࣔ͠·͢ɻͪ͜Βɺ
શपʹΘͨΓɺྑͳ݁Ռ͕ಘΒΕ·ͨ͠ɻ
ɹޙࠓɺٵԻࡐͷਹີྲྀΕ߅ͳͲ͔ΒԻڹύϥϝʔ
λΛٻΊΔཧ༧ଌϓϩάϥϜΛ࡞͠ɺKISTECͰͷٕज़ࢧ
ԉʹ׆༻͍ͯ͘͠༧ఆͰ͢ɻ

ਤ2ɹਨೖࣹٵԻͷཧ༧ଌ

ਤ�ɹάϥεʔϧʢް͞�0ᶱʣͷਨೖࣹٵԻ

ਤ1ɹਨೖࣹٵԻଌఆஔ

ਤ�ɹάϥεʔϧʢް͞20ᶱʣͱϨλϯʢް͞2�ᶱʣΛੵͨ͠߹ͷ
ਨೖࣹٵԻ

2�
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研究開発 経常研究

経常研究❷

試作用ナノインプリント用金型に
ついての検討
●研究期間：令和 2 年 4 月～
●実施場所：海老名本部
●研究担当：電子技術部　電子材料グループ

研究概要
ɹࣸਅࡱӨͰੜ͡ΔΰʔετϑϨΞΛ੍͢Δແࣹߏମɺ
ද໘ʹܗͨ͠पظతͳφϊߏʢφϊपߏظʣʹ ΑΔߏ৭
ͳͲද໘ʹφϊߏମΛܗ͢Δ͜ͱʹΑΓɺද໘ʹޫֶతͳ
ʹΑΓɺૄਫੑΛࣔߏظΛ༩Ͱ͖·͢ɻ·ͨɺφϊपػ
ྉද໘Λૄਫੑද໘ࡐྉද໘ΛਫੑɺਫੑΛࣔ͢ࡐ͢
ͷಛੑΛม͑Δ͜ͱ͕ՄͰ͢ɻߋʹɺઈԑࡐྉͷද໘ʹۚଐ
φϊपߏظΛܗ͢Δ͜ͱͰɺࡏہද໘ϓϥζϞϯڞ໐ͱ
Γ·͢ɻ͜ى͕ݱΛஶ͘͠૿෯ͤ͞ΔڧΕΔඍऑͳޫͷݺ
͜ͷݱɺόΠΦηϯαͳͲʹར༻͞Ε͍ͯ·͢ɻ
ɹ͜ΕΒͷΩʔϫʔυͱͳΔφϊपߏظΛ؆୯ʹܗ͢Δٕ
ज़ͱͯ͠ɺϋϯίͷΑ͏ʹ্ۚܕͷඍࡉͳܗঢ়ΛथࢷͳͲͷ೪
ੑମʹసࣸ͢ΔφϊΠϯϓϦϯτٕज़͕͞Ε͍ͯ·͢ɻ
͔͠͠ɺφϊΠϯϓϦϯτٕज़ʹ༻͍Δۚܕͷʹɺ

ίετ͕͔͔Δಋମٕज़Λଟ͘༻͢ΔͨΊɺۚ࡞ܕͷ
ఔΛ͢ݮΔඞཁ͕͋Γ·͢ɻͦͯ͠ɺφϊΠϯϓϦϯτΛ
༻͍ͨϥΠϯͷߏஙͰ͍͔ʹۚܕͷ࡞අ༻Λ͑Δ͜
ͱ͕ॏཁͳ՝ͱͳ͍ͬͯ·͢ɻ
ɹຊڀݚͰɺγϦίϯΛؚ༗͢ΔथࢠిʹࢷઢϦιάϥϑΟ
Λ͍ߦɺ্ۚܕͷφϊपߏظ෦Λܗ͠ɺۚܕͷίε
τΛԼ͛Δ͜ͱΛ͠ࢦ·ͨ͠ɻͦͯ͠ɺγϦίϯΛؚ༗͢Δ
थ ࢷ ͷ Ұ छ Ͱ ͋ Δ ਫ ૉ γ ϧ η ε Ω Φ Ω α ϯʢ)ZESPHFO
SJMTFTRVJPYBOFɿ)S2ʣʹ ฐॴ͕อ༗͢Δిࢠઢඳըஔ

ʢELS�S�0ʣΛ༻͍ͯిࢠઢඳըΛ͍ߦɺࣸਅʹࣔ͢Α͏ͳۚܕ
Λ͠࡞ࢼ·ͨ͠ɻͦͷ݁Ռɺܕۚͨ͠࡞ࢼʹܕॲཧΛ͍ߦɺ
φϊΠϯϓϦϯτٕज़ʹ͓͚Δ༗༻ੑΛݕ౼͠·ͨ͠ɻ
ɹޙࠓɺφϊΠϯϓϦϯτٕज़Λ༻͍ͨ։ൃͳͲͷٕज़
ԉʹऔΓΉ༧ఆͰ͢ɻࢧ

IQ�200ONͷύλʔϯIQ�100ONͷύλʔϯ

IQ͕100ɼ200ɼ�00ɼ�00ONͷύλʔϯ܈
ʢްΈɿ��0ONʣ


ELS�S�0	ઢඳըஔࢠిͨ͠༺ ܕۚ༺φϊΠϯϓϦϯτͨ͠࡞ࢼ

�0
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研究概要
ɹΫϩϜɺΊ͖ͬɺإྉɺεςϯϨε߯ͳͲɺۀతʹ෯
ՁΫϩϜԽ߹͋Δ͍ՁࡾΕ͓ͯΓɺࣗવքͰ͞༺͘
ΫϩϜԽ߹ͷঢ়ଶͰଘ͍ͯ͠ࡏ·͢ɻࡾՁΫϩϜਓମʹඞ
ਢͳ࣭Ͱ͕͢ɺՁΫϩϜࢎԽྗ͕͕ൃ͘ڧΜੑΛͭ࣋༗
ͳ࣭Ͱ͢ɻྩ2�݄ʹਫಓ๏͕Ұ෦վਖ਼͞ΕɺՁΫ
ϩϜԽ߹ͷਫ࣭ج४͕0�0�NH�LҎԼ͔Β0�02NH�LҎԼʹ
ೱͷՁΫϩϜۃԽ͞Ε·ͨ͠ɻͦͷͨΊɺਫಓਫதͷڧ
Λਖ਼֬ʹੳ͢Δ͜ͱ͕ٻΊΒΕ͍ͯ·͢ɻ
ɹਫಓਫதͷՁΫϩϜͷੳ݁ՌͷଥੑΛ֬ೝ͢Δʹɺ
ՁΫϩϜͷೱ͕͚͞Εͨਫ࣭ඪ४࣭͕ඞཁʹͳΓ·
͢ɻ͔͠͠ɺՁΫϩϜͷ҆ఆੑʹؔ͢Δ͕ݟগͳ͍ͷͰɺ
ՁΫϩϜͷೱ͕͚͞Εͨਫ࣭ඪ४࣭͍·ͩʹ։ൃ
͞Ε͍ͯ·ͤΜɻͦ͜ͰɺຊڀݚͰɺՁΫϩϜੳ༻ͷਫ
ಓਫඪ४࣭Λ։ൃ͢Δ͜ͱΛతͱ͠·ͨ͠ɻ

ɹՁΫϩϜੳ༻ͷਫಓਫඪ४࣭ɺՁΫϩϜ͕ΞϧΧ
ϦੑͰ҆ఆͰ͋Δͱ͍͏ੑ࣭Λར༻ͯ͠ɺਫಓਫʢQ)���ʣʹ 
ՁΫϩϜඪ४༹ӷΛఴՃͯ͠ੑࢎԽͤͣʹ࡞͠·͠ ʢͨਤ1ʣɻ
ਫಓਫඪ४࣭ͷՁΫϩϜೱδϑΣχϧΧϧόδυޫٵ
ޫ๏ʢਤ 2ʣͰٻΊ·ͨ͠ɻͦͷ݁ՌɺՁΫϩϜೱ
0�0�1NH�LͰͨ͠ɻ·ͨɺޫٵࢠݪੳ๏ʢਤ�ʣͰਫಓਫඪ
४࣭ͷશΫϩϜೱΛଌఆͨ͠ͱ͜ΖɺશΫϩϜೱ
0�0�1NH�LͰɺՁΫϩϜೱͱҰக͠·ͨ͠ɻ͞Βʹɺਫ
ಓਫඪ४࣭ेʹ࣭ۉͰɺ12͔݄ؒ҆ఆͰ͋Δ͜ͱ
͔Γ·ͨ͠ɻຊڀݚͰ࡞ͨ͠ՁΫϩϜੳ༻ͷਫಓਫඪ४
࣭ਫಓਫதͷՁΫϩϜͷੳ݁Ռͷଥੑ֬ೝʹ༻͢
Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ

〉〉〉近年の論文発表など
1� T� IOVJ )� SIJSPUB S� SBLBP lPSFQBSBUJPO PG B RFGFSFODF .BUFSJBM GPS UIF %FUFSNJOBUJPO PG )FYBWBMFOU CISPNJVNJO TBQ 8BUFSzAOBMZUJDBM

SDJFODFT �� 1���	201�
�

経常研究❸

六価クロム分析用水道水標準物質の
開発に関する研究
●研究期間：平成 30 年 4 月～令和 3 年 3 月
●実施場所：海老名本部
●研究担当：化学技術部　化学評価グループ

ਤ1ɹ࡞ͨ͠ਫಓਫඪ४࣭
ʢՁΫϩϜೱɿ0�0�1NH�Lʣ

ਤ2ɹޫޫܭ
ʢՁΫϩϜͷఆྔʣ

ਤ�ɹޫٵࢠݪੳஔ
ʢશΫϩϜͷఆྔʣ

�1

ݚ
ڀ
։
ൃ

研究開発 経常研究
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経常研究❹

光触媒反応における中間生成物の分析
―悪臭物質の完全分解にむけて―
●研究期間：令和 2 年 4 月～
●実施場所：溝の口支所
●研究担当：川崎技術支援部　川崎技術支援部　材料解析グループ　

ਤ1ɹޫ৮ഔੑධՁஔͷུ֓ਤ

ਤ�ɹ༹ഔநग़ʹΑΔΨεͷੳ

ਤ2ɹενϨϯͱೋࢎԽૉೱͷਪҠ

ਤ�ɹΦκϯΛซ༻ͨ͠ͱ͖ͷதؒੜ

研究概要
ɹѱषࢭ๏ʹఆΊΒΕΔಛఆѱष ʢ࣭22࣭ʣͷதʹɺ
ϕϯθϯΛ༗͢Δྔࢠͷେ͖͍Խ߹͕͋Γ·͢ɻ͜ΕΒ
ޫ৮ഔԠʹ͓͚ΔղաఔͰதؒੜΛੜ͢Δ͜ͱ͕
ΒΕ͍ͯ·͢ɻޫ৮ഔͷੑධՁͰɺۭؾਗ਼ড়Խͷ؍͔
Βɺର࣭ͷશղΛ֬ೝ͢Δ͜ͱ͕·͘͠ɺதؒੜ
ͷఆੑɺఆྔԽ͕ٻΊΒΕ·͢ɻͦ͜ͰɺຊڀݚͰɺ
શղΛݟਾ͑ͨ7OCTʢੑൃش༗ػԽ߹ʣղੑධՁํ๏
ͷཱ֬ΛతʹɺதؒੜͷఆੑɺఆྔԽʹ͍ͭͯݕ౼͠·
ͨ͠ɻѱषͱੜ͞ΕΔೋࢎԽૉʢCO2ʣͷੳʹޫ
Իڹޫ๏ΛɺඍྔͳதؒੜͷੳʹัूʹΑΔ༹ഔ

நग़Λར༻ͨ͠(C�.S๏Λ༻͍·͠ ʢͨਤ1ʣɻͦͷ݁Ռɺε
νϨϯͷղྔʹରͯ͠CO2 ͷੜྔগͳ ʢ͘ਤ2ʣɺCO2

·Ͱղ͍ͤͯ͞ͳ͍தؒੜͷଘ͕ࠦࣔ͞ࡏΕ·ͨ͠ɻ༹
ഔநग़Λར༻ͨ͠(C�.S๏ʹΑͬͯɺԠதͷഉؾΨεʹ
ϕϯζΞϧσώυؚ͕·ΕΔ͜ͱ͕͔Γ·͠ ʢͨਤ�ʣɻ·ͨɺ
ޫ৮ഔͷԠ݅Λม͑ͨͱ͖ʹੜ͢ΔதؒੜͷԽֶछ
ʹࠩҟ͕͋Δ͜ͱ͕͔Γ·͠ ʢͨਤ�ʣɻຊख๏ʹΑͬͯɺ͜
Ε·ͰͷCO2 ੜྔΛ͏ޫ৮ഔੑධՁ͔ΒԠߏػʹҰ
า౿ΈࠐΜͩੑධՁΛ͜͏ߦͱ͕Ͱ͖ɺޫ৮ഔؔ࿈ͷ։
ൃɺੑٱͳͲͷ࣭ཧͷԠ༻͕ظͰ͖·͢ɻ
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【概要】
ɹѹྗΛม͑ͳ͕ΒૉΨεΛࢼྉʹٵணͤ͞ɺͦͷٵணྔ͔
Βൺද໘ੵࡉΛଌఆ͢ΔஔͰ ʢ͢ਤ1ʣɻϚΠΫϩʢ2
ONҎԼͷࡉʣϝιʢ2ʙ�0ONͷࡉʣΛ༗͢Δଟମ
φϊཻࢠͷධՁʹ༻͍·͢ɻ

【成果】
ɹྩ2�݄ʹஔΛಋೖ͠ɺґཔݧࢼԽɾۀࣄԽࢧ
ԉۀࣄͰࢧۀاԉʹཱ͖ͯͯ·ͨ͠ɻ
ɹ͜͜Ͱɺྩ2͔Β։ࣇࣛͨ࢝͠ౡٕۀݝज़ηϯλʔ
ͱͷڞಉڀݚʹ͓͚ΔଌఆྫࣄΛհ͠· ʢ͢Q��͝ࢀরԼ
͍͞ʣɻγϥεͱͯ͠༗໊ͳՐࢁग़Λݪྉʹ༻͍ͯɺ
ͦͷද໘ʹӷ૬ԠʹΑΓθΦϥΠτΛੳग़ͤͨ͞ෳ߹ମΛಘ
Δ͜ͱΛతͱ͢ΔڀݚͰ͢ɻ

ɹਤ2ٵணฏߧঢ়ଶͷΨε૬ରѹʹରͯ͠ΨεٵணྔΛϓϩο
τͨ͠άϥϑͰɺٵணԹઢͱݺΕ͍ͯ·͢ɻθΦϥΠτෳ
߹ମͷΨεٵணྔۃѹͰܹٸʹ্ঢ͍ͯ͠Δ͜ͱ͕͔Γ
·͢ɻ͜ΕθΦϥΠτ݁থͷࢠݪྻ͕ܗ͢ΔϚΠΫϩ
ʹ༝དྷ͠·͢ɻSE.Λ༻͍ͯ؍Ͱ͖ͳ͍φϊϝʔτϧα
ΠζͷࡉΛղੳ͢Δ͜ͱͰ͖·͢ɻ#ETϓϩοτͷ
ઢۙࣅʹΑΔൺද໘ੵɺγϥεݪྉ͕1��N2ʗHɺθΦϥΠ
τෳ߹ମ͕1�0N2ʗHͱٻ·Γ·ͨ͠ɻ

【利用分野】
ɹ͜͜Ͱհͨ͠ྫࣄͷଞʹɺిɺηϯαʔɺΠϯΫɺޫ
৮ഔɺإྉɺༀɺԽহɺද໘ͷಛੑ͕ॏཁͳ༷ʑͳࡐྉ
։ൃͷར༻Λఆ͍ͯ͠·͢ɻ
ɹ͓ػʹܰؾցɾࡐྉٕज़෦·Ͱ͓߹ͤԼ͍͞ɻ

試験計測

比表面積・細孔分布測定装置
海老名本部　機械・材料技術部

ਤ1ɹ#ELSORP�NBYII ϚΠΫϩτϥοΫɾϕϧʢגʣ ਤ2ɹٵணԹઢͷଌఆࣄ ʢྫૠೖਤSE.૾ʣ
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ɹKISTECͰɺฏ�ΑΓి҉ࣨɾి࣓γʔϧυࣨʹ
͓͍ͯ E.Cʢిཱ࣓྆ੑɿFMFDUSPNBHOFUJD DPNQBUJCJMJUZʣ
͍ͩͨ༺ͷํʹ͝རۀاɺ͜Ε·Ͱɺଟ͘ͷ࢝͠Λ։ۀݧࢼ
͍͖ͯ·͕ͨ͠ɺ͜ͷͨͼɺ࠷৽ͷ֨نݧࢼʹద߹ͨ͠์ࣹɾ
ಋి࣓քΠϛϡχςΟଌఆγεςϜΛߋ৽͠·ͨ͠ɻ
ɹE.Cݧࢼʹେ͖͚ͯ͘2छྨͷͷ͕͋Γ·͢ɻҰͭɺ
ݶͰܾΊΒΕͨ֨نΒൃੜ͢Δෆཁͳి࣓ϊΠζ͕͔ثػࢠి
ҎԼʹऩ·͍ͬͯΔ͔ΛධՁ͢ΔE.IʢEMFDUSPNBHOFUJD 
IOUFSGFSFODFɿి࣓ʣଌఆɻ͏Ұͭɺ֨نͰܾΊΒΕ
༷ͨʑͳి࣓ϊΠζΛిثػࢠ༩͑ͯɺੑྗΛධՁ͢Δ
ΠϛϡχςΟʢJNNVOJUZɿੑʣݧࢼͰ͢ɻ
์ࣹɾಋి࣓քΠϛϡχςΟଌఆγεςϜͰɺແઢిʹ
ର͢ΔຽੜثػɾҩྍثػɾंثػࡌͷΠϛϡχςΟ͕ݧࢼՄ

ͱͳ͍ͬͯ·͢ɻ
ɹ༷Λදʹࣔ͠·͢ɻಛͱͯ͠ɺຽੜثػɾҩྍثػͷ์
ࣹແઢपి࣓քΠϛϡχςΟݧࢼʹ͍ͭͯɺपൣғ͕
�0.)[ʙ�()[·Ͱ֦ு͞Ε͓ͯΓɺ͞Βʹɺҩྍثػͷϫ
ΠϠϨε௨৴ثػʹ͓͚Δݸผपͷ͕ݧࢼՄͱͳ͍ͬͯ
·͢ɻແઢपి࣓քʹΑͬͯ༠ಋ͢Δಋʹର͢ΔΠϛϡ
χςΟݧࢼʹ͍ͭͯɺLANϙʔτɾUS#ϙʔτઐ༻ͷC%N
Λ༻ҙ͠·ͨ͠ɻंثػࡌʹର͢Δ࿏্ंߦ ଳҬ์ࣹిڱ
࣓ΤωϧΪʔʹΑΔిؾతͷίϯϙʔωϯτํݧࢼ๏
#CIݧࢼʹ͍ͭͯɺ1.)[ʙ�00.)[ʹ͓͍ͯ200NA·Ͱ
ͷ͕ݧࢼՄͰ͢ɻͦͷଞɺ৽͍֨͠نݧࢼͷۙి࣓քΠϛϡ
χςΟݧࢼʢIEC�1000�����ʣʹ ରԠ͓ͯ͠Γɺ࣓ۙిڧ
քͷ͕ݧࢼՄͱͳ͍ͬͯ·͢ɻ

新規導入機器

放射・伝導電磁界イミュニティ
測定システム
海老名本部　電子技術部

仕　様

ి҉ࣨͰͷଌఆ ύϫʔɾΞϯϓ

ຽੜثػɺҩྍثػ

์ࣹແઢपి࣓քΠϛϡχςΟݧࢼ
IEC�1000����ɺIEC�0�01�1�2

ɾ�0.)[ʙ�()[ʹ͓͍ͯ
ɹిքڧ1ʙ107�NʢA.�0�ʣ
ɾҩྍثػͷϫΠϠϨε௨৴ثػʹର͢Δ���.)[

�����()[·Ͱͷݸผपʹ͓͍ͯిքڧ࠷େ2�7�
NʢP.ɺ'.ʣ

ແઢपి࣓քʹΑͬͯ༠ಋ͢Δಋʹର͢Δ
ΠϛϡχςΟݧࢼ

IEC�1000����ɺIEC�0�01�1�2

ɾ1�0L)[ʙ�0.)[ʹ͓͍ͯ
ɹిѹϨϕϧ1ʙ107ʢA.�0�ʣిݯϙʔτɺLANϙʔτɺ

US#ϙʔτରԠ

ثػࡌं
࿏্ंߦ ଳҬ์ࣹి࣓ΤωϧΪʔʹΑΔڱ

ݧࢼ๏ô #CIํݧࢼͷίϯϙʔωϯτతؾి
ISO11��2��

ɾ1.)[ʙ�.)[ʹ͓͍ͯ
ɹిྲྀϨϕϧ�0ʷ'��ʙ200ʷ'��NA
ɾ�.)[ʙ200.)[ʹ͓͍ͯ
ɹిྲྀϨϕϧ�0ʙ200NA
ɾ200.)[ʙ�00.)[ʹ͓͍ͯ
ɹిྲྀϨϕϧ�0ʷ200�'ʙ200ʷ200�'NA
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試験計測

産業用ネットワーク（CC-Link、FL-net、
MECHATROLINK）の認証試験について
海老名本部　情報・生産技術部

ɹKISTECͰɺฏ1�ΑΓCC�LJOLͷݧࢼɺฏ1�Α
Γ'L�OFUͷݧࢼΛ։͓ͯ࢝͠Γɺۀ࢈༻ωοτϫʔΫͷೝূ
ɺ�ͭͷݩͷ࣮Λੵ͓ͯ͠Γ·͢ɻͦͯ͠ɺྩݧࢼ
ͱͯ͠ɺ.EC)ATROLINKʢϝݧࢼωοτϫʔΫͷೝূ༺ۀ࢈
ΧτϩϦϯΫʣͷೝূݧࢼΛ։࢝͠·ͨ͠ɻެઃࢼͰۀ࢈༻ωο
τϫʔΫͷݧࢼΛ࣮͍ͯ͠ࢪΔؔػɺKISTEC͚ͩͰ͢ɻ·ͨɺ
͜ΕΒҎ֎ͷۀ࢈༻ωοτϫʔΫͱͯ͠ɺ%FWJDFNFUɺ
EUIFSCATɺPRO'I#USͳͲଟ͋Γ·͕͢ɺॴͷஂମ͕ಠ
ࣗʹೝূݧࢼΛ࣮͍ͯ͠ࢪ·͢ɻ
ɹ͜͜Ͱɺۀ࢈༻ωοτϫʔΫͱɺͷੜ࢈ϥΠϯΛ੍ޚ
͢ΔίϯϐϡʔλϩϘοτηϯαͳͲΛଓ͍ͯ͠Δઐ༻
ͷωοτϫʔΫͰ͢ɻ࡞ޡಈΛͤͣʹɺ҆શɺ͔ͭɺ҆ఆͯ͠
௨৴Λ͢Δ͜ͱ͕ඞਢͷ݅Ͱ͢ɻͦͷͨΊɺͦͷωοτϫʔ
Ϋʹଓ͢Δ͕ثػɺ֎෦ϊΠζͳͲͷաࠅͳڥ݅Ͱਖ਼
ৗʹ௨৴͢Δ͜ͱΛ֬ೝ͢Δඞཁ͕͋Γ·͢ɻͦΕ͕ɺೝূࢼ
ଓޓΘΕɺϋʔυΣΞɺιϑτΣΞɺద߹ੑɺ૬ݴͱݧ
ੑͳͲʹ͍ͭͯಈ࡞νΣοΫΛ͍ߦɺج४Λຬͨ͢ͱ߹֨ͱͳ
Γ·͢ɻ
ɹͷੜ࢈ϥΠϯΛ੍͢ޚΔίϯϐϡʔλɺϓϩάϥϚϒ
ϧϩδοΫίϯτϩʔϥʢPLCʣͱݺΕɺPLC੍͕͢ޚΔϞʔ
λʔηϯα͕ଟʹͳΔͱઢέʔϒϧ૿͍͖͑ͯ·͢ɻ
ͦͷέʔϒϧͷઢΛলྗԽ͢ΔͨΊʹɺઐ༻ͷωοτϫʔΫ
͕։ൃ͞Ε·ͨ͠ɻলઢʹͳΔͱɺ༻͢Δέʔϒϧͷݮɺ
ઢۀ࡞ͷলྗԽʹΑΓۀ࡞ϛεͷݮগɺؒ࣌ۀ࡞ͷॖɺ࡞
ͳ͕Γ·͢ɻͭʹݮͷ࿑ಇܰऀۀ

ɹྫ͑ɺਤ1ɺCC�LJOLͷݧࢼஔͰ͕͢ɺ1ͷPLCͰɺ
�0ͷೖग़ྗثػΛ੍͓ͯ͠ޚΓɺ੍ޚ৴߸έʔϒϧΛ࿈
ଓͯ͠ଓ͢Δ͜ͱͰɺলઢʹͳ͍ͬͯ·͢ɻ
ɹ·ͨɺۙ࠷ͷۀ࢈༻ωοτϫʔΫɺΠʔαωοτέʔϒϧ
Λ࠾༻͍ͯ͠Δͷ͕૿͖͑ͯ·ͨ͠ɻϋʔυΣΞͷݧࢼͷ
Ұͭͱͯ͠ɺIEEE�02��ʹ͍ͨͮجΠʔαωοτίϯϓϥΠ
Ξϯεςετ ʮʹPASSʯ͠ ͍ͯΔ͜ͱΛ݅ͱ͍ͯ͠Δωοτ
ϫʔΫ͋Γ·͢ɻਤ2ͷஔͰɺ͜ͷςετΛ࣮ࢪͰ͖·͢
ͷͰɺͥͻ͝ར༻͍ͩ͘͞ɻ

CC�LJOLͷ࣮ࣨݧ෩ܠ

ਤ1ɹCC�LJOLݧࢼஔ ਤ2ɹΠʔαωοτίϯϓϥΠΞϯεςετஔ
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試験計測

化学物質を取り扱う時の安全性を評価するために
化学反応評価装置を導入しました
海老名本部　化学技術部

ɹԽֶͷఔͰߴՃՁͷ։ൃʹͱͳ͍ɺ
Ԡੑͷ͍ߴԽֶ࣭Λ༻ͨ͠ΓԠྔͷେ͖͍ԽֶԠΛ
ར༻ͨ͠Γ͢Δ͜ͱ͕૿Ճ͍ͯ͠·͢ɻ͜ͷΑ͏ͳԠੑ࣭
ΛऔΓѻ͏ɺஷଂ༌ૹ͔Βഇغʹ͍ͨΔఔʹ͓͍ͯɼ
ΛධՁ͓ͯ͠ੑݥةΔͨΊʹ࣭ԽֶԠͷ͢ࢭΛނࣄ
͘͜ͱ͕ඞཁͰ͢ɻ
ɹKISTECͰԽֶ࣭ͷతੑݥةධՁԠੑݥةධՁΛ
Γ·͕͢ɺ৽ͨʹඍখྔΛଌఆ͢ΔԽֶԠධՁ͓ͯͬߦ
ஔΛಋೖ͠·ͨ͠ɻ
ɹ͜ΕԽֶ࣭ͷԠղʹͱͳͬͯൃੜ͢ΔྔԹ
Λଌఆ͢ΔஔͰ͢ɻΧϧϕܕྔܭʢC�0ʣʢਤ1ɹࠨʣͱஅ
ܕྔܭʢARCʣʢਤ1ɹӈʣͰߏ͞ΕɺҰൠతͳࣔࠩࠪ
ͳඍখྔͷଌఆஅ݅ԼͰࠔʢ%SCʣͰଌఆ͕ܭྔ
ͷଌఆΛ͜͏ߦͱ͕ՄͰ͢ɻ

【特徴】
ɹΧϧϕܕྔܭԽֶ࣭ͷԠʹΑͬͯൃੜ͢ΔྔΛଌ
ఆ͠·͢ɻࢼྉ༰͕ث௨ৗͷੳஔʹൺͯେ͖͍ͨΊɺ
ɺثࠞ߹༰ثີ෧༰ثྉ༰ࢼྉͷଌఆ͕ՄͰ͢ɻࢼ߹ࠞ

ѹྗଌఆ༰ثͳͲ͕͋Γ·͢ɻ·ͨɺඍখྔΛଌఆͰ͖Δͨ
Ίɺؒظͷత҆ఆੑͷධՁਁ௮ྔଌఆͳͲʹར༻͞
Ε͍ͯ·͢ɻ
ɹஅܕྔܭͰԽֶ࣭ͷԠʹΑͬͯੜ͕ͨ͡ܥʹ
ੵ͢ΔͨΊɺࢦؔతʹԠ͕ਐ͠ߦ·͢ɻͦͷ࣌ͷԹ
্ঢͱѹྗ্ঢΛଌఆ͢Δ͜ͱͰԠ͕ͨ࣌͠ͷੑݥةΛ
ධՁ͠·͢ɻ͞Βʹ͜ͷ݁ՌΛ༻͍ͯɺऔΓѻ͍Թ݅ͷઃ
ఆͳͲʹར༻͞Ε͍ͯ·͢ɻ

【用途】
ɾԽֶ࣭ͷ҆ఆੑͷධՁ
ɾԽֶԠʹͱͳ͏Ԡྔଌఆ
ɾஅԠଌఆʹΑΔԠ࣌ͷ্ঢԹɼѹྗͷଌఆ
ɾԠఔͷੑݥةධՁͱ҆શରࡦͷݕ౼
ɾԽֶͷஷଂɼ༌ૹ࣌ͷཧԹͷઃఆ

ɹຊஔɺެӹஂࡒ๏ਓ+KAʹΑΔ2020ެઃࢼۀ
ցઃඋ֦ॆิॿΛड͚ͯಋೖ͠·ͨ͠ɻػॴʹ͓͚Δڀݚݧ

ਤ1ɹԽֶԠධՁஔʢࠨɿΧϧϕܕྔܭɺӈɿஅܕྔܭʣ
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試験計測

高分子材料のサブミクロン領域における
モルフォロジー評価技術の開発
溝の口支所　川崎技術支援部

【概要】 ɹ͔͠͠ͳ͕ΒɺిݦࢠඍڸͰಘΒΕΔ૾ίϯτϥετࡐྉ
ɹଞͷࡐྉͱಉ༷ʹߴࡐࢠྉʹ͓͍ͯඍߏࡉࡐྉੑ ͷߏݩૉʹґଘ͓ͯ͠Γɺܰݩૉ΄Ͳɺ໌ྎͳίϯτϥετ
ͱີͳ͕ؔ͋ΓɺඍߏࡉΛ໌Β͔ʹ͢Δ͜ͱࡐྉͷػ ΛಘΔͷ͕ࠔͱͳΓ·͢ɻओ͕Cɺ)ɺOͱ͍ͬͨܰݩ
ੑൃݱϝΧχζϜΛղ໌͢ΔޱࢳͱͳΓ·͢ɻ�N͔ΒON ૉͰ͋Δߴࡐࢠྉʹ͓͍ͯɺ͜ͷݦ͕ஶͰ͋Γɺ௨ৗ
ΦʔμʔͷඍߏࡉΛܗଶͱͯ͠ଊ͑ΔͨΊʹɺޫֶݦ ͷిݦࢠඍ؍ڸͰेͳ૾ίϯτϥετΛಘΔ͜ͱࠔ
ඍڸͰղ͕ෆ͢ΔͨΊɺࠪܕϓϩʔϒݦඍڸిࢠ Ͱ͢ɻͦ͜Ͱɺ࡚ٕज़ࢧԉ෦ͰɺߴࡐࢠྉͷඍߏࡉΛ
ͱ͠ݯޫڸඍݦࢠిʹΔͷ͕ҰൠతͰ͢ɻಛ͢༺Λڸඍݦ ໌Β͔ʹ͢ΔͨΊɺʮߴίϯτϥετԽٕज़ʯͱʮը૾ղੳٕज़ʯ
ղΛ༗͓ͯ͠Γɺ͍ߴΊͯۃΔͨΊɺ͍ͯ͠༺ઢΛࢠిͯ ΛԠ༻͠ɺߴࡐࢠྉʹ͓͍ͯۚଐηϥϛοΫεࡐྉͱಉ
ɺఴՃߏɺւౡࡉΔϥϝϥؔ͢ʹੑػྉͷࡐࢠߴ ༷ʹඍߏࡉͷ؍ΛՄͱ͢Δٕज़ͷ։ൃΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ
Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ͢؍ঢ়ଶͳͲΛࢄͷࡎ

【測定事例】
①：STEM（走査透過電子顕微鏡）によるポリエチレンフィルムの熱溶着不良部のモルフォロジー評価
ɹ༹ணલͷϑΟϧϜͱͷൺֱΛ݁ͨͬߦՌɺ༹ணෆྑϑΟϧϜͷ༹ண໘ʹ໌ྎͳք໘͕֬ೝ͞Εɺ͞Βʹϥϝϥͷ͕ੑଘ͠
͍ͯΔ͜ͱ͕Θ͔Γ·͠ ʢͨਤ1ʣɻ

ਤ1�ɹϙϦΤνϨϯϑΟϧϜͷ༹ணෆྑ෦ͷϞϧϑΥϩδʔධՁ

②：SEM（走査電子顕微鏡）によるポリプロピレン多孔体の空隙率測定
ɹଟମAɺ#ͱ͍ͬͨ2छྨͷࢼྉͰۭܺͷଌఆΛ͍ߦ·ͨ͠ɻߴίϯτϥετԽͱը૾ղੳΛΈ߹ΘͤΔ͜ͱʹΑΓɺϙϦ
ϓϩϐϨϯͷΑ͏ͳCͱ)͔Βߏ͞ΕΔࢼྉʹ͓͍ͯஅ໘ը૾ΛجʹۭܺͷଌఆΛ͜͏ߦͱ͕Ͱ͖·͠ ʢͨਤ2ʣ

ਤ2�ɹϙϦϓϩϐϨϯଟମͷۭܺධՁ

ɹଞʹϙϦϚʔΞϩΠෳ߹ࡐதͷόΠϯμʔͷՄࢹԽͳͲ࣮ࢪՄͰ͢ɻߴࡐࢠྉͷඍߏࡉղੳʹؔ৺Λ͓ͪ࣋ͷํ
͓ܰؾʹ࡚ٕज़ࢧԉ෦·Ͱ͓߹ͤԼ͍͞ɻ
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ɹ৯ػੑධՁάϧʔϓͰɺ৯ͷػੑධՁ๏ͱͯ͠
χϡʔτϦήϊϛΫεͷར༻ͱٕज़ٴΛ͠ࢦɺݧࢼͷཱҊ
͔Β࡞༻ϝΧχζϜղ໌·ͰͷҰ࿈ͷධՁΛϫϯετοϓʹͯ
·Γ͓ͯͬߦ ʢ͢ਤ̍ʣɻ
ɹ৯ʹظ͞ΕΔػ༷ʑͰ͕͢ɺͦͷ৯ʹͲͷΑ͏ͳ
Δͷ͔ΛχϡʔτϦࢸʹػ͕͋Δͷ͔ɺͳͥͦͷΑ͏ͳػ
ήϊϛΫεͷ׆༻ʹΑΓɺͦͷҰΛ໌Β͔ʹ͢Δ͜ͱʹऔΓ
ΜͰ͖·ͨ͠ɻ
ɹ͜Ε·ͰओʹಈΛରͱ͢ΔݧࢼΛ͖ͯͬߦ·͕ͨ͠ɺ
ۙͰώτΛରͱ͢Δݧࢼ࣮͍ͯ͠ࢪ·͢ɻϝλϘϦο
ΫγϯυϩʔϜʹର͢Δ࡞༻ͷධՁ׆ಈʹؔ͢ΔݧࢼΛ࣮
ؔ͢ʹಈ׆Γ·͕͢ɺ͜͜Ͱ͓ͯ͠ࢪ
Δݧࢼʹ͍ͭͯ͝հ͠·͢ɻ
ɹࠓࡢɺຊਓͷ͕ετϨεർ࿑
Λ͍ͯ͡ײΔͱͷใࠂ͋Γɺੜ׆ͷ࣭

ʢ2OLʣ্ͷͨΊʹͦͷվળ͕ٸͱߟ
͑ΒΕ· ʢ͢ਤ̎ʣɻʑੜ͡Δർ࿑ɾετ
ϨεͱɺͦΕʹର͢Δ৯ͷػΛධՁ
͢ΔͨΊͷϞσϧͷͻͱͭͱͯ͠ɺ׆ಈ
ධՁݧࢼΛཱ֬͠·ͨ͠ɻ͜ͷ׆ಈධՁ
՝ΛΈ߹Θͤۀ࡞ςετࢉܭݧࢼ
৯·ͨݧࢼɻ͢·͍ߦηοτͰݧࢼͨ
ରর৯ʢϓϥηϘ৯ʣΛઁऔͨ͠ޙɺݧࢼ
ηοτΛෳճ܁Γฦ͠ɺͦΕʹΑͬͯੜ
͡Δർ࿑ɾετϨεͷੵঢ়ଶɺࢉܭྗ
ۀ࡞՝ߦʹ͓͚ΔԠؒ࣌Λܭଌ

͠·͢ɻ৯ؒͰർ࿑݁ݧࢼՌʹࠩҟ͕͋Δ͔Λൺֱݕ౼
͢Δ͜ͱͰɺݧࢼ৯ͷ׆ಈͷӨڹΛධՁ͠· ʢ͢ਤ̏ʣɻ
͜ͷ׆ಈධՁݧࢼ๏ΛԠ༻͠ɺࢉܭςετۀ࡞՝ߦͷ
ർ࿑ͷධՁͱಉ࣌ʹɺ݂ӷͷτϥϯεΫϦϓτʔϜղ
ੳɺܭଌΛΈ߹ΘͤΔ͜ͱͰɺΑΓ؍٬తͳ৽ͨͳධՁ
Δ͜ͱʹऔΓΜͰ͍·͢ɻ͢༺׆ඪͱͯ͠ࢦ
ɹ͔ڀݚૅجΒԠ༻ڀݚ·Ͱɺ͜Ε·Ͱͷ͍ͯͮجʹݧܦαϙʔ
τͯ͠ࢀΓ·͢ɻ͓ܰؾʹ͓߹͍ͤͩ͘͞ɻ

評価法開発

「食品機能性評価」グループ
溝の口支所　研究開発部
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⽇本⼈の半数がストレスを感じながら⽣活している
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技術支援

評価法開発
光触媒（抗菌・抗ウイルス）
溝の口支所　研究開発部

ɹޫ৮ഔͷੑධՁํ๏ɺە߅ɾ߅ΠϧεʹݶΒͣɺ௨ৗ
ޫܬϥϯϓΛ༻͍ͯ͠·͢ɻҰํͰɺੈքతͳྲྀΕͱͯ͠ɺ
ܬʹٸ͔Βɺ؍লΤωϧΪʔͷݮର͢Δෛՙͷܰʹڥ
ޫϥϯϓ͔ΒLE%র໌ͷΓସ͕͑ਐΊΒΕ͍ͯ·͢ɻͦͷ
ͨΊɺޫ৮ഔͷੑධՁํ๏ʹ͍ͭͯɺLE%র໌Λ༻͢Δ
͜ͱ͕՝ͱͳ͍ͬͯ·ͨ͠ɻKISTECͰɺޫ৮ഔۀձͱ
ʹۀࣄͷඪ४Խݯޫ%৮ഔͷੑධՁͰ༻͍ΔͨΊͷLEޫʹڞ
औΓΜͰ͍·͢ɻՄޫࢹLE%ޫݯʹ͍ͭͯɺฏ2�
ΑΓ�ؒΛ͔͚ͯऔΓΈɺKISTECՄޫࢹLE%ͱैདྷܕ
ͷඪ४ޫݯʹΑΔޮە߅Ռͷؔʹ͍ͭͯɺൺֱূݕΛ͍ߦ·

ͨ͠ɻͦͷଞɺଞͷ୲ؔػʹΑΔݧ࣮ূݕΛੵΈॏͶͨޙɺ
ISOࣄہʹ৽ࡍࠃنඪ४ԽҊͱͯ͠ɺݪҊΛఏग़͍ͯ͠·͢ɻ
ຊ࡞ߘݪ࣌Ͱɺݪ֨نࡍࠃҊͱͯ͠৹ٞɺථதͰ͋Γɺ
ॱௐʹ͍͚ɺྩ�ʹ৽͍͠ISOͱཱͯ͢͠Δݟ௨
͠Ͱ͢ɻ·ͨɺࢵ֎ޫLE%ޫݯʹ͍ͭͯɺྩݩΑΓऔ
ΓΈΛ։͍ͯ࢝͠·͢ɻͪ͜Βʹ͍ͭͯɺޮە߅Ռͷূݕ
Λ௨ͯ͡ɺࢵ֎ޫLE%ޫݯͷඪ४Խʹͭͳ͍͖͍͛ͯͨͱߟ
͍͑ͯ·͢ɻ

ਤ�ɹޫܬϥϯϓͱU7�LE%ʹΑΔྫݧࢼە߅

評価法開発
光触媒（材料評価）
溝の口支所　川崎技術支援部

ɹޫ৮ഔԠͰɺO)ϥδΧϧ͕༗ػղʹؔ༩͍ͯ͠Δ
ͱ͑ߟΒΕ͍ͯ·͢ɻO)ϥδΧϧͷੜΛ֬ೝ͠ఆྔ͢Δํ
๏ͱͯ͠ɺैདྷͷԽֶϓϩʔϒ๏Λվྑ͠ɺԠ͕͍͖ͯىΔ
ͦͷͰϦΞϧλΠϜʹධՁ͢Δํ๏Λ։ൃ͠·ͨ͠ɻޫ৮ഔ
ԠͷධՁͷΈͳΒͣɺણҡͷඬനఔͳͲɺଅਐࢎԽॲཧΛ

Ԡ༻ͨ͠ۀ࢈શൠʹԠ༻Ͱ͖Δख๏ͱ͍͑·͢ɻ

水を用いて繊維
製品を漂白する
研究で、本法を
用いOHラジカル
を定量した論文

(動画あり)

紫外線照射による
光触媒反応で生成
したOHラジカルと、
テレフタル酸とが
化学反応

蛍光物質である2-ヒドロ
キシテレフタル酸が生成し

425 nmの蛍光を発光

テレフタル酸水溶液に光触
媒粉末を懸濁させた試料

蛍光発光なし

紫外線照射による

励起光(310 nm)照射
↓

蛍光(425 nm)発光
↓

紫外線とオゾン

評価法開発
太陽電池計測
溝の口支所　川崎技術支援部

ɹKISTEC࡚ٕज़ࢧԉ෦Ͱɺฏ2�͔Βࠓ·Ͱʮߴ
ੑɾߴ৴པੑଠཅޫൃిͷൃిίετٕݮज़։ൃʯͱ͍͏
NE%O�P+ʹࢀը͠ɺʮ৴པੑͷੑ͍ߴධՁ๏ͷ։ൃʯͱ͍͏
։ൃΛਐΊ͖ͯ·ͨ͠ɻ۩ମతʹɺిྲྀͯ͛ܝผςʔϚΛݸ
Ԡ͕͘ώεςϦγε͕େ͖ͳൃిσόΠεʹରͯ͠ੑݱ࠶
ͷ͍ߴଌఆ๏Λཱ֬͢Δͱ͍͏ͷͰ͢ɻ
ɹ௨ৗɺଠཅిͷൃిੑI�7ଌఆͱ͍͏ख๏ͰධՁ͞Ε
·͢ɻI�7ଌఆҰఆִؒؒ࣌ͰిѹΛมԽͤ͞ɺͦͷిѹʹ
ରԠͨ͠ిྲྀΛଌఆ͠ɺిྲྀɾిѹ͔Βग़ྗΛࢉग़͢Δํ๏
Ͱ͕͢ɺԠ͕͍σόΠεͷ߹ɺిྲྀ͕҆ఆ͢Δલʹ࣍
ͷిѹҠͯ͠͠ߦ·͏͜ͱ͕͋Γɺ͜Ε͕ώεςϦγεΛൃ
ੜͤ͞ΔݪҼͱͳ͍ͬͯ·͢ɻ
ɹKISTECͰిྲྀ͕҆ఆ͢Δ·Ͱͷؒ࣌ʹண͠ɺ҆ఆΛࣗ
ಈผ͢ΔΞϧΰϦζϜΛΈࠐΜͩϓϩάϥϜΛ։ൃ͠ɺಛ
ੑͷҟͳΔσόΠεͰ҆ఆͯ͠ධՁͰ͖Δख๏Λཱ֬͠·͠
ͨɻ
ɹ۩ ମ త ʹ  %ZOBNJD I�7 ๏ ͱ .PPTʢ.BYJNVN PPXFS 
PPJOU TSBDLJOHʣ๏Ͱ͢ɻ%ZOBNJD I�7๏ࣗಈผϓϩάϥ
ϜΛΈࠐΜͩI�7ଌఆͰଌఆؒ࣌͘ͳΓ·͕͢ɺ7PD
ITD '' PNBYͱଟ͘ͷใΛಘΔ͜ͱ͕Ͱ͖· ʢ͢ਤ1ࢀরʣɻ
Ұํ.PPT๏݁থγϦίϯଠཅిϞδϡʔϧͷ੍ޚ༻ͱ
ʹ͔ۇͷ͔ΒࡏݱԽ͞Ε͍ͯΔख๏ͰɺిѹΛ༺࣮ʹطͯ͠
มԽʢʶ϶7ʣ͞ ͤͨͱ͖ͷग़ྗΛൺֱ͠ɺ͍ߴΛࣔ͢ిѹ

Ҡ͢ߦΔ͜ͱͰৗʹ࠷େग़ྗΛඌ͢Δํ๏Ͱ͕͢ɺϖϩϒ
εΧΠτଠཅి͔ۇͳిѹมԽͰώεςϦγεΛൃੜ͞
ͤΔͨΊɺిྲྀͷ҆ఆԽஅ͚ͩͰͳ͘ਤ2ʹࣔ͢Α͏ʹҾ
࠶ΛՃ͑·ͨ͠ɻ͜ͷํ๏ʹΑΓɺଌఆͷํ͑ߟΛଗ͑Δํ
ɺʹج͜ͷଌఆํ๏Λޙࠓɻͨ͠·্͠ʹେ෯͕ੑݱ
ධՁల։Ͱ͖ΔΑ͏রมԽΛ͏ڥԼʹ͓͚Δଌఆํ๏
ͷ։ൃʹऔΓΜͰ͍͖͍ͨͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻ

ਤ1ɹ%ZOBNJD I�7๏ʹΑΔଌఆ݁Ռྫ

ʢBʣɹ௨ৗͷిѹมԽ ʢCʣɹ2ஈ֊ਐΊͯ1ஈ֊͢Ҿ

ਤ2ɹిѹҾํͷུ֓ਤ
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事業化支援

事業化支援の概要

製品開発や商品化を促進する事業化支援

支援メニューと成果事例

事業化に至る各ステージを様々な事業を通じ支援します

　KISTECでは、さまざまな支援メニューを通じて、中小企業等の事業化に向けた総合的な支援を行う
ため、商品企画開発段階から販路を見据えた製品開発を促進する製品開発支援、製造分野におけるIoT
技術導入支援、デザイン支援、製品開発における知的財産権の活用を促進する知的財産支援を実施して
います。

■ 製品開発支援（P.41）
　新製品の開発や新事業を目指す中小企業に対し、「製品化支援」・「事業化支援」の両面からの支援を行
います。

■ 生活支援ロボットデザイン支援（P.42）
　ユーザーに優しい生活支援ロボットの早期商品化を促進するために、開発のコンセプトづくりから
製品の完成度を高める一連の総合的な支援をデザイン事業者とともに実施します。

■ IoT技術導入支援（P.46～47）
　中小企業のIoT導入を「知る」、「試す」、「使う」、「育てる」、「守る」の5つのステップで支援します。

■ デザイン支援（P.47）
　企業の製品や商品の「魅力を高める」ことや、「価値を伝える」ことを目指し、デザインの相談や開発、
研修・セミナーの開催等をとおして、プロダクトデザインやグラフィックデザインを支援します。

■ 知的財産支援（P.48）
　技術相談と知的財産権に関する相談を連携させて、知財を通じた中小企業等のマッチングや特許等
の情報提供により、企業の知的財産権の活用を支援します。

■ その他の支援メニュー
　研究開発（P.9～32）や技術支援（P.33～39）で紹介したKISTECの技術を活用し、事業化を目指す企
業の支援を行っています。

KISTECの支援を活用し、令和２年度に製品化された代表的な事例を紹介します。（P.43～45）

研究開発 技術支援 製品開発 性能評価 事業化

�0
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確かな基礎研究を
踏まえた製品開発

援
支
化
品
製

製品化段階の技術課題に対して、KISTEC職員
が技術サポートします。
また、開発に必要な試験分析費用と設備機器
使用料が一部免除になります。

階
段
究
研
礎
基

　
　 ↓

　
　

階
段
発
開
究
研

　
　 ↓

　
　

階
段
化
品
製

技術サポートの様子

point0３

試験分析費、
機器使用料の一部免除

試験分析費、設備機器使用料に
ついて一部免除します。

性能試験の実施風景

KISTEC研究所を
開発拠点

KISTEC 研究所内の製品開発室
を使用し、開発の拠点とするこ
とも可能です。

point0２

point01

技術職員の
技術サポート

技術課題に対応出来る担当職員
を決めて、技術サポートします。

point0４

知的財産相談
知的財産（特許、商標、意匠、
ノウハウ）に関わるご相談に対
して、適切なアドバイスを行い
ます。

point0５

展示会等への
出展支援

開発製品を展示会等へ出展し、
企業ＰＲを行います。

展示会の様子

知財相談イメージ

製品開発室（約57㎡）

援
支
化
業
事

売れる商品の仕組みづくり

「売れる商品づくり」を目指す企業に対し、総合
支援（技術・デザイン・経営）を実施します。企
業の商品開発段階に応じて、事業構想、商品企
画、調査、デザイニング、販路開拓等の支援（一部
企業負担）を実施します。

成
達
の
化
業
事
・
化
品
製
い
高
の
力
争
競 menu

＊ものづくりデザイン経営セミナーの開催

・商品企画策定サポート

・デザイン製作サポート

・市場調査

・テストマーケティング

・販路開拓

・企業マッチング

事業概要
ɹ৽ͷ։ൃ৽ۀࣄΛΊ͟͢ݝͷதখۀاʹର͠ɺ
KISTECͷอ༗ٕज़ઃඋثػΛ׆༻͠ɺٕज़ɾσβΠϯɾܦ
Ӧɾۚ༥ͷ૯߹ࢧԉΛ͢Δ͜ͱʹΑΓɺڝ૪ྗͷ͍ߴԽɾ
ԽͷୡΛଅਐ͠·͢ɻۀࣄ

支援の流れ
ɹۀاͷ։ൃஈ֊ʹԠͯ͡ɺʮԽࢧԉʯʮۀࣄԽࢧԉʯΛ༻ҙ
͠ɺ࠷దͳࢧԉΛ͍ͯͬߦ·͢ɻ

令和2年度の活動
ɾԽࢧԉɹ�݅
ɹʢ։ൃࣨ༻՝�݅ɾ௨ॴ՝�݅ʣ
ɾۀࣄԽࢧԉɹ�݅
ɾൢ࿏։ࢧԉʢలࣔձɾPRηϛφʔɿ2ܭճʢߴਫ਼ɾՃ

ज़ల2020ɺςΫχΧϧγϣϤίϋϚ2021ʣʣٕ
ɾεΩϧΞοϓηϛφʔͷ։࠵ʢͷͮ͘ΓσβΠϯܦӦηϛ

φʔɿܭ�ճʢ12݄1ۀࣄԽଅਐϑΥʔϥϜʮϏδωεΛ
ԁʹਐΊΔ ͓͖͍ٕͬͯͨज़ܖͷϙΠϯτ�ʯʢւ
໊ຊ෦ɾΦϯϥΠϯʣɺ1݄2�ʮͲ͔͜Β͡ΊΔʁΦʔ
ϓϯΠϊϕʔγϣϯ ਪਐɾϩۀࣄʹΑΔڞΒֶͿ͔ྫࣄ
ϘοτʷITʷσβΠϯ�ʯʢK�NICɾΦϯϥΠϯʣɺ2݄12ʮ
νϥγ࡞͔ΒֶͿσβΠϯ͡ΊͷҰาʮ͑Δʯ͔ Βʮ
ΘΔʯ�ʯʢւ໊ຊ෦ɾΦϯϥΠϯʣʣ

製品化・事業化支援

ज़ల2020 ONLINEɹόʔνϟϧϒʔεٕਫ਼ɾՃߴ

ྫࣄԉࢧ
ॴڀݚʣຊԽֶגɿʢۀاԉࢧ
ϊʔζΫογϣϯͷੳɾ
ύοέʔδσβΠϯ
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事業概要
ɹͷߴՃՁԽɺࢢڝ૪ྗڧԽΛਤΔͨΊɺ։ൃͷॳ
ԉϩϘοτͷૣࢧ׆ɺੜ͠༺׆ʹஈ֊͔ΒσβΠϯΛઓུతظ
ɻ͢·͍ͯ͠ࢪԉΛ࣮ࢧ͚ͨʹԽۀࣄԽɾظ
ɹKISTECۀاͷ՝ʹ͠ͳ͕ΒԽɾۀࣄԽʹ͚
ɻ͢·͍ͯͬߦԉΛࢧͨ

支援の流れ
ɹƫ ͷ։ൃςʔϚืूۀا çMˠ ƫ σβΠϯऀۀࣄͱͷϚονϯά çMˠ 
ƫσβΠϯϓϩϙʔβϧืू çMˠ ƫç৹ ɾࠪ࠾ çMˠçƫ ԉ༰ࢧ
ͷܾఆ˞ çMˠ ƫʮԽଅਐϞσϧۀࣄʯͱͯ͠ࢧԉᴹ
˞։ൃۀاɺσβΠϯऀۀࣄɺKISTEC ͷ�ऀʹΑΓٞڠɾܾ

ఆ͠·͢ɻ

支援スキーム
ɹ͕͞ΈϩϘοτۀ࢈ಛ۠ͱ࿈ܞɺ૯߹తσβΠϯࢧԉɺۀا
ͱͷٕज़࿈ܞɺ̙̏ϓϦϯλʔʹΑΔࢧ࡞ࢼԉɺϢʔβʔώΞ
ϦϯάɺࡒઓུࢧԉͳͲ
ˎσβΠϯҕୗඅɺࡒઓུίϯαϧςΟϯάҕୗඅɺ̙̏ϓ

ϦϯλʔܗඅʢҰ෦ʣΛKISTEC͕ෛ୲͠·͢ɻ

令和2年度の活動
ɾԽଅਐϞσϧۀࣄʢ̏݅ʣ
ɾϢʔβʔώΞϦϯά
ɾࡒઐՈʹΑΔࡒઓུࢧԉʢࡒઓུίϯαϧςΟϯάʣ
ɾใൃ৴ɺςετϚʔέςΟϯάɺൢ࿏։ࢧԉʢలࣔձɿ

ల2020ʢ͔ͳ͕ΘϩϘοτΠϊϕʔਫ਼ɾՃߴճʢ̎ܭ
γϣϯ2020ʣɺςΫχΧϧγϣϤίϋϚ2021ʣʣ

令和2年度商品化支援事例
։ൃࢧԉۀاɿίʔϫςοΫʢגʣ
ɹਫٹॿࢧԉਫ྆༻ंͷԽʹ͚ͯɺϢʔβʔͷຊ࣭త
ՁΛ୳ΔͨΊʹਫٹॿۀΛ୲͏ػ ʢؔখాࢢݪফຊ෦ɾฏ
௩ࢢফຊ෦ʣͷྗڠΛಘͯɺϢʔβʔώΞϦϯάΛ࣮͠ࢪ·ͨ͠ɻ
ਫٹॿۀͷཁ݅ɺं྆ͱͯ͠Ͳ͏͋Δ͖͔Λݕ౼͠ɺσ
βΠϯͷجຊߏΛͤ͞·ͨ͠ɻ

生活支援ロボットデザイン支援

ϢʔβʔώΞϦϯά
ʢখాࢢݪফຊ෦ʣ

ϢʔβʔώΞϦϯάɹ܇࿅ࢹ
ʢฏ௩ࢢফຊ෦ʣ

ίϯηϓτσβΠϯC(
˞ҙঊొࡁΈ

令和２年度支援テーマ

テーマ名 開発企業 デザイン事業者

長時間の立ち仕事をサポートする外側フレーム
型下肢支持ロボットのデザイン開発 アルケリス株式会社 西村拓紀デザイン株式会社

水難救助支援水陸両用車の製品化 コーワテック株式会社 株式会社ホロンクリエイト

開発型サービスロボット開発企業のビジネスモ
デル構築 株式会社アサイ・エンジニアリング 株式会社コンセント

�2
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事業化支援 生活支援ロボットデザイン支援
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❶課題　　❷KISTECの支援内容　　❸「事業化に至るステージ」のうち、どのステージを支援したか。［研究開発 → 技術支援 → 製品開発 → 性能評価 → 事業化］　　
❹KISTECの支援メニュー

UV空気除菌装置「Viruless Air（ウィルレス エア）」の商品化支援
⁞ɹʮ7JSVMFTT AJSʢΟϧϨε ΤΞʣʯࣨʹઃஔ͠ɺۭؾதͷআەΛ͏ߦஔͰ͢ɻ৽ܕίϩφ

ΠϧεʹରԠͨ͠ͱͯ͠εϐʔσΟͳԽΛਪਐ͢ΔͨΊɺᝑମσβΠϯɺٕज़ίʔσΟωʔ
τɺە߅ɾ߅ΠϧεੑධՁͷ՝͕͋Γ·ͨ͠ɻ

 ɹᝑମσβΠϯͷσβΠϯΞυόΠεʹΑΔϒϥογϡΞοϓΛ͏ߦͱͱʹɺU7ϥϯϓͷࢿ
߅ɻ·ͨɺόΫςϦΦϑΝʔδΛۭؒதʹໄͨͨ͠͠·͍ߦௐୡʹؔΘΔίʔσΟωʔτΛࡐ
ΠϧεੑධՁݧࢼΛ࣮͠ࢪɺΠϧεͷෆੑ׆ԽΛ֬ೝ͢Δ͜ͱͰԽΛࢧԉ͠·ͨ͠ɻ

ɹ։ൃɺੑධՁɺۀࣄԽɹɹܭݧࢼଌɺσβΠϯࢧԉ
■支援先企業　株式会社MEMOテクノスɹIUUQT���XXX�NFNPUFDIOPT�DP�KQ�
■KISTEC問合せ先ɹڀݚ։ൃ෦çޫ৮ഔάϧʔϓɺۀࣄԽࢧԉ෦çاըࢧԉ՝çۀࣄԽଅਐάϧʔϓ

機能を強化した白髪ケア製品「SUNAスカルプエッセンスダブルブラック」の開発
⁞ɹࢧԉઌۀاͰɺ২༝དྷͷػΛಠٕࣗज़ͰφϊཻࢠԽ͢Δ͜ͱʹΑΓɺ಄ൽͷਁ

ಁੑͷ͍ߴനέΞΛ։ൃ͠ൃച͖ͯ͠·ͨ͠ɻ͜ͷʹɺಛڐऔಘࡁΈͷΦϦδφ
ϧ২λϥλϯχϯ͕߹͞Ε͍ͯ·͕͢ɺࠓճߋʹനέΞޮՌΛߴΊΔͨΊͷ৽
ϜΫφΛ߹͢Δ՝ʹऔΓΈ·ͨ͠ɻ

 ɹϜΫφനͷࠇԽʹۃΊͯ༗ޮͰ͋Δ͜ͱ͕͔͍ͬͯ·͕ͨ͠ɺཻࢠதʹۉҰʹอ
ͭ͜ͱ͕͍ͨ͠Ίɺ͜Ε·Ͱʹಋೖ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·ͤΜͰͨ͠ɻࠓճɺࢧԉઌۀا
ͷڀݚʹΑΓϜΫφΛφϊཻࢠதʹ҆ఆͯ͠ۉҰʹอͭ͜ͱʹޭ͠ɺ಄ൽ༻εΧϧϓΤο
ηϯεʹϜΫφΛ߹͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·ͨ͠ɻKISTECͰɺφϊཻࢠͷ҆ఆੑཻܘͷධՁΛ͍ߦɺԽΛࢧԉ͠·ͨ͠ɻ

ɹ։ൃɹɹܭݧࢼଌ
■支援先企業　株式会社NILɹIUUQT���OJM�DP�KQ�
■KISTEC問合せ先ɹػցɾࡐྉٕज़෦çφϊࡐྉάϧʔϓ

タフチタンKの心肺蘇生時の胸骨圧迫における圧力分散の特性評価（曲げ荷重）
⁞ɹ৺ഏોੜ๏ͷ৺ଁϚοαʔδʹ͓͍ͯɺࠎڳѹഭʹΑΓڳ෦ͷં͕ࠎΕΔϦεΫ͕͘ߴͳ

Δͱ͍ΘΕ͍ͯ·͢ɻ͜ͷંࠎϦεΫݮΛతͱͨ͠ѹྗࢄσόΠεΛ։ൃ͢Δʹ͠ࡍɺ
։ൃ͕͠ۀاԉઌࢧ ʮͨλϑνλϯKʯʢϓϨʔτʣͷ͛ۂՙॏʢԠྗʣσʔλΛऔಘ͢Δඞཁ͕͋
Γ·ͨ͠ɻ

 ɹࢧԉઌ͕ۀا։ൃ͠ ʮͨλϑνλϯKʯͷ͛ۂՙॏʢԠྗʣಛੑΛௐΔͨΊɺKISTECʹ͓͍ͯɺ
�ݧࢼ͛ۂΛ࣮͠ࢪ·ͨ͠ɻಉ࣌ʹɺΞϧϛχϜ߹ۚ൘ʢA�0�2ʣٴͼ७νλϯ൘ʢ+IS1छʣ
ͱ͛ۂ ͨΘΈಛੑΛൺֱͨ͠ͱ͜Ζɺ͛ۂՙॏʢԠྗʣͷσʔλͰ֓Ͷ2ഒҎ্ͷಛੑͱ͕ۂ
Γܗঢ়ͷ෮͕֬ݩೝग़དྷ·ͨ͠ɻ

ɹੑධՁɹɹܭݧࢼଌ
■支援先企業　川本重工株式会社ɹIUUQ���XXX�LBXBNPUP�IJ�DP�KQ�
■KISTEC問合せ先ɹػցɾࡐྉٕज़෦çࡐྉධՁάϧʔϓ

紫外線レーザーによるレーザーリフトオフ装置
⁞ɹߴਫ਼ͰߴදࣔΛ͏ߦϑϨΩγϒϧσΟεϓϨΠͷߏ෦ʹϑΟϧϜσόΠε͕͋Γ·͢ɻ

͜ͷσόΠεɺΨϥεج൘্ʹϑΟϧϜΛޙͨ͠ܗɺϑΟϧϜΛج൘͔Βണͯ͠࡞͠·͢ɻ
ണͷࡍɺμϝʔδ͕গͳ͘ޮߴͳϨʔβʔΛ༻͍ͨํ๏͕͞Ε͍ͯ·͕͢ɺ͞ΒͳΔμϝʔ
δͷ͕ݮ՝Ͱͨ͠ɻ

 ɹμϝʔδͷগͳ͍ϑΟϧϜσόΠεΛ࡞͢ΔͨΊɺج൘͔Βണ͢ΔఔʢϨʔβʔϦϑτΦϑʣ
ʹ͓͍ͯ՝ͱͳ͍ͬͯΔɺϑΟϧϜ͔Βൃੜ͢ΔύʔςΟΫϧͷঢ়ଶΛ͠؍·ͨ͠ɻͦͷ݁Ռ
͔Βɺࢵ֎ઢϨʔβʔͷϏʔϜܗঢ়ϑϥοτԽΛॿ͠ݴɺ͞ΒͳΔμϝʔδݮΛՄͱͨ͠
Խ͕࣮͠ݱ·ͨ͠ɻ

ɹۀࣄԽɹɹٕज़։ൃडୗ
■支援先企業　株式会社クォークテクノロジーɹIUUQ���XXX�RVBSL�UFD�DPN�
■KISTEC問合せ先ɹిٕࢠज़෦çిࡐࢠྉάϧʔϓ

7JSVMFTT AJSʢΟϧϨεçΤΞʣ

�ݧࢼ͛ۂʢݧࢼΛͨ͛ۂঢ়ଶʣ

ઢϨʔβʔϦϑτΦϑஔ֎ࢵ

২༝དྷػφϊཻࢠΠϝʔδ
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事業化支援 製品開発支援　事例紹介①～④
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❶課題　　❷KISTECの支援内容　　❸「事業化に至るステージ」のうち、どのステージを支援したか。［研究開発 → 技術支援 → 製品開発 → 性能評価 → 事業化］　　
❹KISTECの支援メニュー

仏壇のデザイン
⁞ɹࢧԉઌ͕ۀاԽΛਐΊ͍ͯͨஃʢڙཆʣɺৗۭؒʹೃછΈ͍͢γϯϓ

ϧͳσβΠϯͱݶΒΕͨεϖʔεʹஔ͖͍͢ίϯύΫτͳσβΠϯͷ࣮͕ݱ՝
ͱͳ͍ͬͯ·ͨ͠ɻ

 ɹγϯϓϧͳσβΠϯɺ࣌ͱͯ͠ຌ༱ͳσβΠϯʹͳͬͯ͠·͏Մੑ͕͋Γ·͢ɻ
͜ͷղܾʹࢧ͚ͯԉઌۀاͱσβΠϯͷଧͪ߹ΘͤΛ͍ߦɺݕ౼ΛॏͶͨ݁Ռɺʮ൘
ͷߏʹΑΓଘײࡏΛڧௐͨ͠σβΠϯʯʮแ·Εͳ͕Β։์ײͷ͋ΔϑϨʔϜʹΑ
ΔσβΠϯʯʮϛχϚϧͳσβΠϯʯͷ̏छྨͷσβΠϯΛͤ͞·ͨ͠ɻ

ɹ։ൃɹɹσβΠϯࢧԉ
■支援先企業　株式会社クローネɹIUUQT���CVUTVEBO�LBVOJT�DPN�
■KISTEC問合せ先ɹใɾੜٕ࢈ज़෦çσβΠϯɾઃܭάϧʔϓ

水車ランナ軸の強度計算
⁞ɹਫྗൃిͰɺਫंͷճసΛར༻ͯ͠ిؾΤωϧΪʔΛൃੜͤ͞·͢ɻࢧԉઌۀا

ʢμϜͷݐઃΛඞཁͱ͠ͳ͍ʣখਫྗൃిઃඋͷઃܭɺ࡞Λۀࣄͱ͓ͯ͠Γɺਤ໘
͔Βͷ̏%Ϟσϧ࡞ͱɺਫंϥϯφʢӋࠜंʣ࣠ ͷڧมܗͷγϛϡϨʔγϣϯ͕
՝Ͱͨ͠ɻ

 ɹKISTECͰɺਫंϥϯφ࣠ͷ̏%Ϟσϧ࡞ͱਫंͷར༻ঢ়͔گΒਪఆͨ͠ਫं
ϥϯφ࣠ʹՃΘΔ࠷େՙॏΛجʹɺෳͷ݅ͰߏղੳΛ͍ߦ·ͨ͠ɻͦͷ݁Ռɺ
มٴྔܗͼ૬Ԡྗͷ࠷େͱɺ૬Ԡྗͷूத͢Δ෦ʢഁଛ͢Δ߹ɺͦͷՄ
େ͖͍෦ʣΛ֬ೝ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·ͨ͠ɻ࠷͕ੑ

ɹٕज़։ൃɹɹٕज़։ൃडୗ
■支援先企業　田中水力株式会社ɹIUUQ���XXX�UBOBLBIZESP�KQ�
■KISTEC問合せ先ɹใɾੜٕ࢈ज़෦çσβΠϯɾઃܭάϧʔϓ

ハイバックチェア（木製）の製作
⁞ɹҜࢠͷ։ൃʹ͓͍ͯɺڧ࣭Λ֬อ͢Δ͜ͱ͕ॏཁͰ͕͢ɺಉ࣌ʹ

ҙঊੑͷ͍ߴͷΛͯ͠ࢦ։ൃ͍ͯ͠·͢ɻෳࡶͳܗঢ়ʹͳΔͱɺෳͷύʔπʹ
͚ͯՃޙͨ͠ɺΈཱͯΔඞཁ͕͋Γ·͢ɻ͜ͷ߹ɺҰͭҰͭΛखՃͰ্
͛ΔͨΊɺఔ͕ଟ͘ͳΔ͜ͱ͕՝Ͱͨ͠ɻ

 ɹKISTECͰɺলྗԽΛਤΔͨΊʹNCϧʔλͰͷՃΛఏҊ͠ɺՃํ๏ͷূݕ
ͱNCϓϩάϥϜ࡞Λ͍ߦ·ͨ͠ɻҜࢠͷ̏ݩ࣍σʔλΛ࡞͠ɺNCՃͷঢ়گ
ΛγϛϡϨʔγϣϯ͠ͳ͕ΒɺՃ্ͷΛ༧ଌ͠·ͨ͠ɻͦͷޙɺऀ࡞ͷํ
ͷώΞϦϯάͱ࡞ࢼՃΛͯܦɺ࠷ऴతͳNCՃํ๏Λܾఆ͠·ͨ͠ɻ

ɹ։ൃɹɹܭݧࢼଌ
■支援先企業　有限会社コラボレɹIUUQT���XXX�DPMMBCPSF�DP�KQ�
■KISTEC問合せ先ɹใɾੜٕ࢈ज़෦ç࡞ࢼՃάϧʔϓ

新規開発シール材付きプリーツマスクの商品化支援
⁞ɹࢧԉઌۀاɺγʔϦϯάίϯύϯυͷࡐྉϝʔΧʔͱͯ͠ɺ৽ͨͳϚʔέοτΛ։͢ΔͨΊʹγʔ

ϧࡐʢϊʔζΫογϣϯʣ͖ϓϦʔπϚεΫͷ։ൃʹணख͠·ͨ͠ɻ։ൃʹ͠ࡍɺϚεΫʹృ͠
ͨγʔϧࡐͷੑධՁɺԽʹ͚ͨύοέʔδσβΠϯ͕՝ͱͳ͍ͬͯ·ͨ͠ɻ

 ɹKISTECͰɺγʔϧࡐ͖ϓϦʔπϚεΫͷੑධՁͷաఔʹ͓͍ͯɺγʔϧࡐͷੳΛ͏ߦͱͱ
ʹɺՁʹݟ߹͏Խʹ͚ͨσβΠϯࢧԉʢϒϥϯσΟϯάɺϩΰσβΠϯɾύοέʔδσβΠϯɾ
ΩϟονίϐʔσβΠϯʣΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ

ɹ։ൃɺੑධՁɺۀࣄԽɹɹܭݧࢼଌɺٕज़։ൃडୗɺσβΠϯࢧԉ
■支援先企業　株式会社日本化学研究所ɹIUUQT���XXX�OJLLBLFO�DP�KQ�
■KISTEC問合せ先ɹۀࣄԽࢧԉ෦çاըࢧԉ՝çۀࣄԽଅਐάϧʔϓɺԽֶٕज़෦ç৽ΤωϧΪʔάϧʔϓ

ϋΠόοΫνΣΞʢSC)�01ʣશܠ

ύοέʔδσβΠϯ

൘ͷߏʹΑΓଘײࡏΛڧௐͨ͠σβΠϯ

ղੳʢ૬Ԡྗʣߏ
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事業化支援 製品開発支援　事例紹介⑤～⑧
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❶課題　　❷KISTECの支援内容　　❸「事業化に至るステージ」のうち、どのステージを支援したか。［研究開発 → 技術支援 → 製品開発 → 性能評価 → 事業化］　　
❹KISTECの支援メニュー

日本酒の品質向上
⁞ɹ౷తͳʮੜ㭧ʢ͖ͱʣΓʯඇৗʹखؒՋֻ͕͔Δৢํ๏Ͱɺຯɾ߳ΓʹਂΈ͕͋Γ·͢

͕ɺͳͥͦ͏ͳͷ͔ཧ༝໌֬ʹ͞Ε͍ͯ·ͤΜɻͦ͜Ͱɺʮੜ㭧ΓʯͱࡏݱओྲྀͷʮৢΓʯ
ʹΑΔਗ਼ञͷ߳ຯΛੳɾൺֱ͠ɺৢํ๏ͱ෩ຯͷؔੑͷղ໌ΛࢼΈ͍ͨͱͷ͝૬ஊ͕
͋Γ·ͨ͠ɻ

 ɹਗ਼ञͷ߳ຯΛੳͨ͠ͱ͜Ζɺʮੜ㭧ΓʯͰɺ༡Ξϛϊ͕ࢎଟؚ͘·Εɺಛʹۤຯܥ
Ξϛϊ͕ࢎଟ͍͜ͱ͕͔Γ·ͨ͠ɻ͜ͷ݁ՌΛجʹఔΛݕ౼͠ɺʮ७ถେۛৢ ͍ͮΈڮ
ָ෩ ��ˋ ੜ㭧ʯ͕ ϑϥϯεͷຊञίϯΫʔϧKVSB.BTUFSͰϓϥνφΛड͠·ͨ͠ɻ

ɹ։ൃɹɹԽɾۀࣄԽࢧԉۀࣄ
■支援先企業　泉橋酒造株式会社ɹIUUQT���J[VNJCBTIJ�DPN�
■KISTEC問合せ先ɹԽֶٕज़෦çόΠΦٕज़άϧʔϓ

殺菌用紫外線照射器 UVC201の性能評価
⁞ɹࢵ֎ઢরࣹʹΑΔەࡴͰɺ༻͢ΔরɺੑەࡴΛ֬อ͢ΔͨΊͷরࣹڑর

Λ։ൃثઢরࣹ֎ࢵͷ్༺ەࡴɺ͍͓ͯʹۀاԉઌࢧͷѲ͕ॏཁͳཁૉͱͳΓ·͢ɻࣹؒ࣌
͢Δʹ͋ͨΓɺ্هͷΑ͏ͳੑධՁ͕՝ͱͳΓ·ͨ͠ɻ

 ɹͷٴͼরΛ͢ূݕΔͨΊɺޫ์ࣹরܭΛ༻͍ͯɺ͋ΔଌఆڑͰͷ์ࣹর
ͱൃޫεϖΫτϧΛଌఆ͠·ͨ͠ɻ·ͨɺेͳੑەࡴ͕ग़Δরࣹڑͱরࣹؒ࣌Λ֬ೝ͢
ΔͨΊɺେࢵʹە֎ઢΛরࣹ͢ΔྗەࡴධՁݧࢼΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ

ɹੑධՁɹɹܭݧࢼଌ
■支援先企業　マイクロ・スクェア株式会社ɹIUUQT���XXX�NJDSPTR�DPN�
■KISTEC問合せ先ɹ࡚ٕज़ࢧԉ෦çଠཅిධՁάϧʔϓɺԽֶٕज़෦çόΠΦٕज़άϧʔϓ

床面ひび割れ検知ロボット（FloorDoctor）の高速化
⁞ɹຊɺྲྀݿʹ͓͍ͯɺίϯΫϦʔτচ໘ͷͻͼׂΕͷը૾ΛҐஔ

ใͱಉ࣌ʹऔಘ͠ɺߏͷਤ໘ͱॏͶ߹Θͤͯग़ྗͰ͖ΔϩϘοτͰ͢ɻࣸ
ਅࡱӨʹ͋ͨΓɺετϩϘΛ༻͍ͯ͠ΔʢLE%র໌Ͱޫྔෆʣͨ Ίɺ̎
ඵͷετϩϘνϟʔδ͕ؒ࣌ඞཁͱͳΓɺࡱӨͷݶʹ্ք͕͋Γ·ͨ͠ɻ

 ɹٕज़ϚονϯάͰհͨࠪ͠ݕ༻LE%র໌ઐۀاͷྗڠΛಘͯɺޫྔෆ
Λղܾ͢ΔͨΊɺর໌ͷઃஔํ๏Λݕ౼͠·ͨ͠ɻͦͷ݁ՌɺLE%র໌Ͱর
Λे֬อͰ͖Δ݅Λ໌Β͔ʹ͠ɺLE%র໌Λ࠾༻͢Δ͜ͱͰετϩϘνϟʔ
δ͞ݮ͕ؒ࣌ΕɺߴʹࠪݕΛ͜͏ߦͱ͕ՄͱͳΓ·ͨ͠ɻ

ɹٕज़։ൃɹɹϩϘοτڀݚձٕज़Ϛονϯά
■支援先企業　株式会社イクシスɹIUUQT���XXX�JYT�DP�KQ�
■KISTEC問合せ先ɹۀࣄԽࢧԉ෦çاըࢧԉ՝çۀࣄԽଅਐάϧʔϓ

合同会社わざありのブランディング支援
⁞ɹࢧԉઌۀاɺ͕ࡊ๛ʹؚΜͰ͍Δ༗༻ʢχϯχΫʹؚ·ΕΔʮΞϗΤϯʯɺ

߳ਏࢠʹؚ·ΕΔʮΧϓγϊΠυʯʣΛ͔ͨ͠׆ௐຯྉΛ։ൃɾɾൢചΛߦͳ͍ͬͯ
·͢ɻ͜ΕΒϥΠϯφοϓ͕͍ɺޙࠓͷల։Λݟਾ͑ͨࣗࣾͷϒϥϯσΟϯά͕
՝Ͱͨ͠ɻ

 ɹࢧԉઌۀاͷϒϥϯυԽʹ͚ɺσβΠϯίϯαϧΛ͍ߦͳ͕ΒϒϥϯσΟϯάʹؔ
ΘΔσβΠϯࢧԉΛల։͠ɺϩΰϚʔΫɺΩϟονίϐʔɺϦʔϑϨοτɺଃ༻ݸ
ശͷσβΠϯΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ߹ΘͤͯɺʢҰࡒʣۀ࢈NA7Iͱ࿈ࣜެ͠ܞαΠτϦχϡʔ
ΞϧɺωοτγϣοϓΛ৽ઃ͢Δ͜ͱͰɺ৽ͨͳ٬ސʹૌ͢ٻΔΠϝʔδΛߏங
͠·ͨ͠ɻ

ɹۀࣄԽɹɹσβΠϯࢧԉ
■支援先企業　合同会社わざありɹIUUQ���XB[BBSJ�DP�KQ�
■KISTEC問合せ先ɹۀࣄԽࢧԉ෦çاըࢧԉ՝çۀࣄԽଅਐάϧʔϓ

চ໘ͻͼׂΕݕϩϘοτͷLE%র໌Խ

ϗʔϜϖʔδϦχϡʔΞϧը໘

७ถେۛৢ ͍ͮΈڮ ָ෩ ��ˋ ੜ㭧

U7C201 ثઢরࣹ֎ࢵ༺ەࡴ
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事業化支援 製品開発支援　事例紹介⑨～⑫
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ɹKISTECͰɺIPTΛʮΔʯɺʮ͢ࢼʯɺʮ͏ʯɺʮҭͯΔʯɺʮकΔʯʢ˞ʣΛεςοϓʹɺதখۀاͷօ༷IPTٕज़ಋೖʹࢧ͚ͨԉ
Λ͍ͯͬߦ·͢ɻ

フライス盤のIoT化
ɹϑϥΠε൫ͷίϯτϩʔϥ͔ΒCC�LJOL ͱ͍͏'A ༻ͷωο
τϫʔΫͰɺPLCʢϓϩάϥϚϒϧϩδοΫίϯτϩʔϥʣ֤
छͷσʔλΛಡΈग़͠·͢ɻ·ͨɺओ࣠ϞʔλʹిྲྀΫϥϯϓ
ΛऔΓ͚ͯɺిྲྀΛಡΈग़͠·͢ɻ͞Βʹɺ์ࣹԹܭͰɺ
Ճ࣌ͷԹΛଌఆͯ͠ɺిྲྀͱͯ͠ಡΈग़͠·͢ɻPLC
ʹ8FC αʔόػΛͨͬ࣋ϢχοτΛண͠ɺ8FC αʔό
Λ্ཱͪ͛ͯɺͯ͢ͷσʔλΛҰͭʹ·ͱΊ·͢ɻॴ
LAN ʹଓ͍ͯ͠Δύιίϯͷ8FCϒϥβͰϑϥΠε൫
ͷ֤छσʔλΛݟΔ͜ͱ͕ՄͱͳΓ·͢ɻͦΕͱฒͯ͠ߦɺ
ॴͷ'TPαʔόՃσʔλΛੵ͢Δ͜ͱ͕ՄͱͳΓ
·͢ɻ

ɹIPTΛʮΔʯͷҰͱͯ͠ɺKISTEC͕ࣄہͱͳΓɺதখۀاɾ௨৴ऀۀࣄɾެతؔػʹΑΔʮIPTڀݚձʢҎԼɺʮڀݚձʯͱ͍͏ɻʣʯ
Λ৫͍ͯ͠·͢ɻڀݚձͰɺϑΥʔϥϜΛ௨͡ɺIPTʹؔ͢ΔใΛڞ༗͢ΔͱͱʹɺϚονϯάٴͼPRͷͱͯ͠ձһ
ͷօ༷ʹ͝ར༻͍͍͓ͨͩͯΓ·͢ɻ
ɹྩ̎ɺڀݚձͷϗʔϜϖʔδΛ৽ͨʹ։ઃ͠ɺΠϕϯτใʹՃ͑ɺձһͷIPTʹؔ͢ΔγʔζɾχʔζͷPRใΛ
આݱΛରʹɺۀاɺձһ͕ۀاͭ࣋Խ͠·ͨ͠ɻ·ͨɺϚονϯάʹҰྗ͠ɺIPTԽʹؔ͢Δ՝Λڧɺใൃ৴Λ͠ࡌܝ
໌ͳͲͷ্ͰղܾࡦͷఏҊΛืΔػձΛKISTEC͕ઃ͚·ͨ͠ɻ

IoT技術導入支援

ஔશମਤ

ϑϥΠε൫ 8FCϒϥβը໘PLC

ɹ༗ݶձࣾΠʔάϨοτɺւ֎ͷଌఆஔΛ༌ೖ͠ɺࠃ
ൢചΛ͍ͯͬߦΔۀاͰ͢ɻคཻମͷཻܘࢠ෯Λ֬ೝ͢
ΔͨΊʹ༻͢ΔฏཻۉଌఆஔऔΓѻ͍ͬͯ·͢ɻ
͜Ε·Ͱʹɺ͜ͷଌఆஔͷνϟʔτਤΛUS#ΧϝϥͰࡱӨ͠ɺ
νϟʔτਤ্ͷϚʔΧʔΛը૾ॲཧͰݕग़͢Δ͜ͱʹΑΓɺς
Ωετσʔλͱͯ͠อଘ͢ΔϓϩάϥϜͷ։ൃΛKISTEC ࢧ͕
ԉ͠·ͨ͠ɻ
ɹࠓճɺϢʔβͷརศੑΛྀͯ͠ߟɺଟ͘ͷϢʔβ͕ଌఆσʔ
λͷཧπʔϧͱͯ͠ར༻͍ͯ͠ΔEYDFMὼϑΝΠϧʹରͯ͠ɺ
ҙηϧʹଌఆσʔλΛهͰ͖ΔΑ͏ʹϓϩάϥϜΛվྑ͍

ͨ͠·ͨ͠ɻ
ɹ͜ΕʹΑΓɺϢʔβ͜Ε·Ͱͷཧํ๏Λม͢ߋΔ͜ͱͳ
͘ɺຊϓϩάϥϜΛಋೖ͢Δ͜ͱ͕ՄͱͳΓ·͢ɻ

IoT技術導入支援事例紹介
有限会社イーグレットの支援事例 「ユーザの利便性を考慮したデジタル化プログラムの改良」

(※)「知　る」　　IoTフォーラムの開催等による普及啓発活動
「試　す」　　産業用ネットワークを用いた学習、試作、試験
「使　う」　　企業の皆様のご要望に合わせたIoT技術導入支援
「育てる」　　IoTの課題を１日で解決する複合型フォーラム事業等による人材育成
「守　る」　　知財セミナー等によるIoTのための知財戦略の紹介及び知財相談

電流入力

CC-Linkコントローラ
（CC-Link
スレーブ局）

（CC-Link
マスタ局） Webブラウザ

フライス盤 PLC

Webサーバ

パソコン
イーサネット

（所内LAN）

電流入力
クランプ

FTPサーバ

パソコン

放射温度計

主軸モータ
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事業化支援 IoT 技術導入支援
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事業化支援

泉橋酒造株式会社の支援事例 「農業の省力化　～ドローンを用いた生育状況測定方法の検討～」

ɹઘڮञͰۙྡͷ۠Ͱഓͨ͠ञถΛ༻͍ͯຊञͷৢΛͬߦ
͍ͯ·͢ɻৢʹ͍֤ͭͯछੳٕज़Λ༻͍ͯͷσʔλΛੵ
͢Δͱͱʹɺञถͷഓʹ͍ͭͯݩͷੜऀ࢈ͱʮ͕͞Έञถ
ݚΛਐΊ͖ͯ·ͨ͠ɻڀݚ͍ͯͭʹ༺׆ձʯΛ৫ͯ͠σʔλڀݚ
Λࣔ͢گձͰɺञถͷҭͷ֤ஈ֊ͰҴͷৎɺ༿৭ͷੜҭঢ়ڀ
σʔλΛଌఆ͠ͳ͕Βɺऩ֭ͨ͠ञถʹ͍ͭͯຊञͷຯʹӨ͢ڹΔ
ඪͷҰͭͱͯ͠ΒΕ͍ͯΔλϯύΫ࣭ͷؚ༗ྔΛੳͯ͠ௐࢦ
͍ͯ·͢ɻ͔͠͠ɺ͜ͷੜҭঢ়گͷଌఆʹ͍ͭͯɺखۀ࡞Ͱਓख͕
͔͔ΔͨΊɺะ୯ҐఔͰ͔͠ଌఆ͢Δ͜ͱ͕ग़དྷͣɺ͖Ί͍͔ࡉ
ੜҭঢ়گͷѲ͕ࠔͰ͋Δͱ͍͏՝͕͋Γ·ͨ͠ɻͦ͜Ͱɺ࣌
ጯٛक़ܚ͍ͯͭʹғΛଌఆ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δυϩʔϯͷಋೖൣʹؒ
େֶS'CͱKISTEC͕ࢧԉ͠ɺऔಘͨ͠σʔλΛञถͷഓຊञ
ͷৢʹ׆༻͢Δਫ਼ີۀ༻υϩʔϯγεςϜͷ։ൃʹऔΓΜͰ͍
·͢ɻ
ɹKISTECͰυϩʔϯͷಋೖࢧԉʹՃ͑ͯऩ֭ͨ͠ञถͷλϯύΫ
ؚ࣭༗ྔͷੳΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ

Ҵͷৎɺ༿৭ͷଌఆʢैདྷʣ

υϩʔϯ
༿৭ͷଌఆʢैདྷʣ

デザイン支援
ɹͷൢചʹ͓͍ͯɺߪೖ͢Δஅʹඒ͍͕͢͠͞͞ରͱͳΔ͜ͱগͳ͋͘Γ·ͤΜɻ·ͨɺͷՁΛ͔Γ͢
͑͘Δ͜ͱॏཁͰ͢ɻ͜ΕΒͷ্ʹσβΠϯ͔ܽͤ·ͤΜɻ
KISTECͰɺۀاͷօ༷ʹ͚ͯσβΠϯ૬ஊɺσβΠϯ։ൃɺݚमɾηϛφʔͷ։࠵Λ࣮͍ͯ͠ࢪ·͢ɻ

●デザイン相談
ɹΑ͜·ϒϥϯνʢԣࢢத۠ඌ্ொ���0ਆಸதখۀاη
ϯλʔϏϧ�֊ʣɺւ໊ຊ෦ʢւ໊ࢢԼࠓઘ�0��1ʣʹ ͓͍ͯɺ
σβΠϯͷ૬ஊʢແྉʣΛ࣮͍ͯ͠ࢪ·͢ɻ
ɹ令和2年度よこはまブランチ相談実績：213件

●デザイン開発・研究（技術開発受託）
ɹKISTEC৬һ͕ۀاʹ͓͚ΔσβΠϯʹؔ͢Δ༷ʑͳ՝ʹ
ରͯ͠ࢧԉΛ͍ߦɺۀاʹ͓͚ΔσβΠϯͷ׆༻ʹΑΓͷ

Ձ͕ߴ·ΔΑ͏ࢧԉ͠·͢ɻ
ˎओͳۀɿϓϩμΫτσβΠϯɾάϥϑΟοΫσβΠϯͳͲ
ɹ令和2年度実績：技術相談約15件、技術開発受託1件

●デザインモデル試作（3Dプリンティング）
ɹ�%ϓϦϯλʔʹΑΔܗɾ࡞ࢼ։ൃΛࢧԉ͍ͯ͠·͢ɻܗ
ঢ়͚֬ೝɺ࣏۩ʹ͝ར༻͍͍͍ͨͩͯ·͢ɻ
　令和2年度実績：造形・モデリング支援65件
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１．知財相談窓口
ɹINPITਆಸݝࡒ૯߹ࢧԉ૭ޱͷ֎෦૬ஊ૭ޱͱͯ͠ɺಛ
ઐՈ͕ɺతͭ࣋Ӧɾٕज़ͷࣝΛܦͷ࣮ʹਫ਼௨͠ɺڐ
͠·Δٙ՝ͳͲʹ͍ͭͯ૬ஊʹԠؔ͢͡ʹ࢈ࡒ ʢͨྩ
2૬ஊ݅ɿ2�݅ʣɻ

２．神奈川県知的財産活用促進支援事業
ɹਆಸݝͰɺݝۀاʹ͓͚Δత࢈ࡒΛࣄͨ͠༺׆
ɻྩ2ɺKISTEC͢·͍ͯͬߦԉΛࢧԽɺԽͷۀ
ʮ͕ਆಸݝಛྲྀڐ௨ίʔσΟωʔλʔʯΛ�໊ஔ͠ɺʮதখ

ʯΛςʔϚͱͨ͠XFCηϛφʔ༺׆࢈ࡒͷϏδωεͱతۀا
Λ։ͨ͠࠵ଞɺίʔσΟωʔλʔ͕Ҭͷۀاʹ๚͠ɺ૬ஊɺ
͠·͍ߦԉΛࢧผݸɾٕज़ͷհͳͲͷ࢈ࡒԉɺతࢧܖ
ͨɻ׆ಈ࣮ͱͯ͠ɺۀا໘ஊճ�0݅ɺϚονϯά݅
1݅ɺٕज़Ҡసʹؔ͢Δ૬ஊ݅1��݅ͱͳ͓ͬͯΓɺݝ
தখɾϕϯνϟʔۀاʹ෯ࢧ͍ԉΛ͍ͯͬߦ·͢ɻ
・支援事例1
ɹࡢ͔Βྲྀ͍ͯ͠ߦΔ৽ܕίϩφΠϧεײછͷ֦େͰɺ
ϚεΫ͕ੜ׆ͷதʹ͔ܽͤͳ͍ͷͱͳΓ·ͨ͠ɻϚεΫ
ৗͷͱͳΔͱͱʹɺϚεΫʹӸੑշదੑ͕ΘΕΔ
Α͏ʹͳ͖ͬͯ·ͨ͠ɻࢧԉઌͷۀاͷํ͕ɺࢢʹྲྀ௨ͯ͠
͍ΔϚεΫͷΛ͚ͯͭݟ৽ͨͳϚεΫΛߟҊ͠ɺϥΠη

ϯεઌΛ୳ͨ͢Ίʹ૬ஊʹͬͯཉ͍͠ͱདྷ๚͞Ε·ͨ͠ɻϥ
ΠηϯεઌɺϝʔΧʔɺࣾɺϢʔβʔͷதͰݕ౼͠ɺࠓճ
ࣾʹఏҊ͠·ͨ͠ɻ
・支援事例2
ɹࢧԉઌͷ͕ۀاίϯΫϦʔτʹ༻͍Δૈࡐࠎʹɺۚଐʢओʹమʣ
Λ༻͍Δ͜ͱΛண͠ɺෳͷಛڐΛग़ݖ͠ئརͱͯ͠ೝΊΒ
Ε·ͨ͠ɻ֘ۀاݐஙɾܥͷۀاͰͳ͍ͷͰɺͦͷ
ϥΠηϯε׆ಈʹ͍ͭͯ૬ஊΛड͚·ͨ͠ɻ͜ͷಛ܈ڐɺ࣓
ྗʹΑΔίϯΫϦʔτΛ͢ࢪΔͳͲੑۀ࡞ͷվળɺܰ
ྔԽʹཱͭ͜ͱΛ֬ೝ͠·ͨ͠ɻϚονϯάͷϑΝʔε
τίϯλΫτͰɺϓϨθϯࢿྉ͕ॏཁͰɺ؆͔͔ܿͭΓ
ͷؔݝɺਆಸޙྉࢿԉΛ͠·ͨ͠ɻࢧ࡞ྉͷࢿ͍͢
࿈ۀاʹհ͠·ͨ͠ɻ

３．知的財産セミナーの開催
ɹKISTECͰɺݝதখɾϕϯνϟʔۀاͷํΛରʹɺ
త׆࢈ࡒ༻ʹؔ͢ΔීൃܒٴͷͨΊɺత࢈ࡒηϛφʔΛ։
ઓུࡒɺҙঊɺඪɺڐɻྩ2ɺಛ͢·͍ͯ͠࠵
ͷ΄͔ɺʮ8JUIίϩφ࣌ʹ͓͚Δಛݖڐͷ׆༻ํ๏ʯΛςʔ
Ϛͱͯ͠։͠࠵·ͨ͠ɻ·ͨɺ8FCηϛφʔΛෳճ։͢࠵
ΔͳͲɺ৽ܕίϩφΠϧεײછ֦େࢭʹରԠ͠·ͨ͠ɻ

知的財産支援事業

回数 開催日 テーマ 講　師 会　場

① 7/27～7/31 「中小企業のビジネスと知的財産活用①」
「特許流通コーディネーターの活動内容と事例」

神奈川県特許流通
コーディネーター WEBセミナー

② 8/24～8/28 「中小企業のビジネスと知的財産活用②」
「特許権および特許制度の有効な使い方」

神奈川県特許流通
コーディネーター WEBセミナー

③ 9/28～10/2 「中小企業のビジネスと知的財産活用③」
「技術移転及び技術活用に関わる契約について」

神奈川県特許流通
コーディネーター WEBセミナー

④ 10/9 知財を経営に活かすためのチェックポイント
富士工業株式会社の知財活動

岩﨑　孝治　氏
富士工業株式会社知財担当者

KISTEC
海老名本部

⑤ 10/17 「図書館で学ぶ知的財産講座
　‐弁理士と共に学ぶ初心者向け知財‐第１回」

日本弁理士会関東会役員
穂坂�道子�氏 県立川崎図書館

⑥ 11/13 日本弁理士会主催知財セミナーその発明、もったいない！！
～技術やアイデアを「使える権利」とするために～

日本弁理士会関東会
坂田　ゆかり　氏

WEBセミナー
（ライブ配信）

⑦ 11/16
日本弁理士会主催知財セミナー
ニッチなロングセラーを目指す！ものづくり中小企業の
ための商標活用術

日本弁理士会関東会
中村　祥二　氏

WEBセミナー
（ライブ配信）

⑧ 12/8 意匠登録のための手続き実務
～�出願から登録まで�～ 青木　博通　氏 県立川崎図書館

⑨ 12/19 「図書館で学ぶ知的財産講座
　‐弁理士と共に学ぶ初心者向け知財‐第２回」

日本弁理士会関東会
神奈川委員会委員
佐藤�貴信�氏

県立川崎図書館

⑩ 1/21 令和２年度戦略的知財マネジメント促進事業　知的財産
セミナー　「Withコロナ時代における特許権の活用方法」 溝田　宗司　氏 WEBセミナー

（ライブ配信）
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ɹେϓϩδΣΫτͷڀݚՌಛڐΛ׆༻ͯ͠ɺޫ ϑΝΠόʔͷઌΛ
10ONʹઌӶԽͨ͠छͷϓϩʔϒΛ։ൃ͠ɺͦ ͷઌʹൃੜ͢ΔۙޫΛ
༻͍ͯφϊαΠζͷͷΛ͢؍ΔஔΛ։ൃ͠·͠ ʢͨ+STҕୗ։ൃ੍Λར
༻ʣɻੜମࢠΛؚΊࢼྉΛΘͣɺޫ ͷճંݶքΛӽ͑ͨۃඍখྖҬͰͷΩϟ
ϥΫλϦθʔγϣϯ͕ՄͰ͢ɻʤຊޫ᷂ʥ

ɹٶౡϓϩδΣΫτͷڀݚՌಛڐΛ׆༻
ͯ͠ɺ͕ Μ߅༺ྍ࣏ମʹؔ͢ΔϥΠηϯεΛ
εΠεͷༀڙʹۀا༩͠ɺྟ চ͚ʹݧࢼ
ͨ։ൃΛਪਐ͍ͯ͠·͢ɻ
ɹʤ᷂ΧΠΦϜɾόΠΦαΠΤϯεʢ ᷂Ϧϒςο
ΫΛ߹ซʣʥ

ɹླάϧʔϓͷಛڐΛ׆༻ͯ͠ɺγοΫϋεީ܈ͷݪҼ
࣭Ͱ͋ΔϗϧϜΞϧσώυΛɺ৭ͷมԽʹΑΓ؆ศʹଌఆͰ
͖ΔࢼༀΛ։ൃ͠·ͨ͠ɻࢴݧࢼݕग़࠾ʹث༻͞Ε͓ͯΓɺࣨ
ݱࣄͳͲͰ؆୯ʹϗϧϜΞϧσώυΛଌఆͰ͖·͢ɻ

ɹதౡϓϩδΣΫτͷڀݚՌಛڐΛ׆༻͠
ͯɺࣼද໘ͰͷӷణͷసམڍಈͷධՁΛ૯߹
తʹ͜͏ߦͱ͕Ͱ͖ΔੈքॳͷղੳγεςϜΛ
։ൃ͠·ͨ͠ɻද໘ɾք໘ॲཧͷྗڧͳڀݚ։
ൃπʔϧͰ͋Γɺ৮֯ܭͱΈ߹Θͤͯɺ
Ꭲਫ෦ࡐɾίʔςΟϯάɾృͷۀ࢈Ͱ׆
༂͍ͯ͠·͢ɻʤڠք໘Պֶ᷂ʥ

ɹాϓϩδΣΫτͷڀݚՌಛڐΛ׆༻ͯ͠ɺੈ քͰॳΊͯɺཅࢎۃԽϙʔϥεΞϧϛφΛர
ಉ։ൃʹޭ͠ڞϑΟϧϜͷϓϩηεͷࢭࣹܕ࿈ଓՄͳϞεΞΠʢիͷʣʹܕ
·ͨ͠ɻ͜ ͷϑΟϧϜɺද໘ʹ100ONఔͷنଇతͳಥىྻߏΛͪ࣋ɺް Έํͷ۶ં
͕࿈ଓతʹมԽ͢ΔͨΊɺޫ ͷࣹΛ͑Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻͦ ͷࣹ0�1�ҎԼͰɺै
དྷͷҰൠͱൺ1�20ҎԼͱඈ༂తʹੑ͍ߴΛࣔ͠·͢ɻ͜ ͷϑΟϧϜɺʮϞεϚΠτT.ʯ
ͱͯ͠Խ͞Εɺւ໊ຊ෦ͷؔݰϗʔϧʹ࣮͕లࣔ͞Ε͍ͯ·͢ɻʤࡾඛέϛΧϧ᷂ʥ

１．企業への実施許諾等実績（代表例）

２．発明者ベンチャーへの知的財産支援実績（代表例）

走査型近接場光学顕微分光システムと
光ファイバープローブ

抗体医薬とその開発技術

ホルムアルデヒド検出用試薬

液滴転落挙動解析システム 大面積モスアイ型反射防止フィルム

大津「フォトン制御」プロジェクト、光科学重点研究室「近接場光学」グループ

宮島「幹細胞制御」プロジェクト

光科学重点研究室　鈴木グループ

中島「ナノウエッティング」プロジェクト 益田「ナノホールアレー」プロジェクト、重点研究室　光機能材料グループ

ɹେϓϩδΣΫτͷಛڐΛ׆༻ͯ͠ɺߴ
पଳҬͰप͕҆ఆͨ͠ޫίϜͷൃੜ
ΛՄʹͨ͠ɺߴਫ਼ͳଟपޫύϧε
ൃੜثΛ։ൃ͠·ͨ͠ɻߴਫ਼ࡉηϯαͱ͠
ଌͷར༻࣮Λ͡Ίɺޫܭঢ়ܗͯ ௨৴ɾ
ҩྍஅͰͷ׆༻ظ͞Ε·͢ɻʤ᷂
ޫίϜʢ໊چশ ᷂ޫίϜڀݚॴʣʥ

光コム発生器
大津「フォトン制御」プロジェクト

ɹϓϩδΣΫτͷڀݚՌಛڐΛ׆༻
ͯ͠ɺ࠷৽ͷϚΠΫϩϑϧΠσΟΫεٕज़Ͱ
σβΠϯ͞ΕͨϚΠΫϩԽֶνοϓͱߴɺ ײ
ͳϨϯζݕग़ثΛ͢ࡌΔՄൖܕ൚ࣗಈ
໔ӸੳஔΛ։ൃ͠·ͨ͠ɻ͜ Ε·Ͱଌఆ
Ͱ͖ͳ͔ͬͨوॏͳඍྔݕମΛશࣗಈͰݱ࠶
ੑྑ͘ੳՄʹ͠·ͨ͠ɻʤϚΠΫϩԽֶ
ʥ᷂ݚٕ

可搬型汎用自動マイクロ
免疫分析装置(μELISA)

北森「インテグレーテッド・ケミストリー」プロジェ
クト、光科学重点研究室「マイクロ化学」グループ

研究成果の技術移転実績

ඍޫݦ
γεςϜ

ثग़ݕ
ʤཧ᷂ثܭݚʥ

ޫϑΝΠόʔ
ϓϩʔϒ

ࢴݧࢼ
ʤؔ౦Խֶ᷂ʥ

ޫपίϜ
ൃੜث

ϚΠΫϩԽֶ
νοϓ

ЖELISA

ߴਫ਼ࡉηϯαʔ
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■ベンチャー企業に関する最近のトピックス
ʢ1ʣ᷂ޫίϜɺྩ 2  2 ݄ʹʮ᷂ 9TIAʯʢΫςΟΞʣʹ໊শม͠ߋ·ͨ͠ɻ·ͨɺಉ � ݄ʹຊࣾɾσϞϧʔϜΛ౦ژ

۠౦ͷ৽ΦϑΟεʹҠస͠·ͨ͠ɻʤ9TIA ࣾͷ )P ΑΓʥ
ʢ2ʣ᷂ΧΠΦϜɾόΠΦαΠΤϯεɺSIBOHIBJ )FOMJVT #JPUFDIIOD�ʢຊࣾɺத্ࠃւࢢʣͱͷؒͰɺಉ͕ࣾ։ൃ͕ͨ͠Μྍ࣏

༻ώτԽ߅ TROP�2 ϞϊΫϩʔφϧ߅ମʢLI7�200�ɺLI7�200�CʣͷϥΠηϯεܖΛక݁͠·ͨ͠ɻʤΧΠΦϜࣾͷ )P ΑΓʢྩ
 �  1 ݄ 1� ൃදʣʥ

ʢ�ʣϚΠΫϩԽֶٕ᷂ݚɺಉ͕ࣾ։ൃͨ͠ʮཹༀࠪݕΩοτ ΞάϦέϜ⹍ʯ͕ɺୈ 1� ճʮ࡚ͷͮ͘Γϒϥϯυʯʢಉਪਐ
ձͷٞڠձʣʹೝఆ͞Ε·ͨ͠ɻʤٞڠ )P ΑΓʢྩ 2  � ݄ 2� հʣʥ

ʢ�ʣ᷂ AEJQPSFFET Ͱɺʢֶʣܚጯٛक़ͱͷڞಉڀݚʹΑΔʮੑ࣏ൽෘ௵ᙾΛରͱͨؒ͠༿ࡉװܥ๔༝དྷ݂খ൘༷ࡉ๔
ʢASCL�PLCʣͷ୳ࡧతྟচݧࢼʯʹ͍ͭͯɺްੜՊֶ৹ٞձ͔ΒୈҰछ࠶ੜҩྍఏܭڙըͷ࠶ੜҩྍఏجڙ४ͷద߹͕
ೝΊΒΕ·ͨ͠ɻʤAEJQP ࣾɾܚԠٛक़ͷ )P ΑΓʢྩ 2  � ݄ 11 ൃදʣʥ

ɹ֯ඌɾޱϓϩδΣΫτʹ͓͍ͯ࡞͞ΕͨڀݚՌͰ͋Δ
NFTUJO�DSFτϥϯεδΣχοΫϚεʢ#��CH�TH	NFT�DSF
1NPHVɺཧ
ʹ͓͚ΔҨܥܦୗதʣɺதਆدʹηϯλʔڀݚόΠΦϦιʔεݚ
ࢠͷػࣦڀݚͷͨΊͷϦαʔνπʔϧͱͯ͠ɺओʹશࠃͷҩֶ
ͷେܥ ɾֶؔػڀݚͰ׆༻͞Ε͍ͯ·͢ɻ͜ Ε·Ͱͷৡ࣮ͷ֓ཁ
Λӈʹ·ͱΊ·ͨ͠ɻ

３．大学・研究機関等への研究成果物提供実績（代表例）

Nestin-creトランスジェニックマウス

企業名 資本金 事業内容 もとになった研究プロジェクトなど

㈱ネーテック 1,000 万円 糖鎖高分子材料技術の実用化 赤池「高機能分子認識薄膜」

フォトニクスネット㈱ 1,000 万円 光ファイバー通信機器、など 小池「光超伝送」

Little�Optics�Inc. 400 万ドル 波長多重化光通信デバイス 國分「3次元マイクロフォトニクス」

マイクロ化学技研㈱ 1,200 万円 集積化マイクロ化学システム商品 北森「インテグレ―テッド・ケミストリー」

THKプレシジョン㈱
（㈱ナノコントロールが名称変更） 800万円 圧電アクチュエーター応用システム 樋口「極限メカトロニクス」

㈱XTIA（クティア（旧㈱光コムが名称変更） 1,000 万円 光コム発生器開発、製造販売 大津「フォトン制御」

㈱カイオム・バイオサイエンス
（㈱リブテックを合併） 1,000 万円 抗体医薬品の研究・開発 宮島「幹細胞制御」

ヒラソルバイオ㈱ 1,200 万円 診断用試薬・装置の開発、製造、販売 伊藤「再生医療バイオリアクター」

㈱かながわテクノロジーイノベーションズ 1,400 万円 微細加工技術を用いた計測技術・機器 安田「一細胞分子計測」

㈱AdipoSeeds 115 万円 脂肪組織に由来する細胞を用いた再生
医療等製品の事業化　

松原「革新的血小板創製技術の確立と医
療応用」

KISTECから育ったベンチャー企業

KISTEC　データ集（研究開発）

角尾・野口「生体シグナル伝達」プロジェクト

ɹ )20ʙ2� )�0 R1 R2 ܭ
ৡ݅ 2� � � 2 ��

ৡઌछผ େֶཱެࠃ େֶཱࢲ ެతؔػڀݚ େֶࠃ֎ ܭ
ৡ݅ 1� 1� � 2 ��

ˎKISTECͰɺੜΈग़ͨ͠ڀݚՌΛؐ͢ݩΔͨΊɺϕϯνϟʔۀͷࢧԉΛੵۃతʹ͍ߦ·ͨ͠ɻ

ɾٕज़Ҡస࣮ɹྩ̎ڀݚ

◆外部発表 学会発表等件数 261件　論文等掲載件数 142件

◆企業との共同研究等 85 件

◆知的財産（特許）・ライセンス等
所有　　178件　国内 125件（実施中 81件）　　外国 53件（実施中 45件）
出願中　159件　国内 100件（　〃　13件）　　外国 59件（　〃　 16件）

◆特許製品の売上高 2.0 億円

◆外部から獲得した研究資金 8.7 億円
˞Պֶڀݚඅิॿۚܦඅ૬ֹΛؚΉ
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人材育成事業の概要
ɹؒΛ௨ͯ࣍͡ͷΑ͏ͳݚम࠲ߨɺΠϕϯτΛاըɺ࣮͠ࢪɺΠϊϕʔγϣϯग़Λ୲͏ਓࡐͷҭΛࢧԉ͍ͯ͠·͢ɻ

「ものづくり中核人材育成」
ɹ●高度技術活用研修●
ɹɹʮػցʯʮిؾʯʮԽֶʯͷʹؔΘΔதখۀاͷٕज़ऀΛରʹɺൺֱతظʹΘͨΔݚमΛ࣮͠ࢪɺٕज़ྗ্Λࢧԉ͠·

͢ɻٛߨͱKISTECٕज़෦һͷࢦಋʹΑΔ࣮शΛΈ߹ΘͤͨΧϦΩϡϥϜͰ͢ɻ
ɹ●新技術活用研修●
ɹɹ৽͍͠ྖۀ࢈Ҭʹ͓͚Δٕज़՝ΛςʔϚͱͯ͠ɺதখۀاʹ͓͍ͯ৽։ൃΛ୲͏ਓࡐͷҭΛతʹɺগਓͰ࣮͢ࢪ

ΔݚमͰ͢ɻ
「製造管理人材育成」
ɹ࣭ཧɺISO෦ࠪһཆͱϚωδϝϯτʹؔ͢ΔߨशձΛ։͠࠵ɺͷͮ͘ΓۀاͰݱΛཧ͢Δਓࡐͷҭ
Λࢧԉ͠·͢ɻ

「研究人材育成」
ɹେֶʹ͓͚Δઌਐͷڀݚಈɺۀ࢈քͰඞཁͱ͞ΕΔઌٕज़ɺ࠷৽ͷղੳɾධՁٕज़ͳͲΛֶͿൺֱతؒظͷ࠲ߨΛ࣮
ԉ͠·͢ɻࢧͷҭΛࡐਓڀݚ͢ࢦɺΠϊϕʔγϣϯग़Λ͠ࢪ

「科学技術理解増進事業」
ɹݝͷখதֶߍʹϘϥϯςΟΞࢣߨΛ͢ݣΔग़લࣨڭɺKISTECͳΒͰͷཧՊ࣮ࣨݧ࡞ΠϕϯτΛ࣮͠ࢪɺੈ࣍
Λ୲͏ࢠͲͨͪʹɺͷͮ͘Γٕज़Պֶͷָ͠͞ΛֶͿػձΛఏ͠ڙ·͢ɻ·ͨɺߍߴੜ͔ΒҰൠͷํʑ·ͰΛରʹɺ࠷৽ͷ
ՊֶͷڀݚՌΛָ͘͠հ͢ΔΠϕϯτͳͲΛ։͠࠵·͢ɻ

ɹࣄٸۓଶએݴͷൃྩͱͱʹ࢝·ͬͨྩ2ɺॳ༧ఆ͍ͯͨ͠ݚम࠲ߨͷԆظɺதࢭ
͕૬͙࣍தɺΦϯϥΠϯগਓ੍Ͱͷର໘։࠵ͳͲɺࡏۈߦಈ੍ݶΛ༨ّͳ͘͞ΕΔํʑ
ʹडߨՄͳํ๏Λ͠ࡧɺޡࡨߦࢼΛ܁Γฦ͠ͳ͕Βɺ࣌ʹΧϦΩϡϥϜॊೈʹΈସ͑ɺ
ਓࡐͷҭΛࢧԉ͠·ͨ͠ɻ
ɹಛʹΦϯϥΠϯ࠲ߨɺʮډͳ͕Βʹͯ͠ʯࢀՃͰ͖ΔΦϯϥΠϯͳΒͰͷϝϦοτΛ͔͠׆ɺ
ํͷରΛੜΈग़͢ʹΑֶͬͯशޮՌΛߴΊɺٸᬎاըͨ͠ηϛφʔ「ポストコロナを支
える科学の知見と最新テクノロジー」ʢৄ̿ࡉ��ʣͰɺ�00໊͍ۙࢹௌऀͱͱʹ2020ͷ
ίϩφՒΛࣾͨܦձͰՊֶઌٕज़ͷݟͲͷΑ͏ʹੜ͔ͤΔ͔ɺ͠ߟ·ͨ͠ɻCO7I%�1�
ରࡦͱ͠ ʮͯڑʯΛอͬͨ··ਓͱ͠ɺͦͷ্Ͱ҆શੑརศੑΛ͍͔ʹ֬อ͢Δ͔ɺެऺӴੜ
ֶɺηΩϡϦςΟɺҩྍɾհޢɺITͷͷୈҰઢͰ׆ಈ͢Δ�໊ͷઐՈ͔Βɺະདྷʹ͚ࣔͯ
ࠦʹΜͩΞΠσΞఏݴΛ͍·ͨ͠ɻ
ɹ͞Βʹɺە߅ɾ߅ΠϧεޮՌΛൃ͢شΔͷࣾձχʔζ͕ߴ·Δதɺॴ͕։ٕͨ͠ज़
ݟΛ։ൃʹ͍͔ͨͩͨͯ͘͠׆Ίɺ৽ٕज़ݚ༺׆म「抗菌・抗ウイルス材料の開発から製
品化講座」˞ ʢ̍ৄ̿ࡉ��ʣΛ৽ͨʹاը͠ɺΦϯϥΠϯͰ։͠࠵·ͨ͠ɻەࡉΠϧεͷૅج
͔ࣝΒ։ൃͷઌྫࣄߦɺੑධՁʹؔ͢Δ༰·Ͱ෯͍ใΛఏ͠ڙ·ͨ͠ɻ
ɹҰํɺϦϞʔτͰಘ ʮ͍ର໘ʯͷϥΠϒײʹ͕ࠜ͋࣋ࢧ͍ڧΓ·͢ɻಛʹࢠͲ͚ͷΠϕ
ϯτͰɺ࣮ମݧͷػձΛ੍͞ݶΕͨதͰɺࢠͲ͕ͨͪਓΛհͯ͠ಘΒΕΔݧܦΛٻΊ͍ͯΔ͜
ͱΛ࣮͠ײ·ͨ͠ɻʮਓΛհ͢Δ͜ͱʹ॓ΔՁʯΛҙࣝ͠ɺιʔγϟϧσΟελϯεΛ֬อ͠ͳ͕
Β࣮ͨ͠ࢪ৽اըɺ「KISTECおもちゃレスキュー　こども救急隊・こども鑑識隊」˞ 2ʢৄࡉQ���ʣɺ
յΕ͓ͨͪΌͷෆ۩߹ՕॴΛൃͯ͠ݟΒ͍ͳ͕ΒੳͷࣄΛٙࣅମ͢ݧΔָ͍͠ϓϩάϥϜ
Ͱ͢ɻͷͮ͘Γ͚ۀاʹఏ͍ͯ͠ڙΔڭҭ࠲ߨʮෆ۩߹ɾނোղੳ࣮ηϛφʔʯͷΤοηϯε
ΛऔΓग़͠ɺࢠͲ͚ʹΞϨϯδͨ͜͠ͷاըʹɺੳɾܭଌۀΛ୲͢ΔKISTEC৬һͷ
ੜ͔͞Ε͍ͯ·͢ɻ͕ݧܦͳࣝͱϓϩϑΣογϣφϧͷߴ
ɹίϩφՒͱ͍͏ہʹ໘͢Δࣾձɺಉ࣌ʹAIϩϘοτͷಋೖ͕Ճ͢Δٕज़มֵͷ࣌
Λܴ͑ͭͭ͋Γ·͢ɻਓࡐͷҭʹ৽ͨͳ՝͕ੜ͍ͯ͡·͢ɻਓࡐҭ෦Ͱࢧԉؔػͷϙς
ϯγϟϧΛا͔ͨ͠׆ըΛ௨͡ɺେਓ͔ΒࢠͲ·Ͱɺߴͳٕज़ઌՊֶʹ৮ΕΔΛఏ͢ڙ
ΔͨΊɺޙࠓ͞·͟·ͳۀࣄΛ࣮ࢀͯ͠ࢪΓ·͢ɻ
˞1ɹ͔ͳ͕ΘΫϦχΧϧϦαʔνۀࣄͷҰͱ࣮ͯ͠͠ࢪ·ͨ͠ɻ
˞2ɹKISTECՊֶٕज़ཧղ૿ਐύʔτφʔͷ͝ࢧԉʹΑΓ࣮͠ࢪ·ͨ͠ɻ
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中小企業技術者育成
ɹߴٕज़ݚ༺׆मͰɺʮػցʯʮిؾʯʮԽֶʯͷʹؔΘΔதখۀإज़ऀΛରʹൺֱతظʹΘͨΔݚ
मΛ࣮͠ࢪɺͦ ͷٕज़ྗ্Λࢧԉ͠·͢ɻ৽ٕज़ݚ༺׆मͰɺ৽͍ٕ͠ۀ࢈ज़ͱͦͷٕज़՝ΛςʔϚͱͯ͠ɺ
৽։ൃΛ୲͏ਓࡐҭΛతʹগਓͷݚमΛ࣮͠ࢪ·͢ɻ

「ものづくり中核人材育成」
受講者数：120 名

受講者数：224 名
ɹʮ࣭ཧߨशձʯʮΑ͘Θ͔ΔISO࠲ߨʯʮISO ෦ࠪһཆ࠲ߨʯʮੜ࢈ཧͱϚωδϝϯτ࠲ߨʯͷηϛ
φʔΛ։͠࠵ɺͷͮ͘ΓۀاͰݱΛཧ͢ΔਓࡐͷҭΛࢧԉ͠·͢ɻ

「製造管理人材育成」

月 ものづくり中核人材育成 製造管理人材育成

8

9

10

11

12

1

2

3

令和2年度4月～7月に開催予定であった講座は、新型コロナウィルス感染症の拡大防止のため、延期・中止しました。

●高度技術活用研修（機械技術科「機械設計コース」）
　9/23～10/7（3日間）

●マネジメントシステム
　研究会 オンライン
　8/7～3/5（8日間）

●生産管理と製造
　マネジメント講習会
　8/27～10/13（9日間）

●管理・監督者養成講座
　10/22～10/23
　（2日間）

●5S実践セミナー
　12/23

●品質管理講習会
　（技術課程）
　※1月以降 オンライン
　11/5～2/25
　（15日間）

ISO9001
内部監査員養成講座

11/17～11/18（2日間）
12/1～12/2（2日間）

（年2回）

よくわかる品質ISO講座
10/20,2/2（年2回）
※2月は オンライン

よくわかる
環境ISO講座 オンライン

9/8,1/14（年2回）

ISO14001
内部監査員養成講座
10/8～10/9（2日間）
1/21～1/22（2日間）

（年2回）
※1月は オンライン

●新技術活用研修（ナノ・マイクロ技術講習・実習会）
　第3回シリコン酸化10/15,10/28
　第4回ナノパターン形成10/25

●高度技術活用研修（電子技術科「情報・生産工学コース」）
　10/1～12/3（9日間）

●高度技術活用研修（機械技術科「機械加工コース」）
　2/24～3/10（3日間）オンライン

●高度技術活用研修（電子技術科「電子・電気工学Ⅱコース」）
　2/26～3/11（3日間）オンライン

●新技術活用研修（ナノ・マイクロ技術講習・実習会）
　第14回シリコン異方性エッチング3/5
　第17回陽極接合3/18

●高度技術活用研修（機械技術科「金属材料とその特性コース」）
　11/11～11/25 （3日間）

●新技術活用研修（抗菌・抗ウイルス材料の開発から
　製品化講座）
　12/8～12/18（4日間）

●高度技術活用研修（電子技術科「電子・電気工学Ⅰコース」）
　12/10～12/24（3日間）

●新技術活用研修（プラスチック射出成形技術科）
　12/1～3/22（5日間）
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研究人材育成　受講者数：601 名
ɹେֶʹ͓͚Δ࠷৽ͷڀݚಈɺۀ࢈քͰඞཁͱ͞ΕΔઌٕज़ɺ࠷৽ͷղੳɾධՁٕज़ͳͲΛֶͿ࠲ߨΛ࣮͠ࢪɺڀݚਓࡐͷҭΛࢧԉ͠·͢ɻ

月 環境エネルギー 高度なものづくり 先進医療・第 4 次産業革命

8
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令和2年度4月～7月に開催予定であった講座は、新型コロナウィルス感染症の拡大防止のため、延期・中止しました。

●RoHS/REACHに対応する自律的　
　マネジメントシステムの構築
　導入・応用編
　10月 20日

●RoHS/REACHに対応する自律的　
　マネジメントシステムの構築（実践編）　 
　3月8日～9日 オンライン

●セルロースナノファイバーの真価
　3月17日 オンライン

●不具合・故障解析実務セミナー
　2月4日～12日のうち計3日間 オンライン

●高分子鎖デザインがもたらすポリマー
　サイエンスの再創造
　2月18日～3月11日のうち計4日間
　 オンライン

●研究者、技術者のための応用数学
　10月21日～23日　計3日間 オンライン

●射出成形現象工学コース
　9月28日～10月15日のうち計5日間

●計算力学の基礎コース
　8月27日～9月4日のうち計7日間
　 オンライン

●先端暗号技術入門 オンライン
　 12月1日～3日

●作って、売る医療機器【設計・製造編】
　12月8日～9日

●進化を遂げるμ-TAS オンライン
　lab-on-a-chip organ-on-a-chip
　12月16日～18日　計3日間

●作って、売る医療機器【企画・設計編】
　11月10日～11日

●ポストコロナを支える オンライン
　科学の知見と最新テクノロジーⅠ
　11月20日、12月4日、12月15日

●作って、売る医療機器
　【法令・QMS編】オンライン
　1月19日～20日

●ポストコロナを支える オンライン
　科学の知見と最新テクノロジーⅡ
　「医療と情報セキュリティ」
　2月9日、16日、22日

ʢגʣϞϊɾΣϧϏʔΠϯά
ਖ਼ത ݪࡗ

ւಓେֶɹࢁɹխ ౦େֶɹਫ౻ 

ஜେֶɹᅳኍ ঢ

ւಓେֶɹ࣍ܚ ֶ

भେֶ ɹాத ܟೋ

KISTECɹѨٱ ٱ߁

౦ژେֶେֶӃɹᜊ౻ ܧ೭

౦ژେֶେֶӃ
ɹᴡ౻ɹએҰ

ʢגʣϝσΟΧϧϥϘύʔτφʔζ
ਗ਼ਫ ඒઇ
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人材育成 科学技術理解増進

なるほど！体験出前教室
【令和 2 年度 実績】　 派遣学校数：71 校　体験した児童・生徒数：3261 名　派遣講師数：49 名
KISTECͱਆಸݝɺՊֶٕज़ͷͮ͘ΓͷকདྷΛ୲
৺ΛҭͯΔͨΊɹňͳΔڀ৺୳حͲͨͪͷతࢠ͏
΄Ͳʂମݧग़લࣨڭŉΛ࣮͍ͯ͠ࢪ·͢ɻ͜ ͷۀࣄɺݝ
ڀݚͷۈࡏͨ·ॅࡏ ɾऀٕ ज़ऀͷϘϥϯςΟΞࢣߨͷ
ʹߍԉֶࢧɾಛผߍͷখதֶݝͼKISTEC৬һ͕ɺٴํ
ग़͖ɺࢣߨͷఏҊͨ͠ମܕݧतۀΛ͏ߦͷͰ͢ɻ

子どもたちからは、
こんな感想がありました！
・知らないことが学べて
　とても楽しかった！
・理科がもっと好きになりました！
・自分でもやってみたり、
　もっと調べたりしてみたいです！

ϒϯϒϯճ͠ Ζ͏࡞๒Λؾۭ ʵ1��ˆͷੈք ͷύϫʔΛΖ͏ؾۭ ෩ྗൃిػΛ࡞Ζ͏

ॴચࡎચ୕ކͷ
ෆٞࢥͳྗΛ࣮͠ײΑ͏

ΰϜಈྗܕඈػߦͷ
࠲ ɾֶ࡞ɾௐɾඈߦ

ೕύοΫͰϙϯϙϯધΛڇ
ΓΒͤΔ࡞

ϓϩάϥϛϯάʹΑΔ
LE%ϥΠτͷ໓

Ԍ৭ԠɹՖՐͷ৭Ͳ͏
ͯͭ͘͠Δͷ͔

理科実験室
第 1 回

「二酸化炭素のひみつ」
令和2年9月12日(土)　参加者：43名
講　師：KISTEC　金子　昌稔
会　場：かながわサイエンスパーク

第 2 回
「アンモナイトのかたちのひみつ」

令和2年11月21日（土）　参加者：26名
講　師：神奈川県立生命の星・地球博物館　田口　公則�主任研究員
会　場：かながわサイエンスパーク

理科実験室は、
とても人気があり、
毎回沢山の応募を
いただいてます！

৭ʑͳํ๏ͰೋࢎԽૉΛ࡞Γɺͦ ͷ্ͰγϟϘϯۄΛු͔ͤ·ͨ͠ɻ ීஈ৮Εͳ͍ຊͷඪຊ࣮ࡍʹੜ͖͍ͯΔרΦϜΨΠΛͯͬɺ
ೋࢎԽૉͷੑ࣭ʹֶ͍ͭͯͼͳ͕Βɺڥʹ͍ͭͯ͑ߟ·ͨ͠ɻ ΞϯϞφΠτͷମͷߏੜଶͷൿີʹഭΓ·ͨ͠ɻ

KISTEC おもちゃレスキュー　こども救急隊・こども鑑識隊　参加者：30 名
令和 2 年 12 月 19 日（土）　会場：かながわサイエンスパーク
ɹKISTEC͕ઐͱ͍ͯ͠Δܭଌɾੳͷࣄʹ͍ͭͯɺͦ ͷΤοηϯεΛऔΓग़ͯ͠ࢠͲ͚ͷϓϩάϥϜʹͨ͠h KISTEC͓ͪΌϨεΩϡʔɹ
͜Ͳٸٹ ɾୂ͜ Ͳؑࣝୂ Λɦ։ઃ͠·ͨ͠ɻ
ɹࢠͲͨͪʹೃછΈͷ͋Δ͓ͪΌΛࡐʹɺ͋ Β͔͡ΊՃ͑ΒΕͨෆ۩߹ՕॴΛൃͯ͠ݟΒ͍ͳ͕ΒɺੳͷࣄΛٙࣅମ͠ݧ·͢ɻෆ۩߹Օ
ॴΛൃ͢ݟΔ໘ന͞Λମͯ͠ݧΒͬͨޙɺຊͷੳஔΛֶݟɻຊ֨తͳஔΛલʹࢠͲͨͪڵຯਂ͘৬һͷʹࣖΛ͚ͯ͘Ε·ͨ͠ɻ
͜ΕΛػʹɺࢠͲ͕ͨͪੳͷڵʹࣄຯΛͯͬ࣋͘ΕΔ͜ͱΛظ͍ͯ͠·͢ɻ
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ポストコロナを支える科学と知見の最新テクノロジー 会場：オンライン（ZOOM）参加者：395 名
ɹϙετίϩφͷ࣌ʹ͓͍ͯҩֶɺༀֶͷΈͳΒͣɺՊ ɾֶٕ ज़ͲͷΑ͏ʹ͠ݙߩಘΔͷ͔ɺୈҰͰɺʮެऺӴੜֶʯʮηΩϡϦςΟʔʯʮҩ ɾྍհ
ʹʯޢ εϙοτΛͯɺ֤ քͷஶ໊ਓʹઐՈͷཱ͔Βղઆ͍͖ͯͨͩ͠·ͨ͠ɻୈೋͰɺʮҩྍʯͱʮใηΩϡϦςΟʯʹ ͍ͭͯ͞Βʹ۷ΓԼ͛ɺ
ɻͨ͠·͍͍ͯͭʹͷల༺׆ͷ࣮ଶ৽͍͠ใٕज़ͷܸ߈ͷํʑʹϝσΟΞͰ͋·ΓऔΓ্͛ΒΕͳ͍αΠόʔऀڀݚ༂͞Ε͍ͯΔ׆લઢͰ࠷
Ұൠͷݝຽͷํʑ͔Βۀاɺؔػڀݚɺҩྍؔػͷํʑ·Ͱ෯͍ͷࢹௌऀʹϙετίϩφ࣌ʹରԠ͢ΔͨΊͷώϯτ͕ࣔ͞Ε·ͨ͠ɻ

令和2年11月20日 令和2年12月4日 令和2年12月15日
「新型コロナウイルス感染症とはそもそ 「『セキュリティ』とは何か？」 「サイバニクス技術を駆使したメディカル・ケア最前線」
もどのようなものか？」 セコム株式会社 筑波大学�教授
川崎市健康安全研究所　所長 IS研究所リスクマネジメントグループ CYBERDYNE株式会社�代表取締役社長
岡部�信彦�氏 グループリーダー　甘利�康文�氏 山海�嘉之�氏

令和3年2月9日 令和3年2月16日 令和3年2月22日
「最新のサイバーセキュリティ攻撃の傾向と対策」 「医療情報システムとセキュリティ」 「サイバーセキュリティマネジメント」
NTTチーフ・サイバーセキュリティ・ス 国立保健医療科学院 情報セキュリティ大学院大学教授
トラテジスト 研究情報支援研究センター 藤本�正代�氏
松原�実穂子氏 センター長　水島�洋�氏

抗菌・抗ウイルス材料の開発から製品化講座
令和 2 年 12 月 8 日（火）・11 日（金）・16 日（水）・18 日（金）　会場：オンライン（ZOOM）　参加者：43 名

ɹʹΘͨΓۀاͷڀݚɾ։ൃΛࢧԉͯ͠·͍Γ·ͨ͠KISTECͷٕज़ϙςϯγϟϧΛ͔͠׆ɺʮە߅ɾ߅Πϧεࡐྉͷ։ൃ͔ΒԽʯʹ ؔ͢
Δ৽ͨͳ࠲ߨΛɺຊΛݗҾ͢ΔํʑΛࢣߨʹ͓ܴ͑ͯ͠։͠࠵·ͨ͠ɻࡏݱɺ৽ܕίϩφΠϧεײછͷӨڹʹΑΓɺە߅ɾ߅ΠϧεޮՌΛൃ
Ճ͍ͨͩࢀ͝ʹͷํͳͲɺ��໊ͷํۀاΔ͑ߟྉͦΕΛ༻͍ͨ։ൃΛࡐΠϧε߅ɾە߅Γɺ͓ͯͬ·ߴΔͷࣾձχʔζ͍ͬͦ͏͢ش
͖·ͨ͠ɻەࡉΠϧεͷڀݚૅجɺઌ͢ߦΔͷ։ൃʹؔ͢Δ༰͔Βɺද੍ࣔن·ͰΛཏͨ͠ΧϦΩϡϥϜ͕ɺޙࠓɺ৽ͨͳە߅ɾ߅Π
ϧε࣮༻ԽͷҰॿͱͳΔ͜ͱΛɺظ͓ͯ͠Γ·͢ɻ
˙˘çࢣߨհç˘˙
࡚҆߁݈ࢢશڀݚॴ ॴ 岡部信彦氏ʗਆಸՊେֶ ڭत 澤井淳氏ʗؔେֶ ڭत 伊藤健氏ʗ౦ۀژେֶ ڭत 中島章氏ʗTOTO᷂ ࣄࡐݐڥ
։ൃ෦ٕज़։ൃάϧʔϓάϧʔϓϦʔμʔࡐݐڥ෦ۀ 福島哲弥氏ʗ᷂࢜௨ڀݚॴ ICTγεςϜڀݚॴΤΩεύʔτ 若村正人氏ʗෑ᷂ણҡۀࣄ෦
ٕज़෦ٕज़෦ɾʢҰࣾʣણҡධՁٕज़ٞڠձ੍ەՃϚʔΫҕһձҕһ 勝圓進氏ʗʢҰࡒʣຊણҡ࣭ٕज़ηϯλʔਆݧࢼށηϯλʔɾʢҰࣾʣە߅
ٕज़ٞڠձ෭ձ߅Πϧεҕһձҕһ 射本康夫氏ʗޫ৮ഔۀձඪ४ԽҕһɾύφιχοΫࣜגձࣾ 三木慎一郎氏ʗʢҰࣾʣશެࠃਖ਼औҾٞڠձ࿈߹
ձࣄہ 小倉 武彦氏ʗKISTEC ە߅ɾ߅ΠϧεάϧʔϓαϒϦʔμʔ 石黒斉ʗKISTECԽֶٕज़෦όΠΦٕज़άϧʔϓάϧʔϓϦʔμʔ 廣川隆彦

サイエンスカフェ
「サイエンスで進歩するスポーツ技能 ～オリンピック選手育成から計測機器・用具開発まで～」 「仮想の声は、現実世界で歌う―合成音声技術のいま―」
令和2年11月9日（月）　参加者：15名 令和2年12月14日（月）　参加者：10名
講　師：慶応義塾大学 政策・メディア研究科�教授　仰木裕嗣�氏 講　師：明治大学 総合数理学部 先端メディアサイエンス学科 専任准教授　森勢将雅�氏
会　場：てくのかわさき 会　場：かながわサイエンスパーク

ɹۙͷϔϧεέΞӡಈػҡ࣋ͷ ɹࠓճͷςʔϚԻՃٕज़ɻࠓͰ
ҙࣝͷߴ·ΓΛड͚ͯɺεϙʔπֶΛ ΑΓۙͳͷͱͳͬͨ߹Իͷ
औΓ্͛·ͨ͠ɻମͷಈ͖࢟ͷη Λத৺ʹɺڀݚͷྺ࢙Έʹ͍ͭͯ
ϯγϯάɺू ੵσʔλͷੳํ๏ͷ։ൃ ͷղઆɺ͞ Βʹ࣮ࡍʹ։ൃ͞ΕͨԻͷ
͔Βίʔνϯά·ͰɺΓͩ͘͞Μͷ Վؑ·ͰɺԻʹؔΘΔ෯͍
༰Ͱɺาܭߦଌ͍ߦ·ͨ͠ɻ Ճऀͱͷ͕Έ·ͨ͠ɻࢀ͍ͯͭʹ

漢方 e ラーニングによる人材の育成　（https：//www.kistec.jp/kampo/）
ɹKISTECͰ౷ҩֶͷ࣬ࡍࠃපྨ͕Ͱ͖Δਓࡐͷ
ҭΛతʹɺICTࡐڭͱͯ͠ମܥతʹֶΔh Fϥʔํ
χϯά Λɦߏங͖ͯ͠·͠ ʢͨࠨਤʣɻࡏݱɺଔલڭҭͱ͠
ͯେֶͷҩֶ෦ɺֶࣃ෦ɺༀֶ෦ͷֶੜɺଔڭޙҭͱͯ͠
ҩࢣɺࣃՊҩࢣɺༀࢣࡎͳͲͷઌੜɺւ֎ʢϒϥδϧɺΞϝ
ϦΧɺυΠπɺΠΪϦεʣͷઌੜ͕ड͍ͯ͠ߨ·͢ɻ·ͨɺ
ࠃɺ͠ূݕࢪΛ࣮ۀFϥʔχϯάΛ༻͍ͨసतํ
ձͰͦͷޮՌΛൃද͠·ͨ͠ɻֶࡍࠃͼٴ

ɹ͞ΒʹɺҰൠͷํʑ͚ʹΦʔϓϯΞΫηεڭhࡐ ͡
ΊͯͷํFϥʔχϯά Λɦ࡞͠ɺֶ ੜༀڭࢣࡎҭʹ
ར༻͞Ε͍ͯ· ʢ͢ӈਤʣɻ
IUUQT���XXX�LJTUFD�KQ�LBNQP�
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イベント・展示会出店等
ɹྩ̎ɺKISTEC৽ܕίϩφΠϧεͷײછࢭͷ؍
͔Β IOOPWBUJPO )VC లࣔձΛैདྷͷདྷॴ͔ܕΒॳΊͯ
8E#্Ͱ։࠵ɾग़ల͠·ͨ͠ɻ

KISTEC Innovation Hub
ɹKISTEC IOOPWBUJPO )VC  KISTEC ࿈ؔػܞͰಘΒΕͨ
ɾٕज़ऀͷަྲྀɾٕज़࿈ऀڀݚՌΛ͝հ͠ɺۀɾڀݚ
։ൃڀݚԽɾߴͷ৽։ൃɺٕज़ྗͷۀاͷͱͯ͠ɺܞ
ྗͷ্ʹͭͳ͍͛ͯͨͩͨ͘Ίʹ։͍ͯ͠࠵·͢ɻ

WEB開催　Innovation Hub 2020 

։ɹɹظɿྩ211݄�ʢਫʣʙ11݄1�ʢਫʣʢ2िؒݶఆެ։ʣ
Ճऀɿ2��໊ࢀ

ɹΣϒͰެ։ͨ͠ͷओʹKISTECւ໊ຊ෦ͰߦΘΕͯ
͍ΔԼهςʔϚͷಈըɺࢿྉͰɺ2��໊ͷํͷ͝ࢀՃΛ͍ͨ
͖ͩ·ͨ͠ɻ

ϑΥʔϥϜ໊
ຊหཧ࢜ձओ࠵ࡒηϛφʔ 
ͦͷൃ໌ɺ͍ͬͨͳ͍ʂʂʙٕज़ΞΠσΞΛʮ͑Δݖརʯͱ͢ΔͨΊʹʙ
ຊหཧ࢜ձओ࠵ࡒηϛφʔ 
χονͳϩϯάηϥʔΛ͢ࢦʂͷͮ͘ΓதখۀاͷͨΊͷඪ׆༻ज़
ϓϥζϚॲཧΛ༻͍ͨද໘վ࣭ͱͦͷԠ༻ࣄ ʢྫද໘ٕज़ڠձؔ౦ࢧ෦࠵ڞʣ
ྩ̎KISTECࡒηϛφʔୈ̑ճ 

ʮதখۀاͷϏδωεͱ׆ࡒ༻ᶃʯʮಛྲྀڐ௨ίʔσΟωʔλʔͷ׆ಈ༰ͱྫࣄʯ
ྩ̎KISTECࡒηϛφʔୈ̒ճ
ʮதখۀاͷϏδωεͱ׆ࡒ༻ᶄʯʮಛ͓ݖڐΑͼಛ੍ڐͷ༗ޮͳํ͍ʯ
ྩ̎KISTECࡒηϛφʔୈ̓ճ
ʮதখۀاͷϏδωεͱ׆ࡒ༻ᶅʯʮٕज़Ҡసٴͼٕज़׆༻ʹؔΘΔܖʹ͍ͭͯʯ
ઓུతڀݚγʔζҭۀࣄʢ201�։࢝ʣ׆ಈհ
σβΠϯɾػցઃܭϑΥʔϥϜ
ଠཅిϑΥʔϥϜ
ણҡධՁٕज़ϑΥʔϥϜ

オ ン ラ イ ン 見 本 市　テ ク ニ カ ル シ ョ ウ ヨ コ ハ マ　
2021　第42回工業技術見本市

ϑΥʔϥϜ໊ɾൃදऀ
1. プロジェクト研究　終了報告会
ɾ̡ ೩ྉి։ൃάϧʔϓʳޮߴ ԝ ޱࢁ
ɾ̡ ֵ৽తߴ৴པੑηϥϛοΫεϓϩδΣΫτʳ ଟʑݟ ७Ұ
ɾ̡ ەࡉϓϩδΣΫτʳ େ ത࢘
2.戦略的研究シーズ育成事業
ɹ׆ಈհ

ʲ2020։࢝ςʔϚʳ
ɾޫૢͮ͘جʹ࡞ҩྍٕज़ͷग़
 ɹɹ ౦ژେֶେֶӃɹ૯߹จԽڀݚՊɹڭतɹࠤ౻ कढ़
ɾۚوଐϑϦʔ৽ن৮ഔٕज़ͷ։ൃ
 ɹɹ ౦ژେֶɹੜٕ࢈ज़ڀݚॴɹ।ڭतɹ࠭ా ༞ี
ɾۭؒߴղΛ࣮͢ݱΔφϊΧʔϘϯޫੳஔ
 ɹɹ तɹ ӳ೭ڭ෦ɹ।ֶጯٛक़େֶɹཧܚ

ʲ2021։࢝༧ఆςʔϚʳ
ɾޫٕज़Λ༻͍ͨଳҬςϥϔϧπΦγϩείʔϓͷ։ൃ
 ɹɹ ԣཱࠃେֶɹڭतɹยࢁ Үจ
ɾήϊϜߏஙٕज़ʹΑΔༀجڀݚ൫ͷ։ൃ
 ɹɹ ౦ۀژେֶɹ।ڭतɹ૬ᖒ ߁ଇ
ɾԽֶϘϩϑΣϯʹΑΔϑϨΩγϒϧૉࢠͷ։ൃ
 ɹɹ ౦ۀژେֶɹॿڭɹਆށ ప
３．プロジェクト研究　活動紹介

ʲ༗γʔζҭۀࣄʳ
ɾەࡉϓϩδΣΫτޚ੍ڥάϧʔϓ ా ਅ࢚
ɾషΔ͚ͩਓᢄଁϓϩδΣΫτ দݩ ྄
ɾੈ࣍ػੑࢎԽࡐྉϓϩδΣΫτ ౦ ਖ਼थ
ɾ࠶ੜໟͷେྔௐֵ৽ٕज़։ൃϓϩδΣΫτ ా ३ೋ

ʲ࣮༻Խ࣮ূۀࣄʳ
ɾਓບࡉ๔γεςϜάϧʔϓ  ণ࣏
ɾੈ࣍ҩྍࢱϩϘοτάϧʔϓ Լ ௨

ʲࡍࠃධՁٕज़αʔϏεఏۀࣄڙʳ
ɾ৯ػੑධՁάϧʔϓ Ѩ෦ ࢠܒ
４．光触媒技術の展開と評価法開発
ɾޫ৮ഔࡐྉͷ+ISݧࢼαʔϏεʹ͍ͭͯ མ߹ ߶
ɾە߅ɾ߅ΠϧεੑධՁαʔϏεʹ͍ͭͯ ੴࠇ ੪

WEB開催　Innovation Hub 2020 in MIZONOKUCHI

։ظ࠵ɿྩ��݄�ʢਫʣʙ�݄1�ʢਫʣʢ2िؒݶఆެ։ʣ
Ճऀɿɹ2��໊ࢀ

ɹ͜ͷΣϒ։࠵Ͱެ։ͨ͠ͷɺओʹKISTECߔͷࢧޱॴͰ
ݚՌऴྃ͢ΔڀݚϓϩδΣΫτͷڀݚΔ͍ͯͬߦΛۀࣄ
ՃΛ͍͖ͨͩ·ͨ͠ɻࢀϓϩδΣΫτͷՌͰɺ2��໊ͷ͝ڀ

։ظ࠵ɿྩ�2݄1�ʢ݄ʣʙ2�ʢۚʣ

ɹKISTECڀݚ։ൃ෦ɺۀࣄԽࢧԉ෦ɺ֤ٕज़෦͕Ϗδωε
ԉɺAIɾϩϘοτͳͲͦΕͧΕҟͳΔʹΣϒग़లࢧ
͠·ͨ͠ɻ

ヴァーチャル産業交流展2020

։ظ࠵ɿྩ�1݄20ʢਫʣʙ2݄1�ʢۚʣ

ɹKISTECϰΝʔνϟϧྲྀަۀ࢈ల2020 ʢʹಠʣ౦ژཱ
ಉग़ల͠·ͨ͠ɻڞʹηϯλʔͱͱڀݚज़ٕۀ࢈
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大企業研究開発部門との連携
＜神奈川Ｒ＆Ｄ推進協議会＞
ɹݝʹཱɾूੵ͢Δੈքτο
ϓϨϕϧͷେڀݚۀاॴΛத
৺ʹݝɺKISTEC ͷ΄͔ 22 ػ
ؔ ʮ͕ਆಸR�%ਪਐٞڠձʯ
Λ৫͠ɺਆಸR�%ωοτ
ϫʔΫߏͷͱɺٕज़Ҡస
ٕज़࿈ܞΛଅਐ͢Δ͜ͱͰɺ
ʹͷมԽߏۀ࢈ɻ͢·͍ͯ͠ࢦͷग़Λۀ࢈ܕՃՁߴ
ରԠ͠ɺޙࠓ͕ࠐݟ·ΕΔͷ৽ࢀنೖΛͯ͠ࢦɺΦʔ
ϓϯΠϊϕʔγϣϯʹΑΔٕज़࿈ܞΛଅਐ͠ɺதখۀاͷͷ
ͮ͘Γٕज़ͷߴԽɺ͔ ͳ͕ΘάϥϯυσβΠϯʮ͕͞ΈϩϘο
τۀ࢈ಛ۠ʯͳͲͷݝͷࡦ՝Λ;·͑ͨऔΛਐΊ͍ͯ·͢ɻ

【研究会フォーラムの開催】
ɹΛର ʮʹిٕज़ڀݚ෦ձʯʮΠϊϕʔγϣϯڀݚ
෦ձʯʮҩ࿈ܞਪਐ෦ձʯʮϩϘοτڀݚձʯͷڀݚձ׆ಈ
ϑΥʔϥϜΛ։͍ͯ͠࠵·͢ɻ

【ロボット研究会】
ɹٞڠձϝϯόʔʹՃ͑ͯɺதখٴۀاͼେֶͳͲ͕෯ࢀ͘
Ճ͠ɺੜࢧ׆ԉϩϘοτʹ͍ͭͯ࠷ؒظͰԽΛਐΊΔ
ͨΊɺઐՈͷίʔσΟωʔτʹΑΓɺۀاେֶͷ֤ػ
͕ؔͭݯࢿΛ࠷దʹΈ߹Θͤͯڀݚ։ൃΛଅਐ͠·͢ɻ
ɹڞಉڀݚ։ൃͷίʔσΟωʔτʹՃ͑ͯɺੜࢧ׆ԉϩϘοτ
Ͱظ͕༺׆͞ΕΔٕज़γʔζΛϩϘοτؔ࿈ۀاʹհ͠
ٕͯज़࿈ܞΛଅਐ͢ΔऔΛਐΊͯɺ͕ظ͞ΕΔੜࢧ׆
ԉϩϘοτؔ࿈ʹ͓͚Δۀ࢈ͷৼڵɾूੵɺڝ૪ྗͷڧԽ
Λਤ͍ͬͯ·͢Ň

ਫதυϩʔϯʮ%JWFUOJU�00ʯ༺ۀ࢈

技術フォーラム、講演会、セミナー等の開催
ɹެֶ࢈ͷऀڀݚɺٕज़ऀͷަྲྀٕज़ҠసΛతͱٕͨ͠ज़ަྲྀϑΥʔϥϜɺߨ
ԋձɺηϛφʔΛؒ௨ͯ͠ਵ࣌։͍ͯ͠࠵·͢ɻ
ɹྩ̎ॳΊͯɺΠϯλʔωοτΛ׆༻ͨ͠ΦϯσϚϯυܕϑΥʔϥϜΛ։͠࠵ɺ
Ճ͍͖ͨͩ·ͨ͠ɻࢀ͝ʹͷํʑࠃ͚ͩͰͳ͘શݝ

ͷͱ͜ΖԼදʹ͋Δ̐݅Λެදͯ͠ਐΊ͍ͯ·͢ɻࡏݱ։ൃϓϩδΣΫτɺڀݚ

分　　野 プロジェクト名

【高齢者等への生活支援】 োճආػΛඋ͑ͨ֎ग़ࢧԉϩϘοτ

【農林水産】 ਂւ༻ਫதυϩʔϯ

【農林水産】 ਫ਼ີۀ༻υϩʔϯγεςϜ

【高齢者等への生活支援】 ͞·͟·ͳڥɾԕִίϛϡχέʔγϣϯϩϘοτͷ։ൃ͞·͟·ͳڥɾԕִίϛϡχέʔγϣϯϩϘοτͷ։ൃ

֎ग़ࢧԉϩϘοτ

ʢྩ̎ͷ։֓࠵ཁʣ
ɾIPTϑΥʔϥϜ
ɾࡒηϛφʔ
ɾΤϨΫτϩχΫεϑΥʔϥϜɹ
ɾۀࣄԽଅਐϑΥʔϥϜ

͜ΕΒͷϑΥʔϥϜΛ
ՃऀԆɹࢀɺ͠࠵։݅��ܭ߹
1�0�ਓͰͨ͠ɻ
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第14回TKFオープンフォーラム開催
ɹ̍̏ࢢ̍ݝʢ࡛ݝۄɺઍ༿ݝɺ౦ژɺਆಸݝɺԣࢢʣͷެઃػڀݚݧࢼ ʢؔެઃࢼʣͰߏ͢ΔTK'ʢटݍςΫϊφϨοδɾ
ϑϦʔΣΠʣɺ࣏ࣗମͷ֞ࠜΛ͑ͨதখۀاͷࢧԉΛ࿈͜͏ߦͯ͠ܞͱΛతͱͨ͠׆ಈΛ͓ͯ͠Γɺʹ̍ճʮTK'Φʔϓ
ϯϑΥʔϥϜʯΛ։͍ͯ͠࠵·͢ɻྩ̎ɺKISTECʹ͓͍ͯ։͠࠵·ͨ͠ɻ
ɹྫҬؔ౦ݍͷ֤ެઃࢼͷ৬һۀاͷํʹ͓ू·Γ͍͍ͨͩͯ։͍ͯ͠࠵·͕͢ɺࠓ৽ܕίϩφΠϧεײછࢭͷ
ͨΊɺ͝དྷॴ͍ͨͩ͘ਓΛ੍جͯ͠ݶௐߨԋΛ։͠࠵ɺͦͷ༷ΛࡱӨͨ͠ಈըͱɺ࡛ٕۀ࢈ݝۄज़૯߹ηϯλʔɺઍ༿ࢧۀ࢈ݝ
ԉٕज़ڀݚॴɺ౦ژཱٕۀ࢈ज़ڀݚηϯλʔٴͼKISTECͷ֤ެઃ࡞͕ࢼͨ͠ࢧԉྫࣄհΛޙΦϯσϚϯυͰ৴͍ͨ͠·
ͨ͠ɻ
ɹྩ̎10݄2�ʹ։جͨ͠࠵ௐߨԋͰɺʮΦʔϓϯΠϊϕʔγϣϯʙΠϊϕʔγϣϯΛग़͢ΔͨΊʹͲͷΑ͏ͳࢧԉ͕
ඞཁ͔ʁʙʯΛςʔϚʹɺ໊̎ͷߨ͝ʹࢣߨԋ͍͖ͨͩ·ͨ͠ɻ

○「イノベーション創出に向けた、公設試と地域ベンチャー支
援機関との連携強化」

ɹࢣߨɿࣜגձࣾέΠΤεϐʔç
ɹɹɹɹΠϯΩϡϕʔτɾۀࣄࢿ෦ɹओ
ɹɹɹɹΠϯΩϡϕʔγϣϯɾΠϯϕετϝϯτϚωʔδϟʔ

ɹനੴɹܟਔɹࢯ
ɹKISTECͱΠϯΩϡϕʔγϣϯؔػͰ͋ΔࣜגձࣾέΠΤε
ϐʔͱͷ࿈ܞʹΑΔϕϯνϟʔࢧۀاԉͷྫࣄΛհ͍͖ͨͩɺ
ʹԽͷͨΊڧܞͱͷ࿈ؔػԉࢧͱҬϕϯνϟʔࢼͷެઃޙࠓ
ඞཁͳऔΈʹ͍͓͍͖ͭͯͨͩ͠·ͨ͠ɻ

ɹྩ̎12݄1�ʙ2�ʹͨͬߦΦϯσϚϯυ৴ͰɺྫͷདྷॴܕͷϑΥʔϥϜͰ͝ࢀՃ͍ͨͩ͘͜ͱ͕͍͠ԕִ
ͷํʹ͝ࢹௌ͍ͯͨͩ͘͜͠ͱ͕Ͱ͖ɺTK'ͷऔΛશ͘ʹࠃप͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·ͨ͠ɻ

○「コロナ禍でのシニアベンチャーの取り組みと今後の展望」
ɹࢣߨɿࣜגձࣾɹNILɹදऔకձ	ٕज़։ൃ౷ׅ


ɹࠤ౻ɹଂɹࢯ
ɹެઃࢧࢼԉͷ۩ମྫͱͯ͠։ൃࣨͷ׆༻༰ٴͼڀݚ
༰Λհ͍͖ͨͩɺࡏݱͷίϩφՒʹ͓͚Δऔͱޙࠓͷల
ʹ͍͓͍͖ͭͯͨͩ͠·ͨ͠ɻ

支援事例紹介
埼玉県産業技術総合センター「埼玉県産業技術総合センター（SAITEC）におけるデジタルものづくり支援」

ԉʹऔΓ·Ε͓ͯΓɺຊൃදࢧΛରͱ̙ͯ̏͠σδλϧͷͮ͘Γͷ༷ۀاज़૯߹ηϯλʔͰɺओʹதখٕۀ࢈ݝۄ࡛
Ͱɺ̭ઢ̘̩ஔ̙̏σδλΠβΛ༻͍ͨϦόʔεΤϯδχΞϦϯάɺ̙̏ϓϦϯλʹΑΔࢧ࡞ࢼԉɺγϛϡϨʔγϣϯ
ʹΑΔੑධՁɺσδλϧͷͮ͘Γࢧԉͷ֓ཁʹ͍ͭͯ͝հ͍͖ͨͩ·ͨ͠ɻ

千葉県産業支援技術研究所「生産性向上の第一歩！　現場改善を促す「身の丈IoT」活用のすすめ」
ઍ༿ࢧۀ࢈ݝԉٕज़ڀݚॴͰɺ҆ՁͰ༰қʹೖखՄͳηϯαʔΩοτΛ׆༻͠ɺதখۀاͷੜݱ࢈๊͕͑Δݸผ՝
Λղܾ͠ݱվળʹͭͳ͛ͯΒ ʮ͏ͷৎIPTʯͷಋೖࢧԉΛਐΊΒΕ͓ͯΓɺຊൃදͰ۩ମతͳࢧԉྫࣄΛத৺ʹ͝հ
͍͖ͨͩ·ͨ͠ɻ

（地独）東京都立産業技術研究センター「バイオ基盤技術を活用したヘルスケア産業支援事業の紹介」
ʢಠʣ౦ژཱٕۀ࢈ज़ηϯλʔͰɺʮඒͱ݈߁ʯʹ ؔΘΔϔϧεέΞۀ࢈ͷੑ׆ԽͷͨΊɺԽহΛओ࣠ʹɺ৯ɾҩ
ྍͷԽɾۀࣄԽΛ͢ࢦதখۀاΛଟ໘తʹࢧԉʢʮϔϧεέΞࢧۀ࢈ԉ ʢࣨSUSCAREä lαεέΞzʣʯΛ։ઃʣ͢ Δࣄ
Λհ͍͖ͨͩ·ͨ͠ɻۀ

KISTEC「5軸制御マシニングセンタによるものづくり支援」
KISTECͰɺ�੍࣠ޚϚγχϯάηϯλΛ׆༻ͨ͠ͷͮ͘ΓࢧԉΛ͍ߦɺࢧԉʹ࣠�͔͢׆Ճٕज़ͷݕ౼ΛਐΊ͓ͯΓɺ
ຊൃදͰɺ�੍࣠ޚϚγχϯάηϯλʹΑΔՃٕज़ͷऔΈΛհ͠·ͨ͠ɻ

��
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公設試験研究機関（公設試）との連携
首都圏テクノナレッジ・フリーウェイ（TKF）
ɹTK'ͱɺटݍʢ࡛ݝۄɺઍ༿ݝɺ౦ژɺਆಸݝɺԣ
ࢢʣͷ̑ͭͷެઃࢀ͕ࢼՃ͢ΔҬ࿈ܞͷ͘͠ΈͰ͢ɻ֤ࢀ
Ճؔػͷใʢݧࢼɺੳٕज़ɺอ༗ثػɺٕज़૬ஊͳͲʣɺ
Πϯλʔωοτ্ͰԣஅతͳΞΫηεΛՄͱ͠ɺෳؔػʹ
ΑΔΕͷͳ͍தখࢧۀاԉΛਪਐ͍ͯ͠·͢ɻ
ɹڀݚཱࠃ։ൃ๏ਓՊֶٕज़ৼߏػڵʢ+STʣͷ৽ٕज़આ໌ձʹ
ฏ �0 ͔Β TK' ͱͯ͠ࢀՃ͓ͯ͠Γɺྩ 2 
KISTEC ΛؚΉ � ؔػ � ݅ͷ
XFC αΠτͰͷٕज़հΛ
ɻͨ͠·͍ߦ
ɹ·ͨɺTK' ͰؔػՃࢀ
ϛ͏ߦҭΛڭޓ৬һͷ૬ڀݚ
χΠϯλʔϯγοϓ੍Λ׆
༻͠ɺࢀՃؔػͷڀݚ৬һͷ
Ϩϕϧ্Λਤ͍ͬͯ·͢ɻ

広域首都圏輸出製品技術支援センター（MTEP）
ɹ.TEPͰɺҬटݍʢ౦ژɺҵݝɺಢݝɺ܈അݝɺ
ɺݝɺ੩Ԭݝɺݝསࢁɺݝɺ৽ׁݝɺਆಸݝɺઍ༿ݝۄ࡛
ԣࢢʣͷެઃ͕ؔػڀݚݧࢼ࿈͠ܞɺதখۀاͷͨΊͷւ֎
ల։ࢧԉαʔϏεΛ࣮͍ͯ͠ࢪ·͢ɻ֨نࡍࠃւ֎ͷن
֨ʹؔ͢Δ૬ஊηϛφʔʹΑΔใఏڙɺւ֎ͷ֨ن
ʹద߹ͨ͠ධՁݧࢼͳͲͷٕज़తͳࢧԉΛ͍ͯͬߦ·͢ɻ
ɹྩ̎Ҿ͖ଓ ʢ͖
ಠʣ౦ژཱٕۀ࢈ज़ڀݚηϯ
λʔͱڞʹɺʮRP)SʗREAC)
ʹରԠ͢ΔࣗతϚωδϝϯ
τγεςϜͷߏஙʯʹ ؔ͢Δ
ηϛφʔΛ࣮͠ࢪɺඇৗʹ
ධͰͨ͠ɻ

大学との連携
かながわ産学公連携推進協議会（CUP-K）
ɹݝ1� ͷཧɾҩܥେֶެతࢧԉ͠ྗڠ͕ؔػɺ͕ۀا
๊͑Δ՝Λղܾ͍ͯͨ͘͠Ίɺۀاͷօ༷ͷٕज़։ൃΛ͓ख
͍͍ͯ͠·͢ɻ
ͷ՝ʹԠͯ͡ɺۀا˔

ෳͷେֶ͔Β࠷దͳ
γʔζΛڀݚɺऀڀݚ
ίʔσΟωʔτ͠·͢ɻ

˔େֶͷֶ࢈࿈ܞ ʢࣨϦ
ΤκϯΦϑΟεʣͱެ
తࢧԉؔػͷίʔσΟ
ωʔλ͕ɺେֶͷڀݚ
ऀͱͷϚονϯάΛ͓
ੈ͠·͢ɻ

4大学ナノ・マイクロファブリケーションコンソーシアム（NANOBIC）
ɹKISTECɺ࡚͕ࢢඋ͢ΔφϊϑΝϒϦέʔγϣϯࢪઃ

ʮNANO#ICʯͰͷφϊɾϚΠΫϩٕज़Λ֩ͱֶͨ͠࢈࿈ܞͷத
৺తׂΛ୲ ʮ͏̐େʢ౦େɺ౦େɺૣେɺܚେʣφϊɾϚΠ
ΫϩϑΝϒϦέʔγϣϯίϯιʔγΞϜʯʹ ͕ࣗۀاՃ͠ɺࢀ
લͰඋ͑Δ͜ͱ͕Ͱ͖ͳ͍ߴՁͳ࠷ઌͷثػڀݚɾஔͷ։
์ʹΑΓɺۀاʹΑΔར༻Λଅٕ͠ज़ͷߴԽΛࢧԉ͢Δͱͱ
 ʹɺ৽ ࢈ ۀ   ʹ  ͚ ͨ औ Γ  Έ Λ ਐ Ί ͯ ͍ · ͢ɻ

ʮNANO#ICʯͷφϊɾϚΠΫϩٕज़ɺੈ࣍ͷۀ࢈ͷൃల
ਓʑͷੜ׆ͷ͢ݙߩʹ্Δి͔ثػࢠΒφϊϑΥτχΫεɺ
.E.SɺϚΠΫϩɾφϊԽֶɺφϊόΠΦ·Ͱ෯ۀ࢈͍
ͷల։͕ظ͞Ε͍ͯ·
͢ɻ
ɹྩ̎ɺਓࡐҭη
ϛφʔͷ࠵ڞΛ͜͏ߦͱͰɺ
NANO#ICͷใͱڞʹ࿈ܞ
ΛਂΊ·ͨ͠ɻ

他機関との連携
協定等の締結機関（令和3年3月時点）
ɾཱࠃେֶ๏ਓԣཱࠃେֶ ɾެཱେֶ๏ਓԣཱࢢେֶ
ɾཱࠃେֶ๏ਓ౦ۀژେֶ ɾֶߍ๏ਓزಙֶԂਆಸՊେֶ
ɾԣٕۀࢢज़ࢧԉηϯλʔ ɾ࡚৴༻ۚݿ
ɾ	ג
͖Β΅ۜ͠ߦ ɾֶߍ๏ਓ໌࣏େֶҬֶ࢈࿈ڀݚܞηϯλʔ
ɾҰൠࣾஂ๏ਓटੑ׆ۀ࢈ݍԽڠձ ɾԣ৴༻ۚݿ
ɾ͕͞Έ৴༻ۚݿ ɾভೆ৴༻ۚݿ

図書館ネットワーク
ɹKISTECਤॻࣨɺਆಸݝਤॻؗ
ใωοτϫʔΫʢKL�NETʣʹ Ճ͠ɺΠࢀ
ϯλʔωοτͰཱݝਤॻؗͷࢿྉͷॴଂ
ொଜࢢݝͰ͖Δ͚ͩͰͳ͘ɺ͕ࡧݕ
ਤॻؗͷશͯͱҰ෦ͷେֶਤॻؗͷଂ
ॻࡧݕ૬ିޓआ͕ՄͰ͢ɻ
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県内中小企業支援機関及び金融機関との連携
県内金融機関との業務提携の締結
ɹྩ̎ɺਆಸݝͷ�ͭͷ৴༻ۚݿͱۀఏܞΛక
݁͠ɺͦΕͧΕͷ৴༻ۚݿͷӦۀҬʹ͓͚Δٕज़ࢧԉɺ
KISTECۀࣄͷใ໘ͰͷڧԽΛਤΓ·ͨ͠ɻྩ̎ʹ৽
Λక݁ͨ͠ͷҎԼͷͱ͓ΓͰ͢ɻܞఏۀʹͨ
ɾԣ৴༻ۚݿ
ɾ͕͞Έ৴༻ۚݿ
ɾভೆ৴༻ۚݿ

かながわイノベーション戦略的支援事業の継続支援
ɹKISTECɺਆಸۀ࢈ৼڵηϯλʔɺຊۚࡦ༥ެٴݿͼ
ਆಸݝ৴༻อূڠձͰฏ�0ʹ࠾͠ ʮ͔ͨͳ͕ΘΠ
ϊϕʔγϣϯઓུతࢧԉۀࣄʯʹ ɺ͍ͯͭʹۀࣄ͞Εͨ̏࠾
ɻ͢·͍ͯͬߦԉΛࢧଓܧ
ɾʮεʔύʔφϊཻࢠʢSNPʣΛ༻͍ͨϔΞέΞͷൢചʯ
ɹ	ג
NIL
ɾʮϦΞϧϋϓςΟΫεʢྗ৮ٕ֮ज़ʣͷۀࣄԽʯ
ɹϞʔγϣϯϦϒ	ג

ɾʮPTCαʔϛελͷଟ༻్Ԡ༻ల։ʯ
ɹ	ג
ϚΩγϚϜςΫϊϩδʔ

地方版IoT推進ラボ（経済産業省）
ɹݝ֤Ҭʢԣࢢ IPT ਪਐϥϘɺ૬ࢢݪ IPT ਪਐϥϘɺ
ԣਢլࢢ IPT ਪਐϥϘɺভೆҬ IPT ਪਐϥϘʣͷऔΈͱ࿈
ͳ͕ΒɺKISTEC͠ܞ ਆಸݝ IPT ਪਐϥϘͱͯ͠ݝͷ
IPT Ϗδωεͷग़Λࢧԉ͍ͯ͠·͢ɻ
ɹྩ̎ਆಸݝ IPT ਪਐϥϘͰத
৺త׆ಈΛ͏ߦIPTڀݚձͷXFCαΠτΛ
৽ઃ͠ɺڀݚձͷࢀՃۀاɾؒؔػͰͷ
ใަͷΛఏ͠ڙ·ͨ͠ɻ

神奈川産業振興センター
ɹʮܦӦͱٕज़ͷҰମతࢧԉʹؔ͢Δ֮ॻʯʢฏ2�క݁ʣʹ
ηϯλʔ৬һͱڵৼۀ࢈ɺྩ͖̎ͮجʹఆڠܞΔ࿈
ɻͨ͠·͠ࢪ૬ஊΛ࣮ܕΛ๚͠ɺ2�݅ͷۀاʹڞ

一般社団法人首都圏産業活性化協会
ɹҰൠࣾஂ๏ਓटੑ׆ۀ࢈ݍԽڠձʢTA.Aڠձʣͱͷ࿈ܞ
ަܞɺʮٕज़࿈ʹڞηϯλʔͱڵৼۀ࢈ɺਆಸ͖ͮجʹఆڠ
ྲྀձʯͰͷٕज़ϚονϯάʹऔΓΈ·ͨ͠ɻ

国との連携
産業技術連携推進会議（産技連）
ɹެઃؔػڀݚݧࢼʢެઃࢼʣ૬ٴޓͼެઃࢼͱڀݚཱࠃ։ൃ
๏ਓٕۀ࢈ज़૯߹ڀݚॴͱͷ࿈ٴܞͼڞ௨ٕज़ͷڀݚձ׆
ಈΛ௨ͯ͠ɺ֤ؔػͷݧࢼɾڀݚʹؔΘΔٕज़ྗΛߴΊΔͱͱ
ʹɺҬͷۀاͱ࿈͢ܞΔྗΛߴΊͯɺҬʹ͓͚ΔΠϊϕʔ
γϣϯग़Λ͍ͯ͠ࢦ·͢ɻ

かながわ中小企業支援プラットフォーム（経済産業省）
ɹKISTECʮதখۀاɾখنऀۀࣄϏδωεࢧԉۀࣄʯ
͞Εొ͖ͮجʹ ʮͨҬϓϥοτϑΥʔϜʯʹ اՃ͠ɺதখࢀ
Λ͢Δ૭ݣઐతͳ՝Λղܾ͢ΔͨΊɺઐՈͷߴͷۀ
ࢧΔ͢ࢪ࣮͕ؔػߏϓϥοτϑΥʔϜࠃΛ୲͏ଞɺػޱ
ԉใͷൃ৴ػΛڧԽ͠ɺݝͷதখࢧۀاԉମ੍ͷڧԽΛ
ਤ͍ͬͯ·͢ɻ

標準化活用支援パートナーシップ（経済産業省）
ɹඪ४Խࢧ༺׆ԉύʔτφʔγοϓͷύʔτφʔػ ʢ࣏ؔࣗମɾ
ػ��1ؔػڀݚɺେֶɾެతؔػɺҬۚ༥ؔػڵৼۀ࢈
ʢؔྩ݄̏̎̍̎ࡏݱʣͱͯ͠ɺҰൠஂࡒ๏ਓຊڠ֨ن

ձʢ+SAʣͱ࿈͠ܞɺதݎɾதখۀاʹ͓͚Δඪ४Խʹ༺׆
ΔࢧԉʹऔΓΜͰ͍·͢ɻ
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沿　革
ɹʢಠʣਆಸٕۀ࢈ཱݝज़૯߹ڀݚॴɺਆಸٕۀ࢈ݝज़ηϯλʔͱʢެࡒʣਆಸՊֶٕज़ΞΧσϛʔ͕ɺฏ2�݄̐̍
ʹ౷߹͠ɺઃཱ͞Ε·ͨ͠ɻ

神奈川県産業技術センター （公財）神奈川科学技術アカデミー（KAST）
年　月

ত û  û ݄
出　来　事

ਆಸݧࢼۀݝʢਆಸݧࢼۀݝॴͷલʣઃཱ
তùûøù݄
ฏ þ  û ݄

ਆಸݧࢼۀݝॴઃཱ
ಋॴɺࢦۀಋॴɺણҡࢦܳॴɺݧࢼۀ
Ո۩ࢦಋηϯλʔͷؔػ�Λ౷߹͠ɺւ໊
ຊࢢݪॴͱͯ͠ൃখాڀݚ߹ज़૯ٕۀ࢈ʹ
ொʹٕܳज़ηϯλʔΛઃஔ

ฏ ÿ  Ā ݄ తॴ༗ݖηϯλʔͱͯ͠ೝఆ
ฏøø û ݄ খాٱࢢݪʹٕܳज़ηϯλʔΛҠస
ฏøø ý ݄
ฏøþ Ā ݄
ฏøÿ û ݄

ISO1�001֨ن৹ࠪొ
จ෦ՊֶলՊֶڀݚඅิॿۚऔѻࢦʹؔػڀݚఆ
ज़ηٕܳज़ηϯλʔʹվশɺซٕͤͯۀ࢈
ϯλʔΛٕܳज़ॴʹվশ

ฏøÿ ý ݄
ฏùù û ݄

ISO1�02�ೝূऔಘ
࿑ಇ૯՝Ӝౡٰறࣄࡏॴʢݕྔܭఆηϯλʔʣ
Λٕۀ࢈ज़ηϯλʔݕྔܭఆॴͱͯ͠࠶ฤઃஔ

年　月
ฏݩ þ ݄

出　来　事
ʢࡒʣਆಸՊֶٕज़ΞΧσϛʔʢKASTʣઃཱ

ฏݩ ÿ ݄ ʢࡒʣਆಸߴٕज़ࢧԉஂࡒʢKT'ʣઃཱ
ฏ ù  ù ݄
ฏ ù ø÷݄

ฏ ù øø݄

ฏ ú  ú ݄

KASTಛఆެӹ૿ਐ๏ਓͷೝఆ
KASTՊֶٕज़ிʢݱจ෦ՊֶলʣΑΓϑΣϩʔγο
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地方独立行政法人神奈川県立産業技術総合研究所（KISTEC）
年　月 出　来　事

ฏùĀ û ݄ ॴʢKISTECʣͱͯ͠ൃڀݚ߹ज़૯ٕۀ࢈ཱݝ๏ਓਆಸߦज़ηϯλʔͱKAST͕౷߹͠ɺํಠཱٕۀ࢈
ଓܧۀͱͯؔ͠ػݝज़ॴٕܳͼٴఆॴݕྔܭ˞

令和2年度　会計報告

資産の部 負債及び純資産の部
科　目 金　額 科　目 金　額

資産の部
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貸借対照表 ʢྩ��݄�1ʣ ʢ୯Ґɿԁʣ 損益計算書
ʢྩ2�݄1ʙྩ��݄�1ʣ

ʢ୯Ґɿԁʣ

科　目 金　額
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ɹܦৗརӹ 1��������
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学会発表等

特許出願

論文等掲載
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年度計画の数値目標達成状況
ɹݝࣄͷೝՄΛड͚ͨฏ2��݄1͔Βྩ��݄�1·Ͱͷ�ؒͷதܭظըඪΛୡ͢ΔͨΊɺྩ2ͷܭը
Ͱઃఆͨ͠1�߲ͷඪɺ৽ܕίϩφΠϧεײછ֦େͷӨڹΛड͚ͨͷͷɺ8FC׆༻ͳͲͷʹΑΓɺ11߲Ͱ
ඪͷ�0ˋҎ্Λୡ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·ͨ͠ɻ

【研究開発】

新技術や新製品の開発を促進する研究開発
ɹڀݚγʔζͷҭ͔Β࣮༻Խ࣮ূ·Ͱɺ
ஈ֊ͷεςʔδήʔτΛઃ͚ࡾ ʮͨϓϩδΣ
Ϋτڀݚʯɺۀاͷ։ൃχʔζͱେֶͷ
ԽΛۀࣄγʔζΛίʔσΟωʔτͯ͠ڀݚ
ଅ ʮ͢ڮ͠ڞಉڀݚʯɺͦͯ͠ۀاͷٕज़
ଌɺٕज़։ൃडୗʣܭݧࢼԉʢٕज़૬ஊɺࢧ
Λ୲͏KISTEC৬һͷٕज़࢈ࢿͷॆ࣮Λ
తͱ͠ ʮͨܦৗڀݚʯΛ௨ͯ͡ಘͨՌΛ
͘ൃ৴͠·ͨ͠ɻ
ɹʮڮ͠ڞಉڀݚʯͰɺܧଓͯ͠�
ͷ�՝ͱ2ͷ�՝ʹ৽ͨʹ�՝
ΛՃ͑ͨ1ܭ�՝ͷڀݚʹऔΓΈɺੜ
ࣹॲཧʹΑΔࢠΔඍཻ͢ࢿʹ্ੑ࢈
ͷण໋Խٕज़Λ։ൃ͢Δ͜ͱܕۚۚ߹ߗ
͕Ͱ͖·ͨ͠ɻ

【技術支援】

県内企業が直面する技術的課題を解決する
技術支援
ɹڀݚ։ൃͰੵͨ͠ݟΛ͔͠׆ɺݝ
๊͕͑ۀΔ՝৽ͨͳαʔϏεΛ
ఏ͢ڙΔ͏͑Ͱղܾ͖͢՝ͳͲɺ༷ʑ
ͳʮٕज़૬ஊʯʹ ͓Ԡ͑͠ɺۀاͷօ༷ͷ՝
ղܾΛαϙʔτ͍͖ͤͯͨͩ͞·ͨ͠ɻ

ʮܭݧࢼଌʯχʔζʹԠͯ͡ྩݩʹಋ
ೖͨ͠ੳಁաిݦࢠඍڸɺICPൃޫޫ
ੳஔͳͲɺ8FCใࢽΛ௨ͯ͡ੵ
Λଅ͠ɺඪΛୡ͠·ͨ͠ɻ༺׆ʹతۃ

ʮٕज़։ൃडୗʯͰɺ৽ͨʹಋೖͨ͠ೈ
ͨ͠༺׆ϓϦϯλΛ%�ܗྉରԠޫࡐੑ
σδλϧͷͮ͘ΓΛੵۃతʹࢧԉ͠ɺ
ඪΛୡ͠·ͨ͠ɻ͞ΒʹɺධՁ๏։ൃݚ
ίϩφΠϧεʹରܕͷՌͱͯ͠ɺ৽ڀ
Ԡ͢Δͷ߅ΠϧεੑධՁɺ৽ͨ
ʹ2݅ͷධՁϝχϡʔΛՃ͠·ͨ͠ɻ
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理科実験教室参加者研修受講者
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【事業化支援】

県内企業による製品開発や商品化を促進す
る事業化支援
ɹ͕͞ΈϩϘοτۀ࢈ಛ۠Ͱਪਐ͢Δੜ׆
ԉͷҰͱͯ͠ɺࢧ։ൃڀݚԉϩϘοτͷࢧ
ԽΛࢧԉ͢Δʮੜࢧ׆ԉϩϘοτσβ
Πϯࢧԉۀࣄʯʹ औΓΉͱͱʹɺܦӦ
ܦज़ɾσβΠϯɾٕͨ͠ܞͱ࿈ؔػԉࢧ
Ӧɾۚ༥ͷ૯߹ࢧԉʹΑΔԽࢧԉʹ
औΓΈ·ͨ͠ɻ·ͨɺIPTٕज़ಋೖࢧԉ
ͱͯ͠ɺ৽ͨʹIPTڀݚձΛࢧͨ͠༺׆
ԉʹऔΓΈ·ͨ͠ɻ

【人材育成】
県内企業の技術力の底上げなどを図る人材
育成
ɹ৽ܕίϩφΠϧεײછ֦େͷதɺΦ
ϯϥΠϯ࠲ߨͳͲͷࡦࢪʹΑΓۀ࢈
ͷڀݚ։ൃਓࡐɺͷͮ͘Γͷத֩Λ୲
ԉͷࢧͷҭࡐͼཧਓٴࡐਓۀ࢈͏
ͨΊͷݚम࠲ߨΛ։ઃ͠·ͨ͠ɻ·ͨɺ
ਓ੍ݶͷࡦࢪΛ͍ͭͭߦɺখதֶੜΛ
த৺ʹՊֶٕज़ͷͮ͘Γͷָ͠͞Λֶ
ͼɺΔػձΛఏ͠ڙ·ͨ͠ɻ

【連携交流】

技術面を中心とした大学、研究機関、県内
企業等の連携交流
ɹΦϯϥΠϯʮKISTEC IOOPWBUJPO )VCʯ
ʹΑΓɺ༷ʑͳٕज़ͷ࠷৽ͷٕज़ใ
Λൃ৴͢Δͱͱʹɺ8E#Λ׆༻ͨ͠Ϛο
νϯάࢧԉʹऔΓΈ·ͨ͠ɻ৽ܕίϩφ
Πϧεײછ֦େͷӨڹΛड͚·͕ͨ͠ɺ
ΞϑλʔίϩφΛݟਾ͑ɺ8E#ίϯςϯ
πͷॆ࣮ڧԽʹऔΓΈ·ͨ͠ɻ
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皆様からの技術相談に無料で応じています
機械・材料、電子、情報・生産、化学などの技術分野を専門とする研究職員が、県内外から広くお寄せいただく年間約20,000件の
技術相談に応じています。令和2年度利用者の状況は以下のようになっています。

こんなときにご利用いただいてます

ものづくりを支える中小企業の皆様のお役に立っています

幅広い業種の皆様にご利用いただいています

県内を中心に幅広い地域からの支援要請にお応えしています

業種別分布従業員規模別分布地域分布

機ց
22ˋ

金ଐ
10ˋ化学

15ˋ

そのଞ
27ˋ

電気・電子
26ˋ

ௐ査
38ˋ

研究・開発
32ˋ

トラブル対策
3ˋ

そのଞ
3ˋ

品࣭管理
24ˋ

中小企業
49%大企業

39%

その他
12%

横浜
18%

川崎
12%

県央
18%湘南

10%

横須賀・三浦
2%

県外・国外
38%

足柄上・西湘
2%

横浜
21%

川崎
9%

県央
20%

湘南
11%

県外・国外
35%

足柄上・西湘
2%

横須賀・三浦
2%

その他
18%

中小企業
47%

大企業
35%

その他
31%

機械
20%

金属
10%

電気・電子
22%

化学
17%
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試験計測サービスの利用状況
ҎԼͷΑ͏ʹͳ͍ͬͯ·͢ɻگͷঢ়ࡏɺॴنۀاछྨɺۀଌʢ˞ʣʢྩ2࣮ʣͷར༻ऀͷతɺܭݧࢼ
˞։ൃࣨར༻ʹΑΔΛআ͘ɻ
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令和元年度以前の技術支援成果事例（過去２年間
の実績から）

No. テーマ名 支援内容 企業名 URL 年度

1
炉内温度管理のための
安価な温度測定チップ
の開発

材料となる鋼種の選定、加熱による鋼材の硬さ変化測定方法
の決定、チップの作製から性能評価まで一貫した製品開発支
援を行い、1000℃までの高温に対応する炉内温度管理シス
テムとして完成させた。

アセイ工業株式
会社 https://www.asey.co.jp/ 令和

元年度

2
マイクロディンプル処
理による抗菌効果の評
価

JIS Z 2801に基づいて大腸菌、黄色ブドウ球菌を対象に抗菌
力評価試験を実施した。その結果、未加工品と比較して十分
な抗菌力があることが確認された。また、大学との共同研究
をコーディネートした。

株式会社サーフ
テクノロジー

https://www.microdimple.
co.jp/

令和
元年度

3
マルチチャンネル同時
測定ソースメーターの
開発支援

装置の測定再現性を高めるため、既存のソースメーターとの
比較や測定時間管理についての検証を行ったうえで、ペロブ
スカイト太陽電池を使用し同時測定の検証を実施した。その
結果、測定時間の短縮が確認された。

株式会社セルシ
ステム http://www.cellsystem.co.jp/ 令和

元年度

4 網膜走査型レーザアイ
ウェアの製品化支援

本製品のような電気機器を製品化する際不可欠となる、各種
安全規格に従った信頼性試験（温湿度サイクル試験等）を実施
した。

株 式 会 社 QD
レーザ https://www.qdlaser.com/ 令和

元年度

5
表面弾性波（SAW）パ
タ ー ン 評価 の た め の
TEG開発

電子線描画装置を用いて、SAWデバイスの材料に適合するこ
とを可能にしたサブミクロンサイズのレジストパターンを形
成する支援を行った。

株 式 会 社 ア ル
バック https://www.ulvac.co.jp/ 令和

元年度

6 温度分布が均一な床暖
房ヒーターの製品開発

測定条件が一定となる人工気象室内にて複数の試作品をサー
モカメラで観測し、その熱分布を精度良く測定した。その結果、
温度分布の均一性を向上させた床暖房ヒーターの製品化を支
援した。

テクノヒーティ
ングサービス株
式会社

https://century-panel.com/ 令和
元年度

7 太陽電池用環境制御試
験ボックスの開発支援

支援先企業と共同開発した、酸素や水分を遮断し適切な雰囲
気をコントロールできる環境制御ボックスを使用して長期間
の測定を行い、封止材なしでも有機系太陽電池の劣化抑制に
効果があることを検証した。

アステラテック
株式会社 http://www.astellatech.co.jp/ 令和

元年度

8
モーションリフレクト
式パワーアシストハン
ドの商品化支援

「生活支援ロボットデザイン支援事業」の支援スキームにより、
一貫したブランド構築しながらデザイン開発支援を行うとと
もに、電気安全に関わるEMI測定等の試験を実施し装置の安
全性を確認した。

株 式 会 社 エ ル
エーピー https://lap-atom.co.jp/ 令和

元年度

9
足 整 板 成 型 機 Footfix 
Ortho pro 量産化に向
けた支援

接骨院・企画開発企業・支援先企業による足整板成形装置の共
同開発をコーディネートし、開発の過程で3Dプリンターによ
る試作支援、量産化に向けた助言等を行い製品化を支援した。

株式会社小川優
機製作所 https://www.ogawayuki.com/ 令和

元年度

10 香辛子オリーブオイル
の商品化支援

香辛子の特徴を生かしたオリーブオイルの製法を検討すると
ともに、支援先企業のブランドイメージを踏襲しターゲット
設定、ネーミング、ラベルデザイン等を支援した。

合同会社わざあ
り http://wazaari.co.jp/ 令和

元年度

11 真空蒸着装置の薄膜評
価

支援先企業はKISTECの膜厚測定器を使用して自社の真空蒸
着装置で試作した薄膜サンプルを評価し、薄膜成長速度や膜
厚分布等の薄膜作成性能を確認した。

株式会社エイエ
ルエステクノロ
ジー

https://www.als-technology.
com/

平成
30年度

12
次世代EMC試験に適用
可能な光伝送システム
の開発

青山学院大学の電磁波評価技術とKISTECのEMC試験技術
を活用し、光ファイバの特徴を活かした高精度なEMC計測を
実現する有効な技術を開発した。

株式会社多摩川
電子 https://www.tmele.jp/ 平成

30年度

13 高級オーディオ機器の
EMC試験計測

製品を海外へ輸出するために、各国の電磁ノイズ試験関連の
規制に関し、規制値を十分なマージンをもってクリアしてい
ることをKISTECの試験計測で確認した。

ラックスマン株
式会社 https://www.luxman.co.jp/ 平成

30年度

14 非接触バイタルセンサー
の製品化支援

本製品のような電気機器を製品化する際不可欠となる、各種
安全性規格に従った信頼性試験（温湿度サイクル試験等）を実
施した。

株式会社ミオ・
コーポレーショ
ン

https://www.mio-corp.co.jp/ 平成
30年度

15 耐熱合金加工用工具素材
の開発支援

試作工具を用いた工具寿命試験を実施。成分等を変化させた
複数の素材の試験を行い、工具摩耗の進行状況を比較した。
実際の製品に近い形で評価することで、製品開発の期間短縮
に貢献した。

日本ハードメタル
株式会社 http://www.nhm.co.jp/ 平成

30年度

16
フ ァ イ ン ガ ラ ス カ ッ
タ ー・ ア ル タ イ ル

（ULTILE）のロゴマーク
のデザイン支援

国内・海外における製品の知名度向上につながるロゴマーク
の作成にあたり、コンセプトの策定を支援するとともに、印
刷物への展開を考慮したデザインを検討し提案した。

アステラテック
株式会社 http://www.astellatech.co.jp/ 平成

30年度

17 清酒品評会入賞酒の開
発

「生酛（きもと）造り」と「速醸（そくじょう）造り」でできる清
酒の香味成分をKISTECで分析・比較した結果を基に製造工
程を検討した清酒が品評会に入賞した。

泉橋酒造株式会
社 https://izumibashi.com/ 平成

30年度

18
ラマン・ハイパー・スペ
クトル解析を用いた分
子定量装置の製品化

支援先企業と共同で体積相ホログラフィック回折格子を用い
た高速ラマン・マッピング装置の開発と製品化を進めた。

株式会社分光科
学研究所 http://www.spsclab.com/ 平成

30年度

19
介護施設向け集中管理
型見守りシステムのシ
ステムデザイン開発

①「神奈川版オープンイノベ―ション」による実証実験やビ
ジネスモデルの構築支援　②「生活支援ロボットデザイン支
援事業」による商品化検討、デザイン支援、3Dプリンターに
よる試作支援

株式会社バイオ
シルバー http://www.biosilver.co.jp/ 平成

30年度
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